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○

・　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）　国土交通省大臣官房技術調査課

・　木造建築工事標準仕様書（令和４年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

金属複合板　　　　　金属板と樹脂を複層一体化したもの。

　　　　　　　　　　無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートク

　　　　　　　　　　レープ養生したもの。

(種類)　※JIS A 9521に基づく押出法

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)

又はJIS A 9511による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

ﾌｫｰﾑ保温材の保温板3種b(ｽｷﾝあり)

(厚さ)　・　25mm　・　50mm　・　　

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

※　適用する

・　適用しない

３．山留めの残置 存置範囲（　※　図示　　・　　　　　　　　　　　）  (3.3.3)

※　適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・　適用しない

工事設計図

(2.2.4)
2

仮
設
工
事

特 記 仕 様 書

Ⅰ.　　工事概要

１．工事場所

２．敷地面積（㎡）

３．工事種目

建　物　別 種　別 構　造 階　数 梁間(ｍ) 桁行(ｍ) 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

１．共通仕様

　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標

２．特記仕様

　（１）項目は、番号に　  印の付いたものを適用する。

　（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　（３）特記事項に記載の ( . . )内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（４）特記事項に記載の(別 . . )は（ 5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

　（２）標準仕様書で、「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合におい

　（３）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの標準

　（５）製造所名は、五十音順とし ｢株式会社 ｣等の記載は省略する。

　　　　　仕様書を適用する。

　　　　準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下「標仕」という。）による。

　　　　て、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議するこ

　　　　　と。

特　　記　　事　　項項　　目

1

章

Ⅱ.建築工事仕様　（構造関係を除く）

一
般
共
通
事
項

１．適用基準等

第三種

① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の７第３項による国土交通大臣認定品

③ 旧JISのEo規格品

④ 旧JASのFco規格品

 (1.4.2)

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

建築材料等８．材料の品質等

1) 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能の他、通常有すべき

   品質及び性能と同等以上のものを使用する。

4) 本工事に使用する材料のうち、JIS及びJASの表示のない材料及び製造業者等は、次の①から

　 ⑥の事項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を

　 監督職員に提出して承諾を受ける。

5) なお、（一社）公共建築協会で発行する「建築材料・設備材料等品質性能評価事業建築材料

　 等評価名簿（最新版）」に指定された材料については、上記①～⑥に該当するものとする。

９．技能士

適用工事種別 技能検定作業

　・ 左官作業

測定方法　　　※　パッシブ法（拡散法）　　　・　アクティブ法（吸引法）

 (1.5.2)

 (1.5.9)

　　　　　　　　検査機関

測定物質

測定箇所（室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　箇所

　　　※　試料採取にあたっては、監督員又は監督員が指定する者が立会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm

ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.04ppm

ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

備　考

　　　　　　　　※　環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

　
　　※　ホルムアルデヒド　　※　トルエン　　※　キシレン　　※　エチルベンゼン

　　※　パラジクロロベンゼン　　※　スチレン

※　作図する

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※　CADで作成し出力　　　　・　　　　　　　）

　※　完成図（※　設計図書で示したもの全て　・　標仕表1.7.2による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　監督員の指示による）

:(　)箇所、

箇所数

外観正面

画素数及び

電子データ(JPEGフルカラー 4500×3000ピク

上記と異なる外部

撮影部位及び

・圧縮率1/4程度) セル以上で画像

補正を行ったも

の

1280×960ピクセ

ル以上かつ、撮 

外部:(　)箇所、

内部:(　)箇所
影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

:(    )箇所

画質等

内部:(　)箇所

程度
(JPEGフルカラー)

下記のものを監督職員へ提出する。原版は撮影業者の保管とする。

提出部数分類・規格

　アルバムは、黒表紙金文字入り、サイズはH320×D300程度とする。

撮影業者　　　※　建築完成写真撮影の実績がある業者で監督職員の承諾する撮影業者

電子データ（CD-R） ※　２部

※　２部

14．設備工事との取合い

15．設計GL

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※　図示　　　　　　・　設計GL＝現状GL

 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

足場を設ける場合、標仕2.2.4(b)によるほか、設置においては「手すり先行工法に関するガイド

ライン」の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　・ とび作業

　・ 鉄筋組立作業

　・ 型枠施工　　・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

　・ 構造物鉄工作業　　・ とび作業

　・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

　・ ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

　・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

　・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

　・ FRP防水工事作業

　・ 石張り作業

　・ ﾀｲﾙ張り作業

　・ 大工工事作業

　・ 内外装板金作業　　・ かわらぶき　　・ ｽﾚｰﾄ工事作業

　・ 鋼製下地工事作業　　・ 内外装板金作業

　・ 金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業　　・ ｻｯｼ施工作業　　・ ｶﾞﾗｽ工事作業

　・ 建築塗装作業

　・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業

　・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　 ・ 壁装作業

　・ 建築配管作業

　・ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業　　・ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

　・ 造園

　・ 畳製作　・ 家具製作　・ 樹脂接着剤注入施工　その他

　植栽工事

　舗装工事

　排水工事

　内装工事

　塗装工事

　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

　建具工事

　左官工事

　・ 建具製作　・ ｻｯｼ施工作業　・ ｶﾞﾗｽ工事作業　・ 自動ﾄﾞｱ施工作業

　金属工事

　石工事

　タイル工事

　木工事

　屋根及びとい工事

　仮設工事

　鉄筋工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

　鉄骨工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ

　押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

　防水工事

２．監督員事務所

11．化学物質の濃度測定

12．完成図等

13．完成写真

３．工事用水

４．工事用電力

１．足場その他

※　設ける　　　・　設けない

　規模　　※　10㎡程度　　・　20㎡程度　　・　（　　　）㎡程度

(2.3.1)

(2.3.1)

(2.3.1)

構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　※　利用できない

構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　※　利用できない

・A種　適用場所（　　　　　　）　

・B種　適用場所（　　　　　　）　

・C種　適用場所（　　　　　　）　土質（　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　）　

・D種  適用場所（    　　　　）

材料及び工法

※標準仕様書表3.2.1による

種別

3

土
工
事

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする）

 (3.2.5)

１．埋戻し及び盛土

２．建設発生土の処理

(3.2.3)(表3.2.1)

　　　　　六価クロム溶出試験　　・　行う（現場説明書による）　　・　行わない

・　構内の造成に利用　・　構内指示の場所に堆積　・　構内指示の場所に敷き均し

4
地
業
工
事

鉄
筋
工
事

5
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

6
鉄
骨
工
事

7

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
　
　
 
 
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

A
L

8

・

ブロックの種類等  (8.3.2～4)

 (8.2.2、3、5、7、8)

モルタルの調合（容積比）

断面形状及び
 正味厚さ

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ
(mm)

ブロックの種類等

塀に用いるブロックの正味厚さ(mm)

適用箇所

 による区分

備考化粧の有無

・無　・有

各部の配筋

※標準仕様書表8.2.1による

※図示による　　

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

各部の配筋

まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲

・

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

・

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ

(表8.3.1)以外
備考化粧の有無

・無　・有

・無　・有

・空洞ブロックＣ(16)

の適用箇所

圧縮強さに (mm)

断面形状及び
 正味厚さ

(mm)
による区分

圧縮強さに (mm)

目地仕上げ

・押し目地仕上げ

・化粧目地仕上げ

モルタルの調合（容積比）

※標準仕様書表8.2.1による

・セメント（　　　　　　）：砂（　　　　　　）

・

 (8.4.2～5)

区分
単位荷重（N/㎡）

・外壁用

・間仕切

・屋根用

・床用

厚さ

(mm)

幅 及び 耐火性能 構法の

・
・A種

・B種

・C種

・D種

※F種

・E種

種別(時間)

・なし

・1

・なし

・1

・0.5

・1

・2

長さ

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

図示に

よる

・・

・

・

正荷重 負荷重

・

・・

－

－

・

・・

・

・・

・

－

－ －

－ －

・一般

・コーナー

壁用

・一般

・コーナー

・平

・意匠

・平

・意匠

ALCパネルの区分等

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

外壁、屋根パネルの構法

１．補強コンクリート

　　ブロック造

２．コンクリートブロック

　　帳壁及び塀

３．ALCパネル

４．押出成形セメント板

　　（ECP）

(8.5.2～5)

外壁パネルの工法における耐風圧性能

パネル相互の目地幅(mm)　　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)

した資料を提出する

孔あけ及び欠き込みの 切断後のパネルの

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

　注）F：フラットパネル、D：デザインパネル、T：タイルベースパネル

パネルの種類

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

形状 長さ(mm) 幅(mm) 工法の種別

※600
・A種　・B種・D

・F

・D

・T

・T

・F ・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・ 50 ・ 60 

・50 ・60

  60

・B種　・C種

備考

・長辺（　　　　　　）　　短辺（　　　　　　）

・

※600

・

外壁パネル工法及び間仕切りパネル工法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

大きさ 残り部分の幅

ECPの種類等

短辺

長辺

短辺

長辺

パネルに孔あけ

を設ける場合

・　パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

・　パネル幅の1/2以下、かつ、300㎜以下

・　500㎜以下

・　500㎜以下

・　150㎜以下

・　300㎜以下

・　150㎜以下

・　300㎜以下を設ける場合

パネルに欠き込み

(9.2.2～5)(表 9.2.3～9)

防水層の種別

屋根保護防水
9

防
水
工
事

　　１章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の耐風圧性能を満たす構法

（パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びに

パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合

外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填

パネルと他部材との取り合い部）

・適用する　　・適用しない

目地幅(mm)

外壁パネル構法及び間仕切壁パネル構法における耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚さ0.15mm

  以上又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 70g/㎡程度

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上

床タイル張り　※水下　60mm以上

・

・

立上り部の保護工法　

窯業系パネルⅠ類　　厚さ（　　　　　　）mm　　幅（　　　　　　）mm

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

厚さ（　　　　　　）mm以上

※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

  70g/㎡程度

・BⅠ-2

立上り部への断熱材及び絶縁用シート

※設置しない　　・設置する 

□Ｇ

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）

・コンクリート押え

・モルタル押え（屋内）

１．アスファルト防水

・　敷地調査共通仕様書（令和４年版）　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　建築構造設計基準（令和３年版）　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・　長野県建築工事の手引　　　　　　　　　　　　長野県建設部施設課

・　公共建築改修工事標準仕様書（令和４年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

２．工事実績情報の登録

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Vo=　　　m/s）

地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　）

３．適用区分

４．電気保安技術者

５．施工条件明示事項 ・

６．発生材の処理等

　また、収集・運搬・中間処理・最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

・引渡しを要するもの 　　

・再生資源の利用を図るもの

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

 (1.4.1)

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 る。

７．環境への配慮 化学物質を放散させる建築材料等

1) 本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　 と共に、次の①から④を満たすものとする。

規制対象外

2) 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、次

　 の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

① 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　 発散建築材料以外の材料

② 建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③ 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④ 建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

 (1.1.4)

 (1.3.3)

 (1.3.5)

 (1.3.11)

※　適用する　　　　・　適用しない

・　風圧力

・　積雪荷重 　　

※　適用する　　　　・　適用しない

※　別紙解体工事仕様書による　　・　構外搬出適正処理　　・　現場説明書による

・　長野県建設リサイクル推進指針　　　　　　　　長野県建設部

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・土地・建設産業局建設業課

特記仕様書（構造）による

※図示による　　・　

塀の高さが2m以下　※120　　・　

　　　　　2m超え　※150　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・図示による　　・　

※10～20　　・　

・図示による　　・　

※15程度　　・　

※パネルの製造所の仕様　　・　

S 1

・　建築工事標準詳細図（令和４年版）　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

30
○

27

○

○
○
○ ○
○ ○

○

○
○

○ ○ ○

○

○
○

○

○

　　　　　　　　※　CADデータ（※　CD-R（３部）　　・　　　　　　　　　　）

※　保全に関する資料（２部）

内部:(　 )箇所

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 建物周囲

○

○

　　　　　　　　※　製本（原図の白焼き、見開きA3版（３部））

※　構外搬出適切処理　　現場説明書による

○
　　作成方法　　※　原図　　用紙　　（※白焼きA1　　　・　　　　　　　）

・アルバム

○ ○

○

0.05ppm 0.20ppm

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※特記仕様書１ NS

7,897.96 m2

増築

駒ケ根日中支援1号棟 増築 4.30 7.10

C

○

50○
○ ○ ○

A-01

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設

長野県駒ケ根市下平2901-7他

33.62 33.62

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



・X-2

Ｇ□率防水　　

高日射反射

Ｇ□
Ｇ□

・適用する

・適用する

　ﾙﾄｼｰﾄの

※改質ｱｽﾌｧ

　ﾙﾄｼｰﾄの

・改質ｱｽﾌｧ

率防水　　

高日射反射

使用量種類

仕上塗料

シート

防湿用
断熱材　 

(9.3.2、3)(表 9.3.1～3)

屋内防水

防水層の種別

種別 施工箇所
平場の保護モルタル塗厚

保護層

立上り部の保護モルタル塗厚

・ ※7mm以下

・
・S-C1

(9.4.2～4) (表9.4.1～3)防水層の種別

種別 施工箇所

・S-F1

・S-F2

・ ・※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・適用する

・適用する

・S-M1

・S-M2

・ ・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・適用する

・適用する

・SI-F1

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・ ・

・適用する

・SI-F2 ・適用する

・SI-M1

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

　ｼｰﾄの

　製造所の

　仕様

・適用する

・SI-M2 ・
・適用する

・

※発泡ﾎﾟﾘｴﾁ

　ﾚﾝｼｰﾄ

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

・設置する　　・設置しない

屋上排水溝

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

・適用しない

※標準仕様書 表9.3.1から表9.3.3による

※標準仕様書 表9.3.2及び表9.3.3による

・適用する（施工範囲　※図示による　　・　　　　　　）

※標準仕様書 表9.3.2及び表9.3.3による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

防水層の種別

屋根露出防水

種別 施工箇所

・AS-T1

・AS-T2

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・ASI-T1

・ASI-J1

・ ・

　製造所の

　仕様

　製造所の

　仕様

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

標準仕様書

9.3.2(3)(ｳ)

(種類)

・

(厚さ)(mm)

・

・設ける

 (改質ｱｽﾌｧﾙ

　ﾄｼｰﾄの

　製造所の

　仕様）

・設けない

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

・

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類

設置数量

・

・（　　　　　　）個

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

保護層

防水層の下地のモルタル塗り

防水層の下地の立上り

※コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種

防水層の種別

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類

設置数量

・

・（　　　　　　）個

種別 施工箇所

屋内防水

種別 施工箇所

・E-1 ・E-2

・設けない

・

・

E-1の工程3を行う部位

※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位

・

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

・設ける（※図示による　　・　　　　　　）

防水層の種別

屋根露出防水

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

※標準仕様書 表9.2.8による

※標準仕様書 表9.2.7及び表9.2.8による

種別 施工箇所 断熱材　 
仕上塗料

・D-1

・D-2

・DⅠ-1

種類 使用量

高日射反射率

防水　 

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝ

  ｸﾞ類の製造所

  の仕様

・

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝ

  ｸﾞ類の製造所

  の仕様

・適用する

・適用する

・適用する

　・

(種類)

(厚さ)(mm)

　・　
・適用する

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ（　　　　　　）mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

標準仕様書9.2.2(9)

・DⅠ-2

□Ｇ □Ｇ

２．改質アスファルト

　　シート防水

３．合成高分子系

　　ルーフィングシート

　　防水
可塑剤

移行防止
仕上塗料

種類 使用量

高日射反射

率防水　　
断熱材　 □Ｇ □Ｇｼｰﾄの材質

(ｴ)(b)

標仕9.4.2(3)

(種類)

・

・25mm

・　　

標仕9.4.2(3)

(ｴ)(a)

(種類)

・

・　25mm

(厚さ)

(厚さ)

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

※非歩行仕様

・軽歩行仕様 

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類

目地割

目地の種類

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度

・

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上とする場合の厚さ　　・　

絶縁用シートの材質　　※発泡ポリエチレンシート　　・　

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書 表9.4.1から表9.4.3による

固定金具の材質、形状及び寸法

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　両面に樹脂を積層加工したもの

・

・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

種 類 　

厚さ　・（　　　　　　）mm以上

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 

・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

・行う（・図示による　　・　　　　　　）

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

種類

設置数量

・

・（　　　　　　）個

・行わない

※ルーフィングシートの製造所の仕様

※ルーフィングシートの製造所の仕様

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3　）倍の風圧力に対応した工法

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

種別 施工箇所
仕上塗料

種類 使用量
保護層

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・X-1

・Y-1

※地下外壁

　防水

・

・Y-2
※屋内防水

・

・適用する

・適用しない

種類

設置数量

・

・（　　　　　　）個

※主材料の製造所の仕様

※主材料の製造所の仕様

防水層の種別 (9.5.3)(表 9.5.1、2)４．塗膜防水

（１～４についての保証） 防水工事施工者及び工事受注者連名の保証書（10年）を提出すること。

５．ケイ酸質系塗布防水

　　　　　施工箇所　　種別　　　　施工箇所　   　種別

防水層の種別

※ Ｃ－ＳＵＩ ・ Ｃ－ＳＵＰ

(9.6.4)(表9.6.1)防水層の下地

壁

天井部

※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)

・

※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)

・

下地処理

コンクリートの打継ぎ箇所の処理

・

・図示による

※打継ぎ部分に対し、幅30mm程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、水洗い清掃し、

　ケイ酸質系塗布防水材の製造所の仕様により、ポリマーセメントモルタルを充填する。 

標準仕様書9.6.4(2)の(ｲ)、(ｳ) 以外の下地処理

のシーリングは17章による。

(9.7.2、3、5)(表 9.7.1)

シーリング材の目地寸法

ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは11章に、カーテンウォール目地の場合

下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による。

・ 

・図示による

※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

接着性試験

※簡易接着性試験

・引張接着性試験

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

６．シーリング

仕上げを行わない施工箇所(・図示による　　・　　　　　　)

(10.1.3)
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石
工
事

石材の割付け　　※図示

粗面仕上の場合ののみ込み部分の仕上　　※図示　　・　

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　　・行う（適用場所　・すべて　　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

１．施工

２．石材等  (10.2.1、3)(表 10.2.1、2)天然石

取付け用モルタル

※専門工事業者の指定する製品

既調合の目地モルタル

※専門工事業者の指定する製品

石裏面処理材

※専門工事業者の指定する製品

裏打ち処理材

※専門工事業者の指定する製品

※専門工事業者の指定する製品

金物の固定に使用する充填材料等

施工箇所
厚さ

岩石の種類 備考
形状及び寸法

（mm） （mm）

表面仕上げの

種類

・床石 ・図示による

テラゾブロック

施工箇所
寸法種石の

種類

備考形状による

（mm）

表面仕上

げの種類

種石の

大きさ

（mm）
区分

仕上げ

面によ

る区分

※大理石

・花こう岩

※1.5～

　12

・

・平もの

・役もの

・片面

・両面

テラゾタイル

施工箇所
寸法による種石の

種類
備考

種石の大きさ 表面仕上げ

の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12

（mm） 区分

・

・300型

・400型

・

・

・

・

・

ジェットバーナー仕上げの場合のバフ仕上げの有無

・あり　　・なし 

その他の材料 

浸透性吸水防水剤 

※専門工事業者の指定する製品

・

ドレンパイプの材質

・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ 

・

(10.2.3)

 (10.2.2、3)(10.3.2、3)受金物

形状及び寸法

・

材質

・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm又は150mm

※ SUS304　　

３．外壁湿式工法

ドレインパイプの材質

・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

あと施工アンカーの材質、寸法等

一般目地　    

位置

シーリング材の種類

ドレンパイプ

石裏面処理

裏打ち処理

下地ごしらえ

・あと施工アンカー工法 

・流し筋工法  

伸縮調整目地　

目地　　　　　

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

・設ける(設置位置：図示による)　

・設けない

・適用する　　・適用しない

※あと施工アンカー・横筋流し工法

・適用する　　・適用しない

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

※シーリング材　　　　　(種類　　※標準仕様書 表9.7.1による　　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

・

目地寸法

・図示による

・図示による　　　

※標準仕様書 表9.7.1による　

※幅・深さとも10mm以上　

アンカーの材質及び寸法

寸法

材質

・

 (10.2.2)(10.4.2、3)受金物

形状及び寸法

材質

・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm又は150mm

・

４．内壁空積工法

アンカーの材質及び寸法

寸法

材質

石裏面処理

裏打ち処理

・適用する　　・適用しない

・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ

・あと施工アンカー工法 

伸縮調整目地　

一般目地　　　　　

※あと施工アンカー・横筋流し工法  

あと施工アンカーの材質、寸法等

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

・シーリング材　　　　　(種類　　※標準仕様書表9.7.1による　　・　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

位置

シーリング材の種類

・

目地寸法

・6m程度

・　　　

※標準仕様書 表9.7.1による　

・

 (10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)

（方式：  ・スライド方式　　・ロッキング方式）

・図示による

※標準仕様書 表10.2.4による

乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

アンカーの材質及び寸法

材質

５．外壁乾式工法

寸法

※標準仕様書 表9.7.1による

種類

シーリング材

・図示による

・適用する　　・適用しない

裏打ち処理

※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 

だぼ用の穴の位置

あと施工アンカーの材質、寸法等

目地幅及び深さ

※10mm以上

・

・図示

・

※図示による　　・　

※図示による　　・　

※押し目地　　・　

・図示による　　・　

・

※SS400　　・　

種類　・　

材質　・　

寸法　・　

※SUS304　　・　

※SS400　　・　

種類　・　

材質　・　

寸法　・　

※SS400　　・　

種類　・　

材質　・　

寸法　・　

○

巻き上げ巾木 SR-1

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号
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・

・

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

石裏面処理

(床石張り)

一般目地

浸透性吸収防水剤

(床石張り)　・適用する　　・適用しない 

(階段張り)　・適用する　　・適用しない 

裏打ち処理

(床石張り)　・適用する　　・適用しない 

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

・シーリング材

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

(種類　※標準仕様書表9.7.1による　　・　　　　　　)

・適用する　　・適用しない 

※幅・深さとも10mm以上　

※標準仕様書 表9.7.1による　

※標準仕様書 10.6.2(5)(a)による　　

・図示による

目地寸法

・

シーリング材の種類

位置

伸縮調整目地　

６．床及び階段の石張り

・図示による

(種類　※標準仕様書 表9.7.1による　　・　　　　　　)

・図示による　

※標準仕様書 表9.7.1による　

※標準仕様書 10.6.2(5)(a)による　　

・図示による

目地寸法

・

シーリング材の種類

位置

　　　　　　　　　　　　(目地幅及び深さ　・　　　　　　)

・シーリング材

・既調合の目地モルタル　(目地幅　・　　　　　　)

・目地モルタル　　　　　(目地幅　・　　　　　　)

一般目地

伸縮調整目地　

・

※標準仕様書10.2.2(1)(ｲ)による

・

※標準仕様書表10.2.3による

・

※標準仕様書表10.2.3による

・

※標準仕様書表10.2.3による

・乾式工法

・適用する　　・適用しない

・適用する　　・適用しない

石裏面処理

あと施工アンカーの材質、寸法

・図示による

※標準仕様書表10.2.4に準ずる

ファスナー

乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

（方式：・スライド方式　　・ロッキング方式）

引金物

材質

受金物

かすがい

寸法等

だぼ　

・湿式工法

取付け工法

特殊部位用金物

石材の裏面の補強用モルタル

乾式工法の場合の取付け代

(10.2.2) (10.7.2)７．笠木、甲板等の石張り

(10.6.2、3)

タ
イ
ル
工
事
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・図示による

・図示による

※標準仕様書 表11.1.1による　

目地寸法

(11.1.3)(表11.1.1)位置１．伸縮調整目地及び

　　ひび割れ誘発目地

・行う(範囲、仕様等は図示による)　　　　・行わない

・行う(施工箇所：　　　　　　　　　)　　・行わない　

試験張り

(11.1.4)見本焼き

吸水率による区分

無ゆう施ゆう

うわぐすり
備考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

耐凍害性

 箇所

 施工
種類

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類 り性無有

耐滑

無有Ｇ□適用  

再生材料の

特注

色 役物

標準

形状/寸法

(mm)

タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

(11.2.2、6)

２．見本焼き

　　試験施工

３．セメントモルタル

　　によるタイル張り

既調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

・MCR工法

※目荒し工法（高圧水洗処理）

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理 

既調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

・

・モザイクタイル張り 　

・改良圧着張り 　

・密着張り

・マスク張り　

内外装タイル

内装タイル以外のユニットタイル

壁タイル張りの工法 　

・行う　　・行わない

外装タイルの目地詰め

吸水率による区分

無ゆう施ゆう

うわぐすり
備考

・

・

・

・

・MCR工法

※変成シリコーン系シーリング材

※ポリウレタン系シーリング材

※ポリウレタン系シーリング材

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

耐凍害性

 箇所

 施工
種類

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類 り性無有

耐滑

無有Ｇ□適用  

再生材料の

特注

色 役物

標準

形状/寸法

(mm)

※目荒し工法（高圧水洗処理）

タイルの形状、寸法等

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理　

伸縮調整目地及びその他の目地

ひび割れ誘発目地

打継ぎ目地

目地のシーリング材

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

(11.3.2～5)４．有機系接着剤による

　　タイル張り

木
工
事
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(12.2.1)１．施工一般

※F☆☆☆☆又は標準仕様書 12.2.1(1)(ｳ)(b)による

材料のホルムアルデヒド放散量

木材の品質

・標仕12.2.1による　　・信州木材認証製品又は同等品　　・市販品

(表12.2.2)

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

・

・

・

の適用

間伐材等
施工箇所

・JAS 1083（製材）以外の製材

・

・

・

の適用
保存処理

間伐材等
施工箇所

以外

見え掛り面

見え掛り面

・

・

・

の適用
保存処理

間伐材等

・

・

・

の適用
保存処理

間伐材等

(12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)Ｇ□
・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材

２．製材

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

・

※小節以上

・

※上小節

・

※2級

・

※2級

・

※2級

施工箇所
寸法

（mm）
等級 含水率

施工箇所
寸法

（mm）
等級 含水率

樹種

樹種

※10％以下

※10％以下

※10％以下

・A種　・B種　・　

・A種　・B種　・　

・A種　・B種　・　・

※1等

・

※1等

・

※1等

寸法

（mm）

・適用しない
造作材の場合

・適用する

（※A種 ・B種）

（　　　　）

・適用しない
造作材の場合

・適用する

（※A種 ・B種）

（　　　　）

・適用しない
造作材の場合

・適用する

（※A種 ・B種）

（　　　　）

材面の品質

※A種 ・B種

・　

※A種 ・B種

・　

※A種 ・B種

・　

含水率

含水率
寸法

（mm）

樹種

樹種

樹種

品名
材面

見付け

・2等

※1等

・2等

※1等

・2等

芯材：

化粧薄板：
・

芯材：

化粧薄板：
・

芯材：

化粧薄板：

厚さ（mm）

化粧薄板の

面の品質

※1等

見付け材

・

の適用（mm）

間伐材等寸法
材種名施工箇所

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

品名 見付け材面

※1等 ・2等

※1等 ・2等

・

・

※1等 ・2等 ・

の適用（mm）
見付け材面の品質

間伐材等寸法
樹種名施工箇所

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 (12.2.1)

・適用しない

・適用する

防虫処理

・1類　・2類

・適用しない

・適用する

防虫処理

化粧加工の方法単板の樹種名
（mm）

厚さ
接着の程度

Ｇ□

施工箇所

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

（mm）

厚さ

・1類　・2類

接着の程度化粧板に使用する単板の樹種名

Ｇ□

施工箇所

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

・適用しない

・適用する

・

・

・

・特類　・1類　

防虫処理接着の程度単板の樹種名
（mm）

Ｇ□

・

・

・

の適用

間伐材等厚さ
施工箇所

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

程度

接着の

（mm） 処理

防虫

等級

（　　）

　しない

・適用

　する

・適用

　しない

・適用

　する

・適用

・

※12

・

※C-D以上

・特類

※1類

・1級

※2級以上

Ｇ□・「合板の日本農林規格」による構造用合板

厚さ

品質

板面の

樹種名

・

の適用

強度単板の 間伐材等
等級施工箇所

・2類

※1類

・

Ｇ□・「合板の日本農林規格」による普通合板

板面の品質
程度

接着の

樹種名

※5.5

・

・

※C-D以上

針葉樹

・1等

※2等以上

広葉樹

（mm）

・適用しない
・

・適用する

の適用
防虫処理

単板の 間伐材等厚さ
施工箇所

(12.2.1)

寸法

（mm）
樹種名

（使用環境）

接着性能
種別強度等級

Ｇ□

・

・

・

の適用

間伐材等
品名施工箇所

・JAS 3079 に基づく直交集成板

・

※14％以下

・

※14％以下

・

※14％以下

含水率

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・

・

（mm）

寸法

・適用しない
・

・適用する

の適用
防虫処理表面の品質

間伐材等
施工箇所

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・

・

（mm）

寸法
品名

・適用しない
・

・適用する

の適用
防虫処理表面の品質

間伐材等
施工箇所

・JAS 0701 に基づく造作用単板積層材 (12.2.1)

厚さ（mm）

化粧薄板の

面の品質

見付け材

・

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

含水率

芯材：

化粧薄板：
・

芯材：

化粧薄板：
・

芯材：

化粧薄板：
・

の適用（mm）

間伐材等寸法
材種名施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

・

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

含水率

・

・

見付け材面の品質

・

の適用（mm）

間伐材等寸法
材種名施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

３．造作用集成材 Ｇ□

４．造作用単板積層材 Ｇ□

５．合板等

(12.2.2、3)

・　　　　　　　（形状：　　　　寸法：　　材質：　　　　）

（標準仕様書 表12.2.3～5に示す程度の市販品　表14.2.2のF種程度）

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

諸金物

・釘頭現し

・つぶし頭釘打ち

(12.2.2)

・釘頭埋め木

※隠し釘打ち

造作材の化粧面の釘打ち

よる区分

難燃性に

よる区分

接着剤に

よる区分

曲げ強さに

による区分（mm）

厚さ 表裏面の状態

Ｇ□

施工箇所

・MDF

寸法（mm）施工箇所

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

※15

・

※P又はM

・

※13タイプ

・

（mm）

厚さ

よる区分

難燃性に

よる区分よる区分よる区分

耐水性に曲げ強さに表裏面の状態に

Ｇ□

施工箇所

・パーティクルボード

・合板等の加圧注入処理の適用

・

※JIS K 1571に適合又は同等品

薬剤の種類

・

・

※薬剤の製造所の仕様による

処理の方法適用部材

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

・K2　　・K3　　・K4

保存処理性能区分適用部材

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理 (12.3.1、2)

接着剤のホルムアルデヒドの放散量

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

６．接合具等

７．接着剤

屋
根
及
び
と
い
工
事
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(12.7.1)・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

(12.6.1)・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

(12.5.1)・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

・床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　 床組み

(12.4.1)・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

８．防腐・防蟻処理

９．内部間仕切軸組及び

10．窓、出入口その他

11．床板張り

12．壁及び天井下地

１．長尺金属板葺

着色 ・有

・

・5類（AZ150）

・

・0.5

・0.4

・

　屋根用 

・設置しない

・つかみ込み納め　　・けらば包み納め 

横葺きの場合のけらば納め

・アスファルトルーフィング 940　

※JIS G 3322 の

・横葺

・蟻掛葺

・立て平葺 

・心木なし瓦棒葺

備考
（mm）

厚さ

っき付着量

塗膜の耐久性の種類、め
屋根葺形式板及びｺｲﾙの種類施工箇所

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

工法 

雪止め

 (・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

下葺材料

(13.2.2、3)

※SUS304　　・　

種類　・　

材質　・　

寸法　・　

※70mm程度　　・　

・

・

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※杉又は松　　・　

※杉又は松　　・　

※ひのき　　・　

※杉又は松　　・　

玄関 磁器

○

○

○

○
・　○

○ ○

米ツガ

○

○

収納棚
米ツガ

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NS特記仕様書３

米ツガ

A-03西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



・可とう形外装薄塗材Ｅ

２．折板葺

材料

(13.2.2)(13.3.2,)(表 13.2.1)

施工箇所 形式

山高、山ﾋﾟｯﾁ
耐火耐力に 軒先厚さ

（mm）
による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ
よる区分

材料に

よる区分

・重ね形

・はぜ締め形

・かな合形

・

(　　　)種

※鋼板製 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　合金板製 

・有り ・30分

・無し ・無し

・ ・

鋼板の種類

面戸板 性能

（※JIS G 3322の屋根用（着色　・有　　・　　　）

断熱材張り

・行わない

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

折板のけらば納め

塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5類(AZ150)　　・　　　　　）

・行う　（断熱材の種別：　　　　　　厚さ(mm)：　　　　　　防火性能：　　　　　　）

耐雪性能に対応した工法の適用 

・適用する　　・適用しない

雪止め

・設置しない

・設置する　（形状及び施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）

コイルの種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

（１及び２について

　の保証）

※長野県板金工業組合認定の施工図により施工したものは、同組合及び工事受注者連名の保

　証書（10年）を提出すること。また、当該組合認定以外の施工図により施工したものは、

　メーカー、屋根施工業者及び工事受注者連名の保証書（10年）を提出すること。

(13.4.2、3)

瓦桟木

寸法

材質

※幅40×高さ30(mm)

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

瓦桟木の留付け工法

・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟 

JISA5208に基づく凍害試験等

・行う　　・行わない

棟補強等に使用する金物等

材質

形状、寸法及び留付け方法

施工箇所 製法に

よる区分

形状に

よる区分

寸法に

よる区分

種類

産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

材質

棟補強用心材

・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

棟の工法

・のし積み棟

※幅21×高さ15(mm)以上

・

寸法

・

・ステンレス製

桟瓦の防災瓦の使用　・適用する　　・適用しない 

風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等

・

・モルタル　　・瓦葺き用しっくい 

面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

種類（　　　　　　）　径（　　　　　　）　長さ（　　　　　　）　

瓦緊結用釘及びねじ

３．粘土瓦葺

(13.5.2、3)(表 13.5.4)

・配管用鋼管

といその他の材種

とい受金物

材種

形状

※市販品（とい径 100 以下）

取付け間隔

足金物

材種

形状

取付け間隔

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

※標準仕様書 表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの）

・

・25×4.5(㎜)以上（とい径 100 を超えるもの）

・

※標準仕様書表13.5.2による

・

※標準仕様書 表13.5.2による　(溶融亜鉛めっきを行ったもの)

・

※標準仕様書 表13.5.2による

・

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類）

４．とい

鋼管製といの防露巻き

防露材のホルムアルデヒド放散量

多雪地域

・適用する　　・適用しない

※標準仕様書 表13.5.4による

・

ルーフドレンの種類及び呼び 

種別 呼び 施工箇所

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・バルコニー用

・バルコニー中継用

・ろく屋根用横形Ⅰ型

※ねじ込み式

※ねじ込み式※ねじ込み式

・ねじ込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・差し込み式 ・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・50　　・75　　・100

・50　　・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

・125 　・150

・80　　・100

(14.2.2)(表 14.2.2)

(14.2.1)(表 14.2.1)

陽極酸化皮膜の着色方法

種類 色合い等
施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

※二次電解着色

・三次電解着色

表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

・ 溶融亜鉛めっき

種別

・A種

・B種

・C種

・ 電気亜鉛めっき

・D種

・E種

・F種

14

金
属
工
事

・AB-2種

・AB-1種

・AC-2種

・AC-1種

・BA-1種

・BA-2種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

・C種

・AB-1種

色合い等（シルバー、アンバー、ブロンズ、ブラック系、ステンカラー、特注色（　　））

１．アルミニウム及び

　　アルミニウム合金の

　　表面処理

２．鉄鋼の亜鉛めっき

野縁等の種類 (14.4.2～4)(表14.4.1)

屋外の形式及び寸法

屋外

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

(補強方法　※図示による　　・                       )

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

(補強方法　※図示による　　・                       )

(補強箇所　・図示による　　・                       )

(補強方法　※図示による　　・                       )

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 

(補強方法　※標仕14.4.4(8)(ｱ)(ｲ)による　　・図示による   )

３．軽量鉄骨天井下地

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

(14.5.3、4)(表 14.5.1)スタッド、ランナの種類 

※標準仕様書 表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※標準仕様書14.5.4.(5)による

・図示による 

・ 

４．軽量鉄骨壁下地

(14.6.2、3)(表 14.2.1)

取付け用下地

伸縮調整継手

種別 製法 形状
板幅 板厚

（mm） （mm）

表面処理

種別 色合い等

・アルミ

　ニウム

・押出し

・ロール
ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

・プレス

・
パネル形

※標準仕様書14.4による

・図示による 

・設ける

・設けない 

（施工箇所　・図示による　　・　　　　　　）　

屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

５．金属成形板張り

・ アルミニウム製笠木 　(14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)種類　

色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　） 

・250形　　・300形　　・350形　

種別（　　　　　　）種　

表面処理

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

(15.3.2、5)

既製目地材

・設けない 

モルタル

床の目地

　目地割り

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材
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・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法

種類（呼び名）

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｗ

・内装薄塗材Ｅ

防火材料

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

・防水形複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・複層塗材ＲＥ

仕上げの形状及び工法等防火材料

   

   

   

   

   

   

   

   

・複層仕上塗材

防火材料

   

   

・軽量骨材仕上塗材

種類（呼び名）

種類（呼び名）

・さざ波状

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り） 

・平たん状 

・砂壁状じゅらく

 　吸放湿性　　・適用する　・適用しない 　

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・砂壁状

・京壁状じゅらく 

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材E

・吹放し　　　・凸部処理　・平たん状 

・凹凸状　　　・ひき起こし　・かき落とし  　

　 吸放湿性　　・適用する　・適用しない 　

   上塗材　　　・適用する　・適用しない 

防火材料

   

   

   

   

   

   

   

   

仕上げの形状

 　仕上げの形状及び工法

 　仕上げの形状及び工法

・ ゆず肌状　・ 凸部処理　  ・ 凹凸状

上塗材の種類 

耐候性　　　※ 耐侯形３種　・ 　　

  溶　媒　　※ 水系　　　・ 溶剤系  　・ 弱溶剤系

  樹　脂　　※ アクリル系　・ 　　

  外　観　　※ つやあり  ・ つやなし　・ メタリック

 　仕上げの形状及び工法

屋外のタイル張り下地及び屋内の吹抜け部分等のタイル張りの下地モルタル塗り及び

・設けない 

・適用する　　・適用しない 

防水剤（品質・性能、試験方法は別表による）

　目地の種類

 (15.6.2)

※F☆☆☆☆     ・　

内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 

・

※押し目地

・

・

下地調整塗材塗りの接着力試験

仕上塗材の種類

(15.2.5)

種類（・GB-R　　・GB-L　　・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

種類（・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

木質系セメント板の種類及び厚さ

１．モルタル塗り

２．せっこうボード 

　　その他のボード下地

３．仕上塗材仕上げ

・A種　　・B種

(15.7.2)

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

仕上げ吹付け厚さ

(15.12.2、3)

種別

※F☆☆☆☆　　　

※F☆☆☆☆

・図示による

・25㎜

・

・

・

４．マスチック塗材塗り

５．ロックウール吹付け

結露水の処理方法

水切り板、ぜん板　　

工法

・水貯め式　　・排水式

・BC-1　　・BC-2　　（標準仕様書表14.2.1）

着色

・標準色　　・特注色

木下地の場合の内付け建具

　・適用しない　　・適用する  

(16.2.3)

種類 材質 線径 網目

・防虫網

※合成樹脂製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製  

※0.25mm以上

・

※16～18メッシュ 

・

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

５．網戸等

しっくい

・既調合材料

(15.10.2～4)

色しっくい　・適用する　　・適用しない

下地

・せっこうボード　　・せっこうラスボード　　・モルタル塗り　　・木ずり　　 

・現場調合材料

・こまい　　・下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合

・

既調合しっくいの調合

・せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　

・モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2　　

・せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　 

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

・木ずり下地　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3　

・せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

・なで切り仕上げ　　・パターン仕上げ

６．しっくい塗り

(16.1.4)

(16.1.6)

建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　

            　　　　　　・行わない

建具見本製作の目的等　　・ 　

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　

　　　          　　　　・行わない 

・適用する（・建具表による　　・　　　　　　）

(16.1.3)・建具表による
16

建
具
工
事

・

・適用しない

１．防火戸

２．見本の製作等

３．防犯建物部品

外部に面する建具の種別　

遮音性の等級（　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

□Ｇ

性能値等

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧性の等級（・　　　　　　）

気密性の等級（・　　　　　　）

水密性の等級（・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

(16.2.2～5) (表14.2.1)（表16.2.1、2)

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

A-3

気密性

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種　別

S-4

耐風圧性

・ 70

枠見込み(mm)水密性

・ 100

※ 図示による

施工箇所

・Ｄ種

・Ｅ種

・

A-4

W-4

W-5 ・

・

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

A-3 W-3

S-5

S-6

S-2

S-3

４．アルミニウム製建具

外部に面する建具　 　

ステンレス鋼板

材料

形状及び仕上げ

表面処理 

種別

・BB-1　　・BB-2　　（標準仕様書表14.2.1）

着色

・標準色　　・特注色

ステンレス製のくつずりの仕上げ

屋内の建具

種別

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

耐震ドアセット

面内変形追随性の等級（　　　　　　）

※けらば包みによる方法　・　

※杉　　・　

※杉　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

※市販品　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

野縁受け、つりボルト及びインサートの間隔　・図示による　　・　

周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　　・図示による　　・　

野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　・図示による　　・　

※図示による　　・　

・ 

※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

※HL　　・　

　※図示による　　・　

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○ ○

○

○

H-2
○外壁ｱﾙﾐｻｯｼ○

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NS特記仕様書４

○

○ ○○

○

○ ○
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○

○

○

○

○
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性能値等

耐風圧性の等級（　　　　　　）

気密性の等級　（　　　　　　）

水密性の等級　（　　　　　　）

(16.2.5) (16.3.2～5)（表16.3.1～3)

外部に面する建具の種別　

遮音性の等級（・T-1　　・T-2 ）

断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6　　・H-7　　・H-8  ）

□Ｇ

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

気密性

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種　別 耐風圧性

・ 

枠見込み(mm)水密性

・

※ 図示による

施工箇所

・Ｄ種

・Ｅ種

・

A-4 ・

・

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

W-3

S-4

S-5

S-6

S-2

S-3

W-4

W-5

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

耐震ドアセット

面内変形追随性の等級（　　　　　　）

外部 に面する建具の日射熱取得性の等級　

枠の見込み寸法　・建具表による　　・　　　　

６．樹脂製建具

材料

ガラス

※複層ガラス

形状及び仕上げ

表面色　・標準色　　・特注色

工法

木下地の場合の内付け建具　・適用しない　　・適用する 

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

（組合せは建具表による）

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

材料

ステンレス鋼板

鋼板類の厚さ

形状及び仕上げ

※標準仕様書 表16.4.2による

ステンレス製のくつずりの仕上げ

簡易気密型ドアセット

性能値等

防音ドア・防音サッシ

・適用しない 

遮音性の等級（・　　　　　　）

(16.2.2) (16.4.2～4)（16.4.6） (表16.4.2)

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

□Ｇ
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

外部に面する建具の耐風圧性

耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・　　　　　　使用箇所（　　　　　　）

              材料      めっき付着量

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5％アルミニ

※Z12又はF12　

　ウム合金めっき鋼板）

※ Y0 8　

鋼板

標準型鋼製建具の形式及び寸法 

７．鋼製建具

(16.2.2) (16.5.2～4)(16.5.6)(表16.5.1)

材料

鋼板類の厚さ（mm）

性能値等

簡易気密型ドアセット

・適用しない 

・亜鉛めっき鋼板

※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

※標準仕様書 表16.5.1による　 

ステンレス鋼板

・

形状及び仕上げ

・　　　　　　使用箇所（　　　　　　）

鋼板

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

□Ｇ
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・ビニル被覆鋼板

・カラー鋼板

・ステンレス鋼板

ステンレス製のくつずりの仕上げ

標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法

召合せ、縦小口包み板の材質　※鋼板　　・　

８．鋼製軽量建具

９．ステンレス製建具 (16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)性能値等

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工

簡易気密型ドアセット

ステンレス鋼板　

※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

材料

工法

・適用しない 

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　）

□Ｇ
（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

・

形状及び仕上げ

ステンレス製のくつずりの仕上げ

・

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性

耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

(16.7.2～4)建具材の加工、組立時の含水率

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※F☆☆☆☆　　・　　

・フラッシュ戸 

表面材の合板の種類 

□Ｇ

表面板の厚さ

・かまち戸 

かまち樹種（　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　） 　　

・ふすま 

上張り（押入等の裏側以外）

縁仕上げ 

張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型） 　　

・紙張り障子 　

枠、くつずりの材料

合板の種類 規格等 備考

表面の樹種

　・

板面の品質

接着の程度（・1類　　・2類 ）

樹種名（　　　　　　） 

接着の程度（・1類　　・2類 ） 

化粧加工の方法 

※プリント

接着の程度（・1類　　・2類 ）

・普通合板

□Ｇ・天然木 化粧合板 

□Ｇ・特殊加工 化粧合板 

・鳥の子

・新鳥の子又はビニル紙程度  

・塗り縁

・生地縁（素地）

・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

・戸ぶすま 　

表面材のホルムアルデヒド放散量等

・ポリエステル化粧合板

・メラミン化粧合板

・

・MDF □Ｇ

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用 

・適用しない　　・適用する

表面板の仕上　・建具表による 

（※広葉樹1等　　・　　　　　　） 

10．木製建具

※A種　　・B種

(16.8.2、3)(表16.8.1～5)金物の種類及び見え掛り部の材質等 

※標準仕様書 表16.8.1により適用は建具表による

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・建具表による

※標準仕様書 表16.8.2による

・建具表による

※標準仕様書 表16.8.3による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・建具表による

※標準仕様書 表16.8.4による

木製建具に使用する戸車及びレール

・建具表による

※標準仕様書 表16.8.5による

・建具表による

クローザ類（品質・性能、試験方法は別表による）

シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠（品質・性能、試験方法は別表による）

・

・

11．建具用金物

(16.8.4)

・製作する　　・製作しない

鍵箱

鍵の製作本数

マスターキー12．鍵

性能値等　  (16.10.3)（表16.10.1）

手動開き力　　　（　　　　　　　　　　　　）

手動閉じ力　　　（　　　　　　　　　　　　）

閉じ速度の調整　（　　　　　　　　　　　　）

制動区間　　　　（　　　　　　　　　　　　）

開閉繰返し　　　（　　　　　　　　　　　　）

耐衝撃性　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・以下による

※標準仕様書表16.10.1

※有り　　・無し 

(防錆　・適用する　　・適用しない)

(防錆　・適用する　　・適用しない) 

・建具表による　　・ 

戸の開閉方式　

※標準仕様書 表16.9.2

・以下による

※標準仕様書 表16.9.1

・以下による

(16.9.2、3)

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

性能値

・引き戸用駆動装置

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　種類・開閉方式　　　（　　　　　　　　　　　　）

性能値

性能値　　　　

　防滴　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・引き戸用検出装置

引き戸用検出装置の種類　　標準仕様書 表16.9.4

凍結防止措置

・以下による

※標準仕様書表16.9.3

・行う　　・行わない

タッチスイッチの種類 

・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ

車椅子使用者用便房スイッチの種類

・大形押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

(防錆　・適用する　　・適用しない)

13．自動ドア開閉装置

14．自閉式上吊り引戸

　　装置

開閉方式の種類

管理用シャッターのシャッターケース

・屋内用防火シャッター

・防煙シャッター

・外壁用防火シャッター

・管理用シャッター

シャッターの種類 　(16.11.2、3)

スラット及びシャッターケース用鋼板 　

鋼板の種類

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 　

めっきの付着量

開閉方式の種類

耐風圧強度（　　　　　　）pa

スラットの材質の種類 

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

(16.12.2～4)

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

　めっきの付着量（※AZ90　　・　　　　　　） 

　めっきの付着量（※Z06又はF06　　・　　　　　　） 　

スラットの形状

安全装置 

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置 

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

安全装置

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

ボックス類のふたの材質

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

※電動式（手動併用）　　・手動式 

・設ける　　・設けない

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

※Z12又はF12

・

・

※手動式

・電動式（手動併用） 

電動シャッターの障害物感知装置

・インターロッキング形

・オーバーラッピング形 

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　　　）pa 

電動式シャッターの障害物感知装置

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

15．重量シャッター

16．軽量シャッター

17．オーバーヘッドドア (16.13.2、3)

セクション材料
風圧力に

開閉方式 収納形式
ガイドレールの材料

による区分
よる強さ

による区分 による区分

・50
※バランス式

・スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板
※スチールタイプ

・75
・チェーン式

・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板
・アルミニウムタイプ

・100
・電動式

・ハイリフト形
・ファイバーグラスタイプ

・125 ・バーチカル形

の区分

18．ガラス

ガラスの留め材及び溝の大きさ

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

(16.14.2)(9.7)

建具の種類 ガラス留め材の種別 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 ・図示による

・グレイジングチャンネル ※建具製造所の仕様による 

・

・シーリング材 

アルミニウム製

・

・シーリング材 

・

・グレイジングチャンネル

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

・

・

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・

(16.14.5)

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

材質

寸法

形状

力骨　

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

19．ガラスブロック積み

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

建具表及び図面による。

・合わせガラス

・複層ガラス

・熱線吸収板ガラス

合わせガラスの合計厚さ

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに

形状による種類 ・平面合わせガラス ・曲面合わせガラス

ショットバック衝撃特性による種類

落球衝撃はく離特性及び
・Ⅰ類 ・Ⅱ-１類 ・Ⅱ-２類 ・Ⅲ類

・強化ガラス

による名称

形状による種類、材料板ガラスの種類

ショットバック衝撃特性による種類

破片の状態及び
・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・１種　　・２種

板ガラスの種類及び厚さによる種類

並びに複層ガラスの厚さ

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ

断熱性による区分

日射取得性及び日射遮蔽性による区分

乾燥気体の種類

・Ｇ　　・Ｓ

・空気　・アルゴン

・Ｔ１・Ｔ２・Ｔ３・Ｔ４・Ｔ５・Ｔ６

性能による種類

・網入板ガラス

厚さの呼びによる種類

網又は線の形状、板の表面の状態及び

・型板ガラス

型板ガラスの厚さによる種類

・フロート板ガラス

による種類

フロート板ガラスの品種及び厚さの呼び

適用は以下によるほか、ガラスの種類、厚さの組み合わせは (9.7)(16.14.2～4)

(図16.14.1) 

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

耐久性による区分

日射熱遮へい性による区分 ・１種　　・２種　　・３種

・Ａ種　　・Ｂ種
(日射熱遮蔽性が２種の場合)

反射被覆面　　・内面　　・外面

映像調整　　　・行わない　　・行う

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

※HL　　・　

水切り板、ぜん板　※図示による　　・　

※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

※HL　　・　

※建具表による　　・　

※HL　　・　

※建具表による　　・　

※HL　　・　

※HL　　・鏡面仕上げ　　・　

※普通曲げ　　・角出し曲げ 　　・　

※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による　　・　

※表16.7.6による　　・　

見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・　

見込み寸法　※19.5mm　　・建具表による　　・　

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　

・建具表による　　・　

※各室3本1組（室名札付き）　　・　

・建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　・　

※図示による　　・　

※ステンレス鋼(SUS304)　　・　

※径5.5mm　　・　

※はしご形状複筋及び単筋　　・　

○

○

建具表による

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NS特記仕様書５ A-05西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



材質

寸法

形状

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔 

目地部の横力骨の納まり　

金属製化粧カバー　

※ガラスブロック製造所の仕様による　

・図示による

・

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・

17

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

１．取付け形態、性能等 取付け形態による分類 (17.1.3) 

性能

耐風圧性

1章 適用区分による風圧力（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

・層間方式

・柱・梁方式

・方立方式

・スパンドレル方式

・

水密性 気密性 遮音性 断熱性 耐火性 耐温度差性(℃)

・80

・70

・60

・30分

・1時間

支点間距離(h) 耐風圧性能

・たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること
4m以下

・

4mを超える ・

部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に有害な歪みが起こらないこと。

性能の確認方法及び判定方法 

※性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける　　

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による　　

シーリング材

下表以外は標準仕様書表 9.7.1 による

ガラスガラス

被着体の組合せ

石、タイル

ガラス

シーリング材の種別

主成分による区分記　号

カーテンウォール板間目地

構造用ガスケット

  ・適用する　（施工箇所　・図示　・　　　　　　） 　　　

    　材質　・クロロプレン系　・EPDM系　・シリコーン系

 　 　形状　・H型　・Y型　・C型 　　　

    　寸法(mm)　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　） 　

  ・適用しない 

断熱材　 

  種類（　　　　　　　　　　　） 　

  厚さ(mm)（　　　） 　

  施工箇所　・図示　・ 

金属

      施工部位

・ファスナー部

          種別

・パネル目地部

              規格帯

・層間ふさぎ

耐火材料

・取付けブラケット

(17.2.2、3、5、6)金属系材料の種類

・アルミニウム材

・鋼材

・ステンレス鋼材

シーリング材の種類（目地等）

ガラスの取付け材料

・シーリング

　種類（・SR-2   　・SR-1）

・構造ガスケット

　形状、寸法等　※図示による

断熱材

種類及び範囲　※図示による

□Ｇ

形状及び仕上げ

製品の寸法許容差

※標準仕様書表17.2.1による

・

見え掛かり部の仕上げ

（アルミニウム材の場合）

　規格等　標準仕様書16.2.3による

　種別　・　　　　　　（標準仕様書表14.2.1）

　着色　・標準色　　・特注色　

（鋼材及びステンレス鋼材の場合）

・

ガラス溝の寸法、形状等

※カーテンウォールの製造所の仕様

２．メタルカーテン

　　ウォール

取付け

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

目地の幅

鉛直方向

目地の心の通り

各階の基準墨から各部位までの距離

目地両側の段差

水平方向

耐火処理

適用部位、材料等　※図示による

ガラスの取付け材料

ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法 

耐火処理

断熱材　　　種類（　　　　　　）　□Ｇ
適用部位、材料等　※図示による

種類及び範囲　※図示による

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)材料

コンクリート

品質

気乾単位容積質量

単位水量の最大値

鉄筋

補強鉄線

径(mm)　　・3.2　　・4.0　　・5.0　　・6.0

網目寸法　・　　　

種類

シーリング材の種類（目地等）

・

ガラスの取付け材料

・構造ガスケット　

（・普通コンクリート　　・軽量コンクリート1種　　・　　　　　　）　

３．PCカーテンウォール

設計基準強度(Fc) 　　※30N/mm2　・　

・普通コンクリートの場合　2.1t/m3 ～ 2.5t/m3以下

・軽量コンクリートの場合  1.8t/m3 ～ 2.1t/m3

※185kg/m3　　・　

スランプ　    　　 ※12cm　　　・　

先付けの材料

・表面仕上材

・セラミックタイル

・石材

・建具枠

・ゴンドラ用ガイドレール

形状及び仕上げ

製品の見え掛り部の寸法許容差

辺長

PCカーテンウォールの仕上げ

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

対角線長の差

版厚

開口部内法寸法

ねじれ、反り

曲がり

面の凸凹

先付け金物の位置

・

・図示による

ガラスの取付け方法 

・ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水機能の設置

　及びガラスの封着処理の強化を行う 

取付け

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

鉛直方向

水平方向

目地の幅

目地両側の段差

各階の基準墨から各部位までの距離

躯体付け金物の取付位置の寸法許容差

目地心の通り

製作

PC版の配筋 　※図示による

※h=-1～+2、W1及びW2=±1 

・図示による　　

18

塗
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事
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事

・カット、ループ併用 ・
・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 ・適用しない

防火材料

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

・以下の箇所を除き防火材料とする。

(18.1.3)

（箇所：　　　　　　） 

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

１．材料

２．塗装業者（保　証） ・日本塗装工業会の会員　　　・監督職員の承諾する業者

※塗装業者、工事受注者連名の保証書（３年）を提出すること。

(18.2.2～7)

下地面等 種別

木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

※A種　・B種

鉄鋼面

モルタル面及びせっこうプラスター面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種　

※B種　・A種

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※B種　・A種

※B種　・A種　

※A種　・B種

※B種　・A種

鉄鋼面（DPのみ） ※B種　・A種　・C種

コンクリート面（DPのみ） ※A種　・B種　

（DP以外 ）

３．素地ごしらえ

(18.3.2、3)

下地面 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの工程

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

SOP A種
見え掛り：A種

塗料の種別

見え隠れ：B種

DP C種及びD種

EP-G ・A種　　※B種　

表18.3.4

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

SOP

DP

EP-G

※A種　　・B種
鋼製建具等：A種

上記以外：B種

B種

C種
鋼製建具等：C種

上記以外：B種

表18.3.6

(18.4.1～18.12.2)

高日射反射率塗装    を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする。

塗装 種別 塗料の種類

高日射反

射率塗料

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

・適用する

・適用する

・合成樹脂調合ペイント

　塗り(SOP) 

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種 　　 －

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) ※B種　・A種 　　 －

・耐候性塗料塗り(DP)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

　　 －

　　 －

・A種　・B種

・C種

上塗り塗料の

等級(　 )級
・適用する

上塗り塗料の

等級(　 )級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

ﾓﾙﾀﾙ面

  ションペイント塗り

・つや有合成樹脂エマル

  (EP-G)

屋内の木部

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

　　 －

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ステイン塗り 

※B種　・A種

※B種　・A種

・ピグメント

・オイルステイ

※B種　・A種・木材保護塗料塗り(WP)

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

□Ｇ

□Ｇ

　ン塗り(OS)

　ステイン塗り

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 

・適用しない

・適用する

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤)

・適用しない

オイルステン塗りの工程等 

※製造所の仕様による

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 － 　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量  (19.2.2)

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする。

１．接着剤

種類の記号

(19.2.2、3)

接合部の処理

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　）

※2.0

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

色柄 厚さ（mm） 備考施工箇所

３．ビニル床シート□Ｇ

標準仕様書19.2.3(1)～(3)以外の下地の工法  (19.2.3)２．下地の工法

(19.2.2)

・無地

・柄物

・ FT

・ FOA

※ KT

・ FOB

・ TT

(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

４．ビニル床タイル□Ｇ

・300×300

・450×450

・500×500

・

※2.0

・2.5

・3.0

・

備考厚さ（mm）色柄種類の記号 寸法（mm） 施工箇所

(19.2.2)

シート種別 厚さ、寸法、形状 性能 種類

・帯電防止床シート (mm)

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

(mm)

(mm)

(mm)

(mm)

×

×

視覚障害者誘導

ブロック等の突

起の形状・寸法

及びその配列は

JIS T 9251によ

る

(mm)

５．特殊機能床材

材質の種類 (19.2.2)

高さ(mm)

厚さ(mm)

・軟質　　・硬質 

※60　　・75　　・100

６．ビニル幅木

(19.2.2)

色柄（　　　　　　） 

厚さ(mm) 

寸法(mm)（　　　×　　　）

種類

・単層品　　・積層品　

・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0 

７．ゴム床タイル　

・ 織じゅうたん

帯電性

(19.3.2、3)(表19.3.1)(表19.3.2) 

・タフテッドカーペット

色柄

パイル糸の種類等

※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

・

織じゅうたんの接合方法

下敷き材

・適用する　　・適用しない  

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット 

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

・

※ヒートボンド工法

・つづり縫い

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

・

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性

・カットパイル

・ループパイル

・5～7　・ 

・4～6　・ 
・全面接着工法 ・適用する

※模様のない無地　　・柄物（標準品）　

・タイルカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

・

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法（mm） 総厚さ（mm）

※ループパイル
※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・カットパイル

・カット・ループ併用

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

・

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

備考

・レベルループパイル ・4　　 ・　

・ニードルパンチカーペット

　厚さ（mm）（　　）　帯電性　　・適用する（性能：※人体帯電圧3kv以下　　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　備考（　　　　　　）

タイルカーペットの敷き方

階段部分

見切り、押え金物　

材質（　　　　　　）

種類（　　　　　　）

形状等

平場

※市松敷き

・模様流し

・

※模様流し

・市松敷き

・

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

・タイルカーペット

８．カーペット敷き□Ｇ

・ステンレス製　　・アルミニウム製 　　・　

※図示による　　・　

※図示による　　・　

・図示による　　・　

種類及び寸法等　※図示による　　・　

※±10mm　　・　

※±25mm　　・　

※±3㎜　　・　

※0～2㎜　　・　

※0～2㎜　　・　

※±3㎜　　・　

※4辺支持　　・　

種類の記号　　※SD295　　・　

種類及び寸法等　※図示による　　・　

　形状、寸法等　・図示による　

※±3㎜　　・　

※0～5㎜　　・　

※±2㎜　　・　

※±2㎜　　・　

※0～5㎜　　・　

※0～3㎜　　・　

※0～3㎜　　・　

※0～5㎜　　・　

※±10㎜　　・　

※±25㎜　　・　

※±5㎜　　・　

※0～3㎜　　・　

※0～4㎜　　・　

※±5㎜　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

・図示による　　・　

・図示による　　・　

※1.5以上　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※図示による　　・　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○
○４．錆止め塗料塗り

５. 塗装○

○

9R6
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・SUS304　表面処理　※HL程度　　・　　　　　

・

・ シージングせっこうボード

(19.4.2、3)(表19.4.4、5)

塗床材のホルムルデヒド放散量

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材 
※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流しのべ工法 

・厚膜流しのべ工法 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ・薄膜型塗床材 

・厚膜型塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗り床材 

（防塵塗料塗り）

※製造所の指定に
　よる

工程

　塗布量（kg/㎡）
　※0.25kg/㎡以上

　表面仕上げ
　※平滑　　　・防滑

　溶剤
　※水性　・溶剤系　・無溶剤系

　仕上げ色
　※標準色　　

９．合成樹脂塗床

(19.5.2～5)(表19.5.1～6)フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

※標準仕様書19.5.2(2)による

・

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

単層フローリング

・ フローリングボード1等

  樹種

 厚さ、大きさ

・無塗装品  仕上塗装 ※ 塗装品

間伐材等の適用

　　  工法

※標準仕様書 表19.5.1による

・適用する ・適用しない

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り）　　　　・接着工法

・ フローリングブロック１等

  樹種

 厚さ、大きさ

・無塗装品  仕上塗装 ※ 塗装品

間伐材等の適用

　　  工法

※標準仕様書 表19.5.1による

・適用する ・適用しない

※接着工法

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

　                  ※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

・A種 ・B種 　C種

　                  ・オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り

　                  ・生地のままﾜｯｸｽ塗り

複合フローリング

・ 天然木化粧複合フローリング

  樹種

種別(表19.5.2)

・ 無塗装品  仕上塗装 ※ 塗装品

間伐材等の適用

　　  工法

・適用する ・適用しない

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り）　　　　・接着工法

・

　　　　　　　　・行わない

10．フローリング張り□Ｇ

(19.6.2)(表 19.6.1)種別

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

・A種　　・B種　　・C種　　・D種（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N） 

・標準仕様書 表12.6.1による床組 　　　　　　

□Ｇ

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　　・C2）

11．畳敷き

MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

合板のホルムアルデヒド放散量

※標準仕様書 19.7.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量

種　　類

・ 普通(NW)

・ 硬質(HW)

□Ｇ

・ 普通(NF)

・ 硬質(HF)

厚さ(mm)、規格等

・ 中質(MW)

木質系セメント板

・ けい酸カルシウム板 普通ボード0.8FK  ・ 6　・ 8  

種　　類 厚さ(mm)、規格等

繊維強化セメント板

・ 火山性ガラス質複層板

種　　類 厚さ(mm)、規格等

火山性ガラス質複層板

□Ｇ木片セメント板

種　　類 厚さ(mm)、規格等

タイプ 2（無石綿）

・ 図示による

(19.7.2、3)(表 19.7.1)

・ 化粧けい酸カルシウム板 普通ボード0.8FK  ・ 6　・ 8  タイプ 2（無石綿）

表面への化粧張り等の加工　・アクリル樹脂系焼付け　

　　　　　　　　　　　　　

　　その他のボード張り

12．せっこうボード

・ ロックウール化粧吸音板

・ せっこうラスボード

・ 強化せっこうボード

・ 単板張りパーティクルボード

・ 化粧せっこうボード(GB-D)

・ 不燃積層せっこうボード

・ せっこうボード

□Ｇ

・ 無研磨板     　　・ 研磨板

9.5 (不燃) 

 　・ 化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　　・ 化粧無（下地張り用） 

・ 12.5 （不燃）　・ 15 （不燃）

12.5 （※ 不燃　・ 準不燃）

9.5

（VN） （VS)

(不燃)

(不燃)

 （・12  　　・15  　　 ・                　  ）

・ フラットタイプ

 12.5 (不燃)     ・ ・ 15 (不燃)

・ ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K ・ 25(ガラスクロス包）　　・ 

・ 塗装 

・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DV)

(DC)

(不燃)

(不燃)

 （・9     　・12 　　  ・　　                ）

・ 凹凸タイプ

・ 化粧パーティクルボード

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DO)

パーティクルボード

吸音材料

テンパードボード（処理）

ハードボード（素地）

・ ミディアムデンシティ

ファイバーボード □Ｇ
・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12  

・ インシュレーションボード□Ｇ
・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18  

 A級（ ・ 天井仕上げ　 ・ 内装仕上げ　 ・ 　　）

種　　類 厚さ(mm)、規格等

繊維板

せっこうボード製品

種　　類 厚さ(mm)、規格等

種　　類 厚さ(mm)、規格等

種　　類 厚さ(mm)、規格等

(MDF)

・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

(RN) (RS)・未研磨板　　　　　　　　　・研磨板（　　 ）

　スタンダードボード（無処理） (DI)

・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ (RN) (RS)・未研磨板　　　　　　　　　・研磨板（　　 ）

・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄ (゙DE)

厚さ

厚さ

・2.5  ・3.5   ・5   ・7

・2.5  ・3.5   ・5   ・7

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18 

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

(DR)

・ 25　　・ 

(GB-R)

(GB-S)

(GB-F)

(GB-L)

(GB-NC)

□Ｇ

　模様（・柾目　・板目）　専用下地材有り

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様　9.5（準不燃）

・木目　12.5（不燃）幅 440㎜ 程度

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

　　　　　　   ・行う　　     ・行わない

表面の樹種 

　生地、透明塗料塗り 

  不透明塗料塗り 

板面の品質　・ 

厚さ(mm)

防虫処理

・ 天然木化粧合板 化粧板の樹種名 

厚さ(mm)

・ 特殊加工化粧合板 化粧加工の方法 ・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装 

表面性能　　 　・　　　（タイプ） 

厚さ(mm)

種　　類

・ 普通合板

厚さ(mm)、規格等

合板

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

□Ｇ

化粧板

※図示による　 

   ※図示による　 

　　　　　　　 ・行う　　     ・行わない防虫処理

   ※図示による　 

　　　　　　   ・行う　　     ・行わない防虫処理

合板類の張付け

せっこうボードの目地工法等

　※仕上表による

・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ突付け工法のエッジの種類

目透かし工法のエッジの種類 ・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ

目地工法の種類

遮音シール材　　・適用する（・シーリング材　　・ジョイントコンパウンド）

　　　　　　　　・適用しない

（※ラワン合板程度 ・ 　　） 

（※しな合板程度  ・　　） 

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面の素地ごしらえの種別

(19.8.2、3)ホルムアルデヒド放散量

紙

壁紙の種類

繊維
プラス

無機質その他
施工箇所 防火性能 備考

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃・準不燃 

※B種　　・A種　

※B種　　・A種　

※B種　　・A種　

塩化

・

・

・

・

ビニル チック

・難燃 

・不燃・準不燃 ・難燃 

・不燃・準不燃 ・難燃 

・不燃・準不燃 ・難燃 

コンクリート・ALC面の素地ごしらえの種別

13．壁紙張り

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

(19.9.2～4)

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

断熱材、保温材又は接着剤のホルムアルデヒド放散量

14．断熱材 □Ｇ

断熱材の種類

吹付け厚さ（mm）

施工箇所

※断熱材打込み工法 

・

種類 厚さ（mm） 施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温板

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし)

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・

・

・

・

(・2種bA　　・3種bA　　・3種bC　　・3種bD ) 

(・　　　　　　)

(品質・性能、試験方法は別表による)

・断熱材現場発泡工法 

20
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材種　　　※信州産唐松（信州木材認証製品又は同等品）

　　　　　・信州産杉　（信州木材認証製品又は同等品）

15．単板羽目板張り

(20.2.2)

寸法精度 

パネルの長さの寸法精度

・以下による

パネルの平面形状（角度）の寸法精度

フリーアクセスフロアの高さの寸法精度

※標準仕様書20.2.2(2)(オ)(a)～(c)による　 

帯電防止性能

・評価値（U）≧0.6以上

感電防止性能

施工箇所 構法 寸法（mm）
高さ

耐震性能 所定荷重 表面仕上材 備考
（mm）

・置敷式

・支柱

　調整式

・500×500 ・1.0G

・0.6G

・3,000N

・5,000N

・

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・

（　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

・評価値（U）≧1.2以上　　

・

表面仕上材の品質、性能は標仕19章による。

構成材の材質　・アルミニウム製　　・鋼製（仕上げ：　　　　　）　　・　

スロープ及びボーダー　・製造所の仕様による　　・図示

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　・20～30％　　・　

　配線取り出し開口　・パネル１枚につき、40㎜×80㎜　程度の開口１箇所以上

　　　　　　　　　　・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・なし　　・あり（形式、施工箇所：図示）

(品質・性能、試験方法は別表による）

１．フリーアクセスフロア

(20.2.3)

構造形式による種類
構成基材の種類

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ
パネル表面仕上げ

遮音性
防火性能

(dB/500Hz)

・スタッド式(内蔵）

・スタッド式(露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は

　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・壁紙張り

・

・0

・12

・20

・28

・36

・不燃

材質　・鋼板　　・　

厚さ　・0.6㎜　　・0.8㎜　　（総厚さ：　　　　mm）

パネル内に取付ける建具

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。

パネル材料のホルムアルデヒド放出量

パネル内に取り付ける建具の

の建具用金物に対応する材質とする。

・有り（※図示による　　・　　　　　　）

・無し

ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節

２．可動間仕切

(20.2.4)

パネル表面仕上げ材の壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による。

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

  補強する

・図示による

ハンガーレール及びランナー 

※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対して、耐力及

　び変形量が使用上支障のないもの

走行方向
操作方法に パネル圧接装 総厚さ パネル表面材

材質 仕上げ

遮音性

よる種類 置の操作方法 （mm） (dB/500Hz)

・平行方向 移動式

・二方向 移動式

・手動式 

・電動式 

・部分電動式 

・ﾌﾟｯｼｭ式 

・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 

・

・鋼板

・

・焼付塗装

・壁紙張り

・36未満

・36以上

パネルをランナーに取り付ける部品 

※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

・

(品質・性能は別表による）

３．移動間仕切

(20.2.5)

(品質・性能、試験方法は別表による）

表面材の材料
脚部

種類

ドアエッジ

材質

・メラミン樹脂系化粧板 

・ポリエステル樹脂系化粧板 

・

※幅木タイプ

・

※製造所の仕様による

・アルミニウム製 

・ステンレス製

・表面材と同材

形状

・標準

・Ｒタイプ

４．トイレブース

寸法(mm)施工箇所

屋内

・磁器質タイル ・せっ器質タイル 

・レジンコンクリート製 ・コンクリート製 

・レジンコンクリート製 ・コンクリート製 

(11.2.2)(19.2.2)

種類 厚さ(mm)

・ 

・ 

・ 

・ 

・300×300　・　

・300×300　・　

・300×300　・　

・300×300　・　

・300×300　・　

・7.0 ・　

５．視覚障害者用

　　床タイル

ブロックパターンは JIS T 9251 による

(20.2.6)

材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考

・集成材 ・クリアラッカー ・30程度

・35程度

・45程度

・

・ビニル製ハンドレール

材料の種類及び仕上げ

・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書 表14.2.2による種別（　　　　種））

・アルミニウム 表面処理（※標準仕様書 表14.2.1による種別（　　　　種）） 

　色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　）

手すりの握り部分

（材種：　　　　　　）

・30程度

・35程度

・45程度

６．手すり

材種

・ステンレス製

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

・

形状

※タイヤ型(タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等)

・フラットエンドなし

・埋込み工法

※接着工法

(20.2.7)

・タイヤレス型 

寸法(幅)

取付け工法

・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度

端部の形状及び材質

・フラットエンドあり（材質：・ビニル製　　・ステンレス製）

７．階段滑り止め

(20.2.9)・黒板　

区分

種類

・鋼製黒板

・ほうろう黒板

・

色　※緑　　・黒

形式　・平面　　・曲面

　　　（・スクリーン付引分　　・　　　　　　　）

・ホワイトボード

形式　・平面　　・曲面

　　　（・スクリーン付引分　　・　　　　　　　）

８．黒板及び

　　ホワイトボード□Ｇ

厚さ（mm）

寸法（mm）

(20.2.10)取付け箇所（　　　　　　）９．鏡

誘導標識、非常用進入口等の表示

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

　(20.2.11)衝突防止表示

※図示による

・設置場所　※図示による

　形状・寸法（ ・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　材質　　　（ ・ステンレス製　　・塩ビシート　）

・設置しない

(案内用図記号はJIS Z 8210による)

10．表示

　(20.2.12)材質及び仕上げ

・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 

・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 

（※標準仕様書表 14.2.2による種別（※C種　　・　　　種）） 

・

(20.2.13)適用安全使用温度

工法

※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )

　(20.2.14)

・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする□Ｇ

□Ｇ

縦型ブラインドの

形式 操作方法 操作方法の ｽﾗｯﾄの種類 ｽﾗｯﾄ幅
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 幅・高さ

の材種 取付箇所 

・横形
・手動

※ギヤ式

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製・ｺｰﾄﾞ式

・・操作棒式

※25 ※鋼製
・図示に

　よる

・
・電動 　　　 －

・・

・縦形
・手動

※2本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・1本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

・80 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製
・図示に

　よる

・・電動 　　　 －
・100 ・

種類

スラットの材質

11．タラップ  

12．煙突ライニング

13．ブラインド

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※ なら       ・　

※ なら　　　 ・　

※ なら　　 　・　

接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡シート　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

・ 30 　・　

※図示による　　・　

・A種　　・B種　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

※F☆☆☆☆　　・　

・A種1　　・A種1H 　　・　

・図示による　　・　

　漏えい抵抗（R）≧1×10^10Ω

※F☆☆☆☆　　・　

※焼き付け　　・　

・図示による　　・　

※5　　・　

※消防法に適合する市販品　　・ 

○

○

○

○

○ 30 基礎外周○ 屋外 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ製 ・磁器質ﾀｲﾙ ・せっ器質ﾀｲﾙ 

・ステンレス製 ・塩化ビニル製 

○

○

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NS特記仕様書７

○・21（不燃）

○

○

A-07西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



・ 粒度調整砕石

・受枠付き、

市販品

市販品

・600×600

・フィルター層

材料による区分　　　　　　　　　　　 　(20.2.16)

強さによる区分

仕上げ

形状

※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

・ステンレス製

※300mm以上

・

　(20.2.15)

スクリーンの仕様

操作方法
幅・高さ

品質等スクリーンの材種

・コード式

・スプリング式 ・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・図示による

・

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

・電動式

その他の材料

※製造所の仕様 

取付箇所 

・

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする□Ｇ

14．ロールスクリーン

16．カーテンレール

(20.2.16)

形式 ひだの種類
生地の種別、 取付け

備考開閉操作
品質、特殊加工等

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・つまみひだ

・箱ひだ、片ひだ

・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

・図示に

　よる

・

箇所

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

生地の仕様

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする□Ｇ

（暗幕）

15．カーテン

溝幅×深さ（mm）

材種

・アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

標準仕様書表14.2.1による種別

色合い

・鋼製（仕上げ：　　　　　　）

・90×150　　 ・120×80

・120×150　　・150×80

・図示による 

・集成材（仕上げ：　　　　　　） 　

・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　　）

17．ブラインドボックス

　　及び

　　カーテンボックス

目地材の材質は標準仕様書 表9.7.1による

形式

施工箇所

方向 タイプ 耐火性能 備考

・垂直

防水性能

・水平

・完全（全貫通型）

・

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

・差込式　　・据置式　　・壁張り式

幅(mm)

・25

・

・25

・

(品質・性能、試験方法は別表による）

材種 寸法 形式 外枠 内枠

※ ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・額縁タイプ ・額縁タイプ 

・600×600 ・屋内用 ・目地タイプ ・目地タイプ 

・ ・気密形

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

材種 寸法 形式 備考

・アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・鍵付き

・屋内用 

・

・密閉形・ステンレス製

・鋼製

・

(品質・性能、試験方法は別表による）

アルミニウム製

18．天井点検口

19．床点検口

・結露防止型

20．耐震スリット

21．止水板

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

材種 受け枠 備考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304)製

・

・ステンレス鋼（SUS304）

・硬質アルミニウム合金

・

22．エキスパンション

　　ジョイント金物

23．くつふきマット

形状

材種

フェンスの種類

・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

・鋼管フェンス 　

・アルミフェンス

高さ

品質・性能

外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。

構成材は、JIS A 4420 の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

材種
寸法（mm）

W D
備考

H

・流し台

・1200

・1500

・1800

・550

・600

・650

・800

・850

市販品

・コンロ台

・600 ・550

・600

・650

・620

・670

市販品

・つり戸棚 
・1200 ・450 ・500

・700・900

・水切り

・1200

　 －

・1段式　・ 

・900

・600

　 －

材種 形式 高さ(m) 操作方法 固定方法 備考

・アルミニウム合金製

・

・テーパー式 ・ハンドル式

・同一断面式 ・ロープ式

・埋込式

・ベース式

・バンド式

・ステンレス製 (SUS 304)

・

形式 材種 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)

・上下式鎖内蔵式
・標準品

・スプリング式

・ステンレス製

・

・ ・

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・

24．流し台ユニット

25．旗竿

26．旗竿受金物

27．車止めさく

28．フェンス

材種

奥行き(mm)

表面の材質

枠の材質

コンクリートの設計基準強度 

・図示による

配筋 　

※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m2を満足する調合強度

※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する

(20.3.3、4)

・図示による 

取付け方法 　

(20.4.2、3)

積み方

目塗り

材種

厚さ

伸縮調整目地　　

・間知石

材種 種類 質量区分 備考

・凝灰岩

・コンクリート間知ブロック

・花こう岩

・B

・A

　　 － 　　 －

　　 －

※谷積み　・布積み 

種類 規格等 JISによる種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚
JIS S 1039 の規格による

・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種

※アルミニウム製

・

※塩ビ発泡シート張り

・

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

・ 人工大理石　

・約450　　・約600

29．プレキャスト

　　コンクリート

30．間知石及び

　　コンクリート間知

　　ブロック積み

31．鋼製書架及び物品棚

32．屋内掲示板

33．洗面カウンター

・

施錠

照明器具

・固定式

降下機構

材質、形状、寸法

製造所

材質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備考

※ 網入り磨き板ガラス ※6.8

・ 線入り磨き板ガラス

※500 アルミ製枠付き

・ ・

・可動式

種類 材質 高さ(mm) 備考

・垂直降下式

　（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

※500

・800

ガイドレール

　※固定式（壁埋込型）

・ 　・可動式（天井収納型）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

※500

・800

表面仕上げ

　※ 天井材張り

・ 　・

煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

※有り　　・無し

※有り　　・無し

材料のホルムアルデヒド放散量

34．防煙垂れ壁

35．屋外掲示板

36．収納家具

21

排
水
工
事

 (21.2.1、2)(表 21.2.1、2)

基床の厚さ及び種類

材料

□Ｇ

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料

側塊の形状及び寸法

排水桝　　　 の種類

材種 種類・記号 形状 呼び径 備考

・ 遠心力鉄筋コンクリート管 外圧管（1種）
・B形管 ・図示による

・ ・

・RF-VP
・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・RS-VU

・VP

・VU

□Ｇ
・ 硬質ポリ塩化ビニル管

※接着剤 ・ゴム輪

、ふた

砂地業に用いる材料 　 　　 

砂利地業に用いる材料  

凍上抑制層に用いる材料

・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

・再生クラッシャラン

・現場打ちの場合のコンクリート材料

・現場打ちの場合の鉄筋

・排水枡が現場打ちの場合の足掛け金物

※標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)

　設計基準強度(N/mm2)

　スランプ(cm)

　材質

・切込砂利又は切込砕石

□Ｇ

　種類の記号

・ステンレス製

・鋼製

・合成樹脂被覆加工されたもの

・

（砂を用いる場合の粒度試験）

凍上抑制層の厚さ

種類 ※普通コンクリート

１．屋外雨水排水

・行う　　・行わない

(21.2.1)

(21.2.1)

名称 種類 適用荷重 鍵 備考

鋳鉄製マン

ホールふた

・水封形

・簡易密閉形（ﾊﾟｯｷﾝ式）

・密閉形（ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式） 

・中ふた付き密閉形（ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

・T-2用

・T-6用

・有り

・無し

・T-20用

左記以外の品質等は

（公社）空気調和衛生

工学会SHASE-S209に

よる。

・

・鋼製 　ボルト固定

・

・歩行用 ・

　（　　）

・凹凸形

・

・溝ふた

　（　　）

・細目

・

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

・普通目

・細目

・平形

・

（横断用） 

・溝ふた

（側溝用） 

・桝ふた

・U字溝用

材質 形式 用途 適用荷重 ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ
亜鉛めっき

上面形状
（付着量）

(品質・性能、試験方法は別表による）

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・受枠付き、

　ボルト固定

・

・歩行用 ・凹凸形

・

・溝ふた

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

・平形

・

（横断用） 

・溝ふた

（側溝用） 

・桝ふた

・U字溝用

　　－

　　－

・

・

・

２．鋳鉄製ふた

３．グレーチング

(21.2.1)(表3.2．1)

(21.3.1、2)(表21.3.1)街きょ、縁石、側溝

砂地業に用いる材料

砂利地業の厚さ（mm）

凍上抑制層に用いる材料

（砂を用いる場合の粒度試験）

・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂　

砂利地業に用いる材料

・再生クラッシャラン　　　　・切込砂利又は切込砕石　

・現場打ちの場合のコンクリート材料

・現場打ちの場合の鉄筋

種類 形状・寸法

・縁石 ・図示による　　

・L形側溝 

・U形側溝

・U形側溝ふた

・

※100　　・図示による

　設計基準強度（N/?）

　種類の記号

※SD295

・ 

・行う　　・行わない

□Ｇ

　スランプ（cm）

・図示による　　

・図示による　　

・図示による　　

・図示による　　

種類 ※普通コンクリート

４．街きょ、縁石

　　及び側溝

５．埋戻し

22
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(22.2.2、3、5)(表22.2.1)路床の材料

□Ｇ

種別 材料 厚さ(mm)

・A種　・B種　・C種 　・D種 ・図示による
・盛土

・建設汚泥から再生した処理土

・再生クラッシャラン

・クラッシャラン

・切込み砂利

・砂（標準仕様書表21.2.2による） 

・

・図示による

・

・図示による

・

・凍上抑制層

□Ｇ

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）

・行う

・行わない

・標準仕様書22.2.3.(3)による

・路床安定処理　　

安定処理の方法

・生石灰（・特号　　・1号）

添加量

・ジオテキスタイル

単位面積質量

厚さ(mm)

引張強さ

透水係数

試験　

・フライアッシュセメントB種 　　　　　　　

-1

路床安定化処理用添加材料

・置き換え工法　（・　　　　　　）

・安定処理工法

種類

・普通ポルトランドセメント

・高炉セメントB種□Ｇ

・消石灰（・特号　　・1号）

・　　　kg/m3（CBR　※3以上　　・　　　　　　） 　　

・0.5～1.0　　・ 　　

・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　

・1.5×10 cm/sec以上　　・ 

(22.3.2、3)(表 22.3.1)路盤及び厚さ

路盤材料（標準仕様書 表22.3.1による種別）

　　再生材

　　砕　石
・ クラッシャラン

種　　別

・ 再生クラッシャラン

・ 再生粒度調整砕石

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・ 粒度調整鉄鋼スラグ

・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ
鉄鋼スラグ

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験

路床締固め度の試験

安定処理土のＣＢＲ試験

現場ＣＢＲ試験

六価クロム溶出試験

・ 行う（　　 箇所）           ・ 行わない 　　

・ 行う（　　 箇所）　　      ・ 行わない 

・ 行う　　    　　　　　      ・ 行わない

・ 行う（　　 箇所）           ・ 行わない 　　

・ 行う（現場説明書による）　  ・ 行わない　

・ 行う（　　 箇所）　　      ・ 行わない 路盤締固め度の試験

１．路床

２．路盤

・B種　　　　・　

目地

目地 内壁 外壁

目地材
・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・

・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）
・スリット

・ ・

幅×深さ10 ・スリット幅×深さ10

※10-90　　・ 

※アルマイト　　・ 

※角形　　・ 

・BC-1　　・BC-2　　・ 

・図示による　　・ 

※図示による　　・ 

・図示による　　・ 

※図示による　　・ 

・図示による　　・ 

・図示による　　・ 

・図示による　　・ 

※図示による　　・ 

※F☆☆☆☆　 ・ 

・図示による　　・ 

・図示による　　・ 

・図示による　　・ 

※18　　・ 

※15又は18　　・ 

※SD295　　・ 

・図示による　　　・ 

※18　　・  

※15又は18　　・ 

・60g/㎡以上　　・ 

・図示による　　・ 

○
○

○ ○ ○

・800

○

○

37．消火器 ・ABC5型　ｽﾀﾝﾄﾞ　2箇所（ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ、職員用通路）

・溶融亜鉛ﾒｯｷ

○

○

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NS特記仕様書８

○

A-08西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



弾性舗装（歩行者用通路）の構成及び厚さ  ※図示

アスファルト混合物等の抽出試験

・密粒度アスファルト混合物(13)

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13F)

試験

・行う

・

舗装の平たん性

※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

・行わない 

アスファルト

アスファルト舗装の構成及び厚さ

材料

骨材

・アスファルトコンクリート再生骨材

加熱アスファルト混合物等の種類

・ストレートアスファルト

・再生アスファルト□Ｇ

・道路用砕石

□Ｇ

３．アスファルト舗装 (22.4.2～6)(表 22.4.4)

（標準仕様書 表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）

(22.5.2～4、6)(表22.5.1、3)コンクリート舗装の構成及び厚さ

舗装の種類 部位 構成 厚さ(mm)

コンクリート
車路及び駐車場 

歩行者用通路

・図示による

・図示による
舗装

４．コンクリート舗装

車路及び駐車場 ・図示による転圧コンクリート

・図示　・150

・図示　・150

・図示　・70

材料

　コンクリートの種類　(　　　　　　)

早強ポルトランドセメント

注入目地材料

目地

種 類 　

　設計基準強度（N/?）　(　　　　　　)

　粗骨材の最大寸法（mm）　(　　　　　　)

※普通コンクリート、標準仕様書 表22.5.1による　　

間隔　・(　　　　　　)m程度ごと

構造　・図示による

※標準仕様書 表22.5.3及び図22.5.1による

舗装の平たん性

コンクリート

・以下による

・以下による

　所定のスランプ（cm）　（※8　　・　　　　　　）

・使用する　　・使用しない 

※低弾性タイプ 

・高弾性タイプ

※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

コンクリート版厚さの試験

・行う　　　　・行わない

縁部立下り寸法等　　　・図示

(22.6.2～4)・加熱系カラー舗装

加熱系混合物の結合材

・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　　　％）

着色骨材（　　　　　　）

自然石　（　　　　　　）

・常温系カラー舗装

工法

着色部の下部

・ニート工法（配合その他：　　　　　　　)

・塗布工法　（配合その他：　　　　　　　)

・アスファルト舗装

・コンクリート舗装

・

添加材

舗装の平たん性

※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

・ 透水性コンクリート平板舗装

透水性コンクリート平板舗装は、ブロック系舗装による。

(22.8.2、3)

・ 透水性インターロッキングブロック舗装

透水性インターロッキングブロック舗装は、ブロック系舗装による。

(22.8.2、3)

・ 不織布（ジオテキスタイル）

敷設位置　※フィルター層と路床の間に敷設　　　・図示　 

半たわみ性舗装用アスファルト混合物Ⅰ型(13)

          種類         厚さ(mm)区分

基層 再生粗粒度アスファルト混合物（20） 40

表層 40

材料

  浸透用セメントミルクの標準的な性状

性状 試験方法項目

圧縮強度（7日養生） MPa JIS R 5201

フロー値（Pロート） 砂 舗装調査・試験法便覧（C041）

曲げ強度（7日養生） MPa
9.8～29.4

10～14

舗装調査・試験法便覧（C042）2.0以上

  半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない 

試験

配合

  半たわみ性舗装用アスファルト混合物の標準配合

19㎜ 100

ふるいの呼び名 ふるい通過質量百分率（％）

13.2㎜ 95～100

4.75㎜

2.36㎜

10～35

5～22

600μm 4～15

300μm 3～12

75μm

アスファルト量（％）

1～6

3.0～4.5

  半たわみ性舗装用アスファルト混合物のマーシャル安定度試験に対する基準値

密度　　　（g/cm3） 1.90以上

項目 基準値

安定度　　（kN） 2.94以上

フロー値  （1/100㎝）

空隙率　　（％）

20～40

20～28

突固め回数（回） 50

施工

   半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の施工は、標準仕様書22.4.5による。

　浸透用セメントミルクの施工は、(1)から(5)による 

  (1) 浸透用セメントミルクの製造は、一般に移動式ミキサによって行うが、工事

  　　規模が大きい場合には専用の移動式や固定式の混合プラントを用いることも

  (2) 浸透用セメントミルクの施工は、一般に舗装体表面の温度が50℃程度以下に

      なってから行う。その場合、舗装体にごみ、泥、水などが残っていないこと

　　　を確認する。浸透作業は、一般に振動ローラ等により行う。

　(3) セメントミルクが舗装表面に残っていると、路面のすべり抵抗値を低下させ

　　　ることがあるので、舗装表面の骨材の凹凸が現れる程度にセメントミルクを

　　　ゴムレーキ等で除去する。特にすべり止め対策を必要とするところは、硅砂

　　　の使用及び余剰セメントミルクのよりいっそうの除去等、材料や施工法等で

　　　対処するか、場合によっては施工後ショットブラスト等で表面を粗くするこ

  　　ある。

　　　とが必要である。

  (4) 交通開放までの一般的な養生期間は、下表に示すとおりである。

普通タイプ 約 3 日

セメントミルクの種類 養生期間

早強タイプ 約 1 日

超速硬タイプ 約 3 時間

  (5) 浸透用セメントミルクを注入する前に交通開放すると、骨材の剥奪や飛散、

　　　またはごみ、泥等による汚れが生じることがあるので、基本的には注入前に

　　　交通開放を行わないようにする。

舗装の平たん性　　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

舗装厚さの許容差　　※標準仕様書 22.4.2(3) による

締固め度　　標準仕様書22.4.2(2)による

適用部位・構成・厚さ　

５．カラー舗装

 (22.7.2、3、6)

舗装の平たん性

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

試験

材料

骨材

・アスファルトコンクリート再生骨材　　　

（標準仕様書 表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）　

・道路用砕石

□Ｇ

・行う

※著しい不陸がないもの・

・行わない 

コンクリート舗装に対する基準値

最大粒径　（㎜） 13

項目 基準値

空隙率　　（％） 20以上

透水係数　（㎝/s） 1×10  以上-2

目地の間隔 版厚の20倍程度

・ 透水性コンクリート舗装 (22.5.2～4、6)

構成、厚さはコンクリート舗装による

舗装の適用部位・構成６．透水性

　　アスファルト舗装

７．半たわみ性舗装

弾性舗装材

          種類         厚さ(mm)区分

基層 再生密粒度アスファルト混合物（13） 30

表層 15～20

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による

８．弾性舗装

・コンクリート平板舗装 (22.8.2、3)

とする。

普通平板は　 (再生材1料を用いた舗装用ブロック)、透水平板は   (透水性コンクリート）□Ｇ □Ｇ

□Ｇ

※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の段差は3mm以内とする。

仕上り面の平たん性

種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材 備考

・普通平板(N）

・透水平板(P） 

・保水性平板(M）

・300角 ※60 ・砂 表面加工

・ ・ ・ﾓﾙﾀﾙ 　・研ぎ出し

　・洗い出し

　・たたき出し

・

クッション材

※砂　　・空練りモルタル

・インターロッキングブロック舗装□Ｇ

種類 部位
形状 厚さ 曲げ強度

備考
寸法 (mm) (N/?)

※普通ブロック(N)

・透水性ブロック(P）

・保水性ブロック(M）

※普通ブロック(N)

・透水性ブロック(P）

・保水性ブロック(M）

車路

歩行者用通路

・図示による

・

・図示による

・

※80

・

※5.0

・

表面加工

・

※60

・

※3.0

・

、駐車場

横断面

勾配

2％

1.5～2％

・舗石舗装

クは   (透水性コンクリート）とする。

歩行者用通路に使用する普通ブロックは　 (再生材料を用いた舗装用ブロック)、透水性ブロッ□
□

Ｇ

Ｇ

仕上り面の平たん性

※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内とする。

・ジオテキスタイル

単位面積質量

厚さ(mm)

引張強さ

透水係数

クッション材

クッション材

仕上り面の平たん性

※歩行に支障となる段差がないものとし、ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ間の段差は3mm以内とする。

・

・

※砂　　・空練りモルタル

種類
形 状 厚さ

張り方 基層 基層の厚さ（mm)
寸法（mm) (mm)

・花こう岩
・割石

・図示による

・

・ ・ｺﾝｸﾘｰﾄ版
※70

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
※70

・

・

※砂　　・空練りモルタル

・

敷砂層

　30　

　20

・歩行者用通路

・車路、駐車場

フィルター層
（75μmふるい通過量6％以下）

砂 

100　

区　　分 厚さ(mm)部位 種　　類

　川砂、海砂又は良質な山砂

舗装の割付（車路、駐車場）・ヘリンボンボンド（45°）・ヘリンボンボンド（90°）

仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の段差は 

　　　 　　※図示敷設位置

　　　　   ・敷砂層と路盤の間に敷設 　　　　   ・フィルター層と路床の間に敷設

　　　　　　　　　　　 3mm 以内とする。

　　　　　　　　　　

うろこ張り

種別

・A種（施工範囲：　・図示による　　・通路　　・　　　　　　）

・B種（施工範囲：　・図示による　　・建物周囲その他　　・　　　　　　）

　(22.9.2)

９．ブロック系舗装

10．砂利敷き

　(23.1.3)

・行う　　・行わない 

電気伝導度（EC）の試験

植栽基盤の排水設備

　(23.2.2、4)

樹木の植栽基盤の整備

・適用する　　・適用しない

23
土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験

・行う　　・行わない 

植栽 工法 有効土層の厚さ（mm) 整備範囲 土壌改良材

・樹木

※A種

樹高12m以上

・B種

・C種

・D種

（※100　・120　・150）

樹高7m以上～12m未満

（※80 　・100）

樹高3m以上～7m未満

（※60　 ・80）

樹高3m未満

（※50　 ・60）

・葉張り部分

・植栽帯部分

・図示による

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・植栽部分

・図示による
※20

・
※芝、地被類

※B種

・

・設ける（※図示による　　・　　　　　　）

・設けない

・

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

施工箇所

・バーク堆肥

(23.2.3)

□Ｇ

□Ｇ

使用量

施工箇所

材料

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する

原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする。

種類及び指定量等 

※植栽範囲　　・図示による

植栽基盤面積1㎡あたり（・50L　　・　　　　　　） 

※植栽範囲　　・図示による

使用量

植栽基盤面積1㎡あたり（・10L　　・　　　　　　）

・現場発生土の良質土 (23.2.3)

・客土

種類 (23.4.2、3)

芝張りの工法　

樹種、寸法、株立数等 (23.3.2)

支柱材 (23.3.2、3)

防腐処理方法

□Ｇ

形式

(23.3.2)

平地

法面

(23.4.2)

(23.4.2)

材料

※丸太（間伐材）　　　・真竹　　

※加圧式防腐処理丸太材　　

※幹巻き用テープ　　・わら及びこも

※目地張り　　・べた張り 　

※べた張り法面　　・目地張り

種子の種類 発芽率 種子の量（g/㎡) 備考

※洋芝類（採取後2年以内）

・

※発芽率80％以上

・

樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数 芽立数

・ ・ ・・

１．植栽地の確認等

２．植栽基盤の整備

３．植込み用土

４．土壌改良材

５．樹木

６．支柱

７．幹巻き用材料

８．芝

９．吹付けは種

10．地被類

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の

移植樹木の枯損処置を行う期間 

※引渡しの日から1年　　・無し　　・ 

(23.3.4、6) (23.4.7)(23.5.5) 

枯補償の期間 

11．新植、芝等の枯補償、

　　移植樹木の枯損処置

　排水層

　植込み用土

　土壌層の厚さ

　樹木、芝及び地被類の樹種又は種類、寸法、株立数等

(23.5.2～4)植栽基盤及び材料

　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等

・軽量骨材（層の厚さ：　　　　　　）

・板状成形品

※改良土

・人工軽量土

12．屋上緑化□Ｇ

(品質・性能、試験方法は別表による）

・屋上緑化システム  

　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等

・屋上緑化軽量システム  

　芝及び地被類の樹種並びに種類等

・設置する

支柱

・設置しない

形式

・図示による

・

・設置する

かん水装置

・設置しない

種類

・図示による

・

工法

「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を確かめるための構造

計算の基準を定める件」（平成12年5月31日　建設省告示第1458号）に基づく風圧力に対応し

た工法

・図示による

・

そ
の
他

24
１．工事現場の環境改善 工事現場のイメージアップ

地域住民への情報提供

２．不具合の確認

地域住民とのコミュニケーション

住民に対する災害防止関係

・仮囲い周辺の美化　　・長野県看板（アルクマ等）の設置 

・完成予想図の設置　　・情報掲示板の設置　　・パンフレットの作成 

・現場見学会の開催　　・　 

・現場出入口周辺への誘導員の配備　　・　 

工事しゅん工後３ヶ月、12ヶ月に不具合の確認を行い、その結果を書面で施設課長あて報告

（施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず施設管理者の立会いを要する。）

する。

※図示による　　・ 

・図示による　　・ 

・図示による　　・ 

・60g/㎡以上　　・ 

・0.5～1.0　　・ 

・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　　・ 

・1.5×10 cm/sec以上　　・  
-1

路面標示用塗料はJIS K 5665による。

低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

種類 施工 適用 色 幅（mm) 塗布厚さ(mm)

溶融

常温

加熱

※3種1号

・1種

・2種

□Ｇ
□Ｇ

粉体状

液状

・白 ・150 ・1.0

・ ・100 ・

□Ｇ

11．路面標示用塗料

※図示による　　・ 

・図示による　　・ 

※コウライシバ　　・ノシバ　　・ 

※引渡しの日から1年　　・無し　　・ 

・図示による　　・ 

※図示による　　・ 

※図示による　　・ 

※図示による　　・ 

※図示による　　・ 

・15～20

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NS特記仕様書９ A-09西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



解 体 工 事 仕 様 書

特 記 事 項項　　　目

Ⅲ 解体工事特記仕様

項　　　目 特 記 事 項

Ⅱ 解体工事共通仕様

Ⅰ 解体工事概要

　散水方法　　　※ 高圧ポンプ等（散水員１名以上常駐）・協議による。　

少ないルートを選定すること。なお、運搬ルートの選定に当たっては影響の

承諾を受けた場合はこの限りでない。

（４）設計図解体撤去図参照

（３）夜間､早朝等の稼動を避けること。ただし､監督職員の

（２）解体工事は、低騒音、低振動､少粉塵の静的な破砕工法（クラッシャ工法）により施工する。

（１）現場で使用する機械は､低騒音､低排ガス､低振動型施工機械とする。

※ 配置する（・常駐　　・車両出入時のみ）　　・　

１．騒音・振動対策

　　（手続方法照会先：(財)日本建設情報総合センター）

　　長野県建設リサイクル推進指針

(1) 本仕様書は伊南行政組合の発注に係る建築物、工作物、建築設備、家具（建築物等に造り付けら

工 事 面 積 (㎡ )

 　協議を要するもの(11) 現場内では解体材等の焼却は行わない。
 ・処理方法について監督職員と 　・木くず(10) 解体工事現場の工事関係車両進入口への交通誘導員の配置は、特記による。　同現場の見やすい場所に掲示する。

 ・金属くず　・電線類　・建設発生土　・その他（　　　　　　）　　　再下請契約届出書及び施工体系図の作成）を整備のうえ、解体工事現場に備え付ける。また、施工体系図は (9) 解体現場場内及び進入口付近路面の清掃に努める。　　施工体系図の作成
 ・再生資源化を図るもの

 ・コンクリート塊　・アスファルト･コンクリート塊　９．施工体制台帳及び 　　工事の下請契約の請負代金の総額が３,０００万円以上のものについては、施工体制台帳（下請契約台帳、 (8) 除却作業中は必ず散水等を十分に行い、粉塵等の飛散防止に努める。

　減に努める。下請けとする場合は、この旨を指示し遵守させる。
 ・モザイクパ－ケットフロア－（一部再使用） ・現場において再利用を図るもの

(7) 除却作業に使用する機械は低振動・低騒音型解体機種とする。また、同作業に当たっては騒音振動の低　　 により監督職員に報告する。

(6) 火薬類を用いた取り壊し作業を行ってはならない。　　 「廃棄物処理法」、その他関係法令によるほか、「推進要綱」に従い適切に処理し、処理状況を調書
 ・引渡しを要するもの

　シート等を設ける等、火災の防止措置を行う。　　  ⑤ 構外に搬出すべきものは、「再生資源の利用の促進に関する法律」(以下「リサイクル法」という)､

(5) 火気の使用や溶断作業等を行う場合は、火気の取り扱いに十分注意すると共に、適切な消火設備、防炎　　 後、調書を作成して監督職員に提出する。
　※ 場外搬出適正処理（特別管理産業廃棄物を除く）６．解体材の処理等

(4) 気象予報又は警報等について、常に注意を払い、災害の防止に努める。　　④ ②の再生資源化を図るものと指定されたものは、分別を行い、所定の再生資源化施設等に搬入した

　他関係法令に従ってこれを行う。　　 作成して監督職員に提出する。

(3) 工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり、建築基準法、労働安全衛生法、その　　③ ①の引渡しを要するものと指定されたものは、監督職員の指示を受けた場所に整理のうえ、調書を 　・ピット汚泥　　・

廃 棄 物 の 種 類  を参考に、常に工事の安全に留意し、現場管理を行い、災害及び事故の防止に努める。　　② 解体材のうち、現場において再利用を図るもの及び再生資源化を図るものは、特記による。 　・複合素材　 　・フロン･ハロン使用製品　　・オイルタンク内オイル

　　　 記による。 (2) 施工中の安全確保に関しては、｢建築工事安全施工技術指針｣ (平成７年５月25日建設省営監発第13号) 　・ＣＣＡ処理木材　・蛍光管又は水銀灯　・臭化リチウム使用冷凍機

　る。　  ① 解体材のうち、発注者に引渡しを要するもの並びに特別管理産業廃棄物の有無及び処理方法は、特
　・　特殊な廃棄物の有無　　　　・有　　　・無５．特殊な廃棄物

　によるほか、｢対策要綱｣及び｢推進要綱｣に従い、解体工事の施工に伴う災害の防止及び環境の保全に努め(4) 解体材の処理は次による。 　　及び環境保全

(1) 建築基準法、労働安全衛生法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法その他関係法令３．施工中の安全確保(3) 解体材の分別を徹底し再利用及び再生資源化に努める。
　　（調査箇所　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  取得している者に委託すること。
※行う　　　・行わない　・　アスベスト成形板の施工調査

(5) 上記以外の施工条件は、特記による。(2) 解体材の処理の全部又は一部を下請人に委託するときは、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を
　　（使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(4) 杭の引き抜き工事は、特記による。　うこと。 　・　特定廃石膏ボードの有無　　・有　　・無　　・　

(3) 地下構造部等の残存物がないことを確認後、後片付け、清掃及び整地を行う。  場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という。）に基づき、適正に行
アスベスト成形板 　　（使用箇所　　　既設天井仕上げ材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  あらかじめ十分調査し、支障を来さないような施工方法等を定める。(1) 請負業者自ら解体材の処理（分別、保管、収集、運搬、処分の一連の行為をいう。以下同じ。）を行う８．解体材の処理等
４．廃石膏ボード等及び 　・　廃石膏ボードの有無　　　　・有　　・無

(2) 解体工事の施工に当たっては、施工箇所及びその周辺にある地上･地下の既設構造物･配管等について、

　　 員と協議する。　律の定めるところにより、発注者が保有する。

　　（使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　③ 設計図書に作業時間が定められていない場合は、周辺状況及び施工状況等考慮したうえで、監督職　する。その後の措置については、監督職員の指示に従う。また、当該埋蔵物の発見者としての権利は、法
　　埋　　蔵　　物

　　 監督職員の承諾を受ける。　　解体工事の施工に当たり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督職員に報告７．文化財その他の

　　② 設計図書に作業時間が定められている場合で、その時間を変更する必要がある場合は、あらかじめ 廃 棄 物 の 種 類 　特定有害産業廃棄物（・廃ＰＣＢ　・ＰＣＢ汚染物　・廃石綿等　・　　　　）

　　 計図書に定めがある場合又はあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。　とが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督職員と協議する。 　・燃えやすい廃油　　・廃酸（pH2以下）　・廃アルカリ（pH12.5以上）

　　① 日曜日及び「国民の祝日に関する法律」に規定する国民の祝日に解体工事を行わない。ただし、設　　設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書によるこ６．疑義に関する協議等
　・　特別管理産業廃棄物の有無　　　・有　　・無　　・　３．特別管理産業廃棄物

(1) 作業時間２．施工条件

　解体工事全般での施工管理体制を確立し、工程、安全等の施工管理を行う。１．施工管理 　という。）があり、切断及び粉砕により飛散する恐れがあるもの。

　　③ 工事完了時　　　　　工事完了後１０日以内 　床タイル、珪酸カルシウム板、ロックウール化粧吸音板、化粧石膏ボード等（以下「アスベスト成形板」

　　② 登録内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内 ・「非飛散性アスベスト含有建材」とは、アスベストを含有している成形板で、石綿セメント板、ビニール

　　① 工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　⑥　その他監督職員の指示による　　なお、変更時と完成の間１０日間に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。 　付着しているもの。

　登録されたことを証明する資料を監督職員に提出する。 　⑤　整地後の全景写真（着手時と同一アングルとする。） 　石綿を含む石綿保温材、けいそう土保温材、パーライト保温材で飛散するおそれのあるもの並びに石綿が

　④　解体材収集運搬車両への積込み時及び積降し時の写真　登録する場合は、内容について監督職員の承諾を受けた後、次に示す期間内に登録手続を行うとともに、 ・「飛散性廃アスベスト等」とは、吹付け石綿（吹付けロックウールの内、石綿を含むものを含む。）及び

　③　使用機械類

　（交通誘導員を配置した場合は、工事日誌等にその人員数を記載する）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ許可番号　２６５０２３，２６５０２４　②　仮設物、安全措置状況及び工程写真（除却作業状況、埋設配管等及び基礎類は入念に撮影する。）
（共通仕様Ⅱ－Ｃ－３.-(10)）３．交通誘導員の配置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造期間　平成４年１０月～平成９年４月の製造品　①　解体工事着手前の現場全景、周辺及び対象建築物等の現況写真　  工事請負額が５００万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録をすること。５．工事実績情報の登録

(3) 工事写真 　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名の表示「日東石膏ボード株式会社」
（共通仕様Ⅱ－Ｃ－３.-(8)）２．防塵対策

 　 イ 日東石膏ボード(株)八戸工場 　商品名「アドラせっこうボード」(2) 前項に規定する届出手続等を行うに当たっては、届出内容について、あらかじめ監督職員に報告する。
　　への届出手続等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ許可番号　２７７０５７，２６５０２４(1) 解体工事の着手、施工、完成に当たり、関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。４．官公庁その他 　　　・発生量、搬出先名称、区分、施工条件の内容、搬出先名称、運搬距離、搬出先の種類等　　
　　（長野県建設工事入札参加資格者のうちから監督職員と協議し、委託する）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造期間　昭和４８年～平成９年４月の製造品　※ 再生資源利用促進実施書に記載する事項
　※ 請負者が同工事の許可業者でない場合は、同工事の許可を取得している者に委託する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　工場名の表示「吉野石膏ＯＹ」(2) 解体材の再資源化実施状況記録　　　収集、運搬、再生、処分、電気・機械設備等の処置及び整地等を総称していう。
　工事を行う者

　　ア　小名浜吉野石膏㈱いわき工場　商品名「タイガーボード」　　　①又は②に準ずる。ただし産業廃棄物管理票とあるを特別管理産業廃棄物管理票と読み替える。　　⑦ ｢解体工事｣とは建築物等の除却及び撤去を目的とする、仮設物設置、取壊し、解体材の分別、保管、　
(7) 機械設備（給排水管設備、消火設備、ガス設備等）及び電気設備（構内配電線等）の切替･遮断等の

・「特定廃石膏ボード」とは、次の工場で製造された石膏ボード製品が解体材となったもの。　③　特別管理産業廃棄物の場合　　⑥ ｢書面｣とは、発行年月日が記載され、署名又は捺印された文書をいう。
　
　　（物品名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・「廃石膏ボード」とは、解体材となった石膏ボードをいい、特定廃石膏ボードを除く。２．用語の定義　　　　理状況の写真）　　⑤ ｢特記｣とは、１．の(3)の①から④に指定された事項をいう。
　※再使用を前提とした取り外し

　　　イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中間処 　　結果を書面に残すことをいう。
(6) 引渡しを要する既存設備等の取扱い　　　　　　　　　　　　　　（共通仕様Ⅱ－Ａ－８.－(4)－①）

　　　ア　マニフェストに準じた解体材の種類ごとの数量集計表　　④ ｢監督職員と協議｣とは、協議事項について、監督職員と請負者等が結論を得るために合議し、その 作成　（通称　アスベスト廃棄物処理ガイドライン） （ 社 ） 日 本 廃 棄 物 対 策 協 会 (5) 杭の引き抜き　 ・有（工法　※ 設計図書による　　・　　　　　　　　　　　）　　※無　
監修厚生省水道環境部産業廃棄物対策室・建設・解体工事に伴うアスベスト廃棄物処理に関する技術指針　　②　請負者が自ら処理した場合　　　をもって了解することをいう。

(4) 整地　　　※ 除却の建築物等周囲２ｍ程度の範囲まで水はけよく地均しする　　　・　
　　　　理状況の写真）　　③ ｢監督職員の承諾｣とは、請負者等が監督職員に対し書面で申し出た事項について、監督職員が書面

建設大臣官房官庁営繕部監督課　（同指針資料１　吹付けアスベスト除去処理工事マニュアル） (3) 地上及び地下の既設配管等の処理　　　※ 設計図書による　　・　監修
建 設 省 住 宅 局 建 築 指 導 課・既存建築物の吹付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術指針１．適用基準　　　イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中間処　　② ｢請負者等｣とは、当該工事請負契約の請負者又は契約書の規定により定められた現場代理人をいう。

(2) 施設利用者登退庁等（登下校等）のための作業制限　　　・有（　　時　～　　時　）　　・無　
　　　　数量集計表　　  監督員を総称していう。　

（共通仕様Ⅱ－Ｃ－２.－(1)）(1) 作業時間　　　※ 午前８時から午後５時の間　　・　１．施工条件
　　　　（建Ⅱの場合はＢ４票を加える。）の写し、建設廃棄物処理委託契約書の写し並びに搬出解体材の　　① ｢監督職員｣とは、契約書に規定する監督職員をいい、監督員指定通知書により請負者に通知された

  　　ア　収集運搬車両ごとの産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）Ａ票、Ｂ２票及びＤ票　　本仕様書において用いる用語の定義は、次のとおりとする。３．用語の定義

　①　処理の全部又は一部を委託した場合　　及び工事写真

4．解体材処理状況記録 (1) 搬出された解体材の処理状況記録

　　④ 完成図（特に地下埋設部分等の配管類の遮断状況）
５．工事表示板 　※「長野県公共建築工事の手引」（工事現場における表示板について）のうち、監督職員の指示したもの

　　③ 解体材の再生資源化実施状況記録［詳細は4.(2)］平成５年１月１２日建設省経建発第１号 　　　建設工事公衆災害防止対策要綱建築工事編(以下｢対策要綱｣という。)

　　② 搬出された解体材の処理状況記録［詳細は4.(1)］長野県住宅部制定　　　工事現場の環境改善及び建設副産物の適正処理実施要領　　
(3) 防塵養生シートの設置　　　※ 設計図書による　　・　

　　① 監督職員の承諾を受けた施工計画書平成１０年１２月１日建設省経建発第３３３号  　　建設副産物適正処理推進要綱(以下｢推進要綱｣という。)２．適用基準
(2) 範囲、種類　　　※ 設計図書による　　・　 

(4) 解体工事のしゅん工時には、上記の記録及び次の①から⑤の書類等を同一冊子にまとめる。
  及び筋違い等により、強風にも耐えられる構造とする。

(3) 解体工事の経過の詳細を記録した工事写真を整備する。［詳細は4.(3)］　　④ 本仕様
(1) 関係法令に従い、適切な構造とする。なお、支柱は地中に十分打込んだ単管等に連結すると共に、控え４．仮 囲 い

(2) 解体工事の全般的経過を記載した書面を作成する。（工事日誌等）　　③ 図面 　　　しゅん工書類

３．工事の記録及び (1) 監督職員と協議した結果について、記録を整備する。　　② 本仕様書Ⅲ解体工事特記仕様
　構内既存施設　　 　・利用できる（※有償　　・無償）　　※利用できない３．工事用電力

　　① 現場説明書及び現場説明に対する質問回答書

　　 　イ　設備（給排水、ガス、電気、通信等）撤去計画  次の①から④の順番のとおりとし、これにより難い場合は、６．による。
　構内既存施設　　　 ・利用できる（※有償　　・無償）　　※利用できない２．工事用水

　 　　ア　地上及び地下（周辺範囲も含む）の既設構造物、既設配管等に対する施工方法（防護等）(3) すべての設計図書は、相互に補完するものとする。ただし、設計図書間に相違がある場合の優先順位は、

　　④ その他の計画(2) 本仕様書に規定する事項は以下の定めがある場合を除き、請負者の責任において履行すべきものとする。
１．監督職員事務所

 　　　キ　その他監督職員が解体材処理の適正化上必要と認め指示するもの　れたものに限る。）及び樹木等（以下「建築物等」という。）の解体工事に適用する。

  は、これに協力すること。 　　　カ　最終処分場の処理能力あるいは中間処理の再生方法及び処理能力１．適用範囲

(2) 本工事について、公共工事労務費調査、資材調査、建設副産物実態調査等県から調査依頼があった場合 　　　オ　最終処分場の案内図（中間処理にあっては中間処理施設の案内図）

(1) 暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。３．その他 　　　エ　最終処分場の許可証の写し（中間処理にあっては中間処理施設の許可証の写し）

 　　　ウ　収集運搬業の許可証の写し（収集運搬を委託する場合）
　調査の方法は設計図書による

　工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その負担は請負者とする。２．保険等　　　　　1,000万円以上の工事の場合は「リサイクル法」による再生資源利用促進計画書
　調査の有無　　　　　　　　　　　　　　※無　　　　　　　　・有８．騒音、振動調査

　　　 　リート塊、建設発生木材、建設汚泥及び建設混合廃棄物の合計が200t以上の場合又は工事規模が 　

　　⑥ 運搬経路の選定として運行上の安全と街路周辺環境に配慮する。　　　 イ　アの廃棄物のうち、建設発生土1,000m3以上若しくはコンクリート塊、アスファルト・コンク
　埋蔵文化財調査の時期　　　　　　　　　・解体工事終了後　　・解体工事途中

　　⑤ タイヤ又は車体に廃棄物を付着させたままの運搬をさせないよう、洗車、清掃を行う。 　　　ア　廃棄物として搬出される解体材の種類、数量及びその処理計画
　掘削作業時の教育委員会等の立会い　　　・有　　　　　　　　・無

　　④ さし枠装着車、不表示車等に解体材を積み込まず、また積み込ませない。 　　③ 解体材処理計画
７．埋蔵文化財調査 「周知の埋蔵文化財包蔵地」の該当　　  　・該当する　　　　　・該当しない

　　③ 積載重量制限を超えて解体材等を積み込まず、また積み込ませない。 　　　 キ　その他監督職員が安全対策上必要と認め指示するもの

　　② 廃棄物の性状に応じ、飛散、流失しない適切な構造の運搬車両を使用する。　　　 カ　緊急連絡組織計画

　　① 運搬を委託する場合は許可を得た車両を使用させ、許可証の写しを常備させる。　　　 オ　工事関係車両誘導員の配置計画

両の使用に当たっては、交通事故及び交通災害の防止に努めるとともに次の事項を遵守する。　　　 エ　関係車両通行経路図及び駐車計画図 ｛ 　・　  　 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　解体工事の施工に伴う解体材、土砂及び工事用資材等（以下「解体材等」という）を収集及び運搬する車１．収集運搬車両　　　 ウ　工事関係車両に起因する混雑・交通渋滞の防止対策(周辺道路等も含む。) ・ 特殊な廃棄物 　　廃棄物名　・　　　　　　　　　　　　・　　

　　　 イ　重機・車両災害防止、墜落飛散落下防止及び防火対策

・ 特定廃石膏ボード 　　　ア　騒音、振動及び粉塵等の防止対策 ｛・管理型最終処分場に処分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　② 安全管理計画

　経緯を監督職員に報告する。　       証等の写し及び工事担当者においては資格者証等の写し添付） ・ 廃石膏ボード ｛・管理型最終処分場に処分　・紙を除去の上、安定型最終処分場に処分｝

　　災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を最優先するとともに、二次災害の防止に努め、その５．災害時の安全確保 　　　オ　作業員名簿（下請契約がある場合は下請業者届として別途作成。また、施工業者においては許可

  除却し、場外適正処理。 　　　エ　工法及び仮設計画図（施工図、器具図等、使用機械類） ｛ ※ 安定型処分場へ処分　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

・「アスベスト成形板」　→平成１２年３月３１日、建設省営計発第４４号別紙１（現場説明書）により(2) 建設事業及び建設業のイメージアップのために、作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。 　　　ウ　現場組織図（担当者の連絡先電話番号記載）

 　　請負者の責任において速やかに修復する。 　　　イ　除却手順、作業時間、除却工法、使用機械類及び作業人員

　　　　　管理責任者の設置及び指針に基づく特定化学物質等作業主任者の選任を要する。　　　 ア　除却対象建築物等の概要、範囲 　　④ 工事関係車両の通行による道路の損傷には十分注意し、損傷が発生した場合は道路管理者と協議の上､

 　　速やかに誠意をもって対応する。　　① 施工計画 　　　注　「飛散性廃アスベスト等」にあっては、工事現場には廃棄物処理法に基づく特別管理産業廃棄物

　解体工事の着手に先立ち、次の内容を記載した施工計画書を作成し、監督職員の承諾を受ける。 　　③ 近隣家屋等には損傷を与えないよう十分注意し、損傷が発生した場合は監督職員と協議するとともに､ ｛・別途発注　・指針に基づく適切な施工業者に再委託｝２．施工計画書

 　　る。 　　　　指針（この項で以下「指針」という。）に基づく除去処理工法により除去し、場外適正処理。

　成し、監督職員に提出する。 　　② 解体工事に関して、近隣住民等から説明の要求又は苦情があった場合は、直ちに誠意をもって対応す 　・「飛散性廃アスベスト等」　→１．適用基準中の「既存建築物の吹付けアスベスト粉じん防止処理技術

 　　かじめその内容を監督職員に報告する。 ｛・施設管理者が集積済　・請負者が取り外し　｝(3) 監督職員の指示を受けた場合は、実施工程表の補足として、週間又は月間工程表、工種別工程表等を作

　・ ＰＣＢ使用部品、廃ＰＣＢ等､ＰＣＢ汚染物→施設管理者が保管する。　ないよう適切な措置を講ずる。 　　① 近隣住民等と解体工事の施工上必要な事前説明（工事概要に関する）及び折衝を行うものとし、あら

　督職員に報告する。 ｛・施設管理者が対処　・　 　　　　　　　　｝　・ 廃油、廃酸、廃アルカリ(2) 実施工程表の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員と協議するとともに、各種工程等に支障が

(1) 解体工事の施工に当たっての近隣等との折衝は次による。また、その経過について記録し、遅滞なく監４．近隣住民対応等 ・ 特別管理産業廃棄物(1) 解体工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。１．実施工程表
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※9解体工事仕様書 NS A-10

長野県駒ケ根市下平2901-7  他

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※9S=1/2000

国道153号線

大田切川

至　宮田

飯田線

大田切橋

大田切駅

至　飯田

西駒郷 駒ヶ根病院

駒ヶ根自動車学校

位 置 図

N

配 置 図 S=1:2000

市道
下街道本線

グランド
体育館

会館 管理棟

ひまわり棟

プール

市道　下街道本線

サクラ棟

すずらん棟

増築部分

申請建物

7
,
30

0

敷地境界線

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

敷地境界線

6,000

敷
地
境
界
線

延焼の恐れのあるライン

延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
ラ
イ
ン

延焼の恐れのあるライン

3
,
0
00

N
4.

5
00

ｍ

既存建物１
既存建物２

既存建物３

既存建物４

既存建物５

既存建物６

建築概要書

1．工事名称

2．工事場所

西駒郷　駒ケ根日中支援1号棟便所他増築工事

3．主要用途 児童福祉施設等　障害者支援施設

4．工事種別 増築

5．敷地面積

6．構造

7.規模

8．地域・地区　 都市計画区域　無指定

許容容積率　200%　許容建ぺい率　60%

9．防火地域 なし

10．地区計画 なし

11．耐火性能 準耐火構造（ロ準耐-2）：申請建物

12. 日影規制 なし

13. 斜線制限 道路斜線 1.25

建築面積 24.08m2 16.56m2 31.36m2 10.22m2 13.09m2

13.09m210.22m231.36m216.56m224.08m2延床面積

既存部分：RC造・一部Ｓ造増築部分：S造

申請建物（訓練棟）

計 RC造

平屋建て

既存建物１（ボイラー室） 既存建物２（便所棟） 既存建物３（ポンプ室） 既存建物４（物置） 既存建物５～６（物置）

軽量Ｓ造（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ）

平屋建て平屋建て

軽量Ｓ造（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ）RC造

平屋建て

RC造

平屋建て

隣地斜線 1.25 +20ｍ

合計

配置図・位置図・建築概要書 A-11

33.62m2

33.62m2 1,720.01m21,686.39m2

1,603.48m21,569.86m2 1,698.79m2

1,815.32m2

計画容積率　22.98%　計画建ぺい率　21.50%

3,000 3,
00

0

3,000

平屋建て（S42年8月建設）平屋建て

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事

長野県駒ケ根市下平2901-7の一部
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■仮設間仕切：LGS100+PB12.5　H=2,750

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/100仮設計画図 A-12西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※9

敷地面積算定図 S=1:800

N

S=1/800敷地面積算定図

1 123.47

4.
50

2229.27 4.
5
0

3

118
.98

64
.9
4

4
118.98

54.48

1 123.47 4.50 555.6150 277.80750

2 229.27 4.50 1,031.7150 515.85750

3 118.98 64.94 7,726.5612 3,863.28060

4 118.98 54.48 6,482.0304 3,241.01520

合       計 7,897.96080

敷 地 面 積 7,897.96 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

A-13西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事
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床面積　計算表（申請建物）

面          積高      さ底      辺番号

A

B

C

D

E

16.550

備          孝

43.500 719.925

54.300 13.800 749.340 ≦1,500㎡

11.100 5.700

2.700 5.975

2.700 6.000

2.060

7.100 4.300 30.530

計

計

≦1,500㎡

1.500F

G

16.200

16.133

63.270

1,564.868

3.090

33.620

33.62m2

面積区画①：A=719.925㎡

面積区画②：B～G=875.473㎡

面          積高      さ底      辺番号

A

B

C

D

E

16.550

備          孝

43.500 719.925

54.300 13.800 749.340

11.100 5.700

2.700 5.975

2.700 6.000 16.200

16.133

63.270

床建築面積　計算表（申請建物）

1

2

3

4

5

6

43.500 0.625

19.050 0.625

21.750 0.625

16.350 0.650

35.250 0.650

54.300 0.650 35.295

22.913

10.628

13.594

11.906

27.188

2.060

7.100 4.300 30.530

計

1.500F

G

3.090

33.620

申請建物　既存部分　建築面積 1,686.39m2
計 1,686.392

33.62m2申請建物　増築部分　建築面積

申請建物　　　　　　建築面積

申請建物　既存部分　床面積

申請建物　増築部分　床面積

申請建物　　　　延べ床面積

1,720.01㎡

1,569.86㎡

1,603.48㎡

既存部分 増築部分

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/200建物面積算定図 A-14西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※

外 部 仕 上 表

部 位部 位 備 考 備 考

屋　　　　根

内 部 仕 上 表

室　名備 考室　名階

根　 廻 　り

建 具

外　　　　壁

軒 天

樋

そ の 他

軒樋：ｶﾗｰ鉄板150φ/2

縦樋：VU100　OP塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

凡　　例特　記　事　項
塗　装 － ＳＯＰ ・・・合成樹脂調合ペイント３回塗り

　　　　　　ＥＰ ・・・合成樹脂エマルジョンペイント３回塗り

　　　　　　ＶＥ ・・・塩化ビニル樹脂エナメル３回塗り

　　　　　ＦＵＥ ・・・フッ素樹脂エナメル３回塗り

　　　　　ＷＰＳ ・・・浸透性クリヤー２回塗り（拭取り共）オスモカラー同等品

          　ＵＣ ・・・ウレタン樹脂ワニス３回塗り

          　ＣＬ ・・・クリヤラッカー３回塗り（３分艶）

          　ＯＳ ・・・オイルステイン２回塗り

          ＯＳＯ ・・・キシラデコール３回塗り

           　Ｗ  ・・・ワックス拭き

廊 下

男子便所

女子便所

手 洗 室

渡り廊下

■　構造仕様 ・準耐火構造（ロ準耐-2）

・化粧ＰＢ　t=9.5(不燃)･･･NM-0441,NM-0530、化粧ＰＢt=9.5（準不燃）･･･QM-9824,QM-0172

・ロックウール吸音板 t=9.0･･･NM-8599、ケイカル板ｔ＝6.0･･･NM-8578

・ｱｸﾘﾙ吹付ﾀｲﾙ（準不燃材料）･･･ QM-9813

■　内装制限材ﾘｽﾄ

・ＰＢ t=12.5（不燃）･･･NM-8619、ＰＢ t=9.5（準不燃）･･･QM-9828

・耐水ＰＢ（準不燃）ｔ=9.5･12.5･･･QM-9826

ガラスクロス貼りt=50･･･NM-8606

・塗装ＥＰ･･･（基材同等）第0001号、Ｖクロス･･･（基材同等）準不燃認定品以上　（一部：不燃認定品）

S=NS

玄 関

職 員 室

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張　t=2.0

h=100

±0

±0

廻 り 縁(基準ＦＬよりの

床仕上レベル

　レベルを示す)

天井高
天 井

壁巾　木床

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ
±0

±0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

木製　OP塗装
2,700

h=100

木製　OP塗装
2,700

h=100

木製　OP塗装
2,700

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ h=100

木製　OP塗装
2,700

塩ﾋﾞﾀｲﾙ張　t=2.0

塩ﾋﾞﾀｲﾙ張　t=2.0

h=100

木製　OP塗装

一部　ﾓﾙﾀﾙ下地　EP塗装

一部　木下地　合板張t=6　OP塗装
2,700

ﾓﾙﾀﾙ下地

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

h=100

ﾀｲﾙ貼

腰　100□ﾀｲﾙ貼

上部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

ﾓﾙﾀﾙ下地

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

h=100

ﾀｲﾙ貼

腰　100□ﾀｲﾙ貼

上部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

ﾓﾙﾀﾙ下地

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

h=100

ﾀｲﾙ貼

腰　100□ﾀｲﾙ貼

上部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

-30

-30

-45

-45 2,500

2,500

2,485

一部　ｽﾚｰﾄ表し

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ張　t=2.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ｺﾃ　磁器質ﾀｲﾙ貼り

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　合板張t=6　OP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

１　階

食堂（休憩室）

鉄骨下地 木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｲﾝｸﾞ22kg敷き込み　大波ｽﾚｰﾄ葺き
の上　折板葺き　（ｶﾊﾞｰ工法GL鋼板　t=0.6）

鉄骨表しOP塗装　木毛ｾﾒﾝﾄ板表し　一部GL鋼板表し

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0
±0

h=100

木製　OP塗装

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

±0±0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ h=100

木製　OP塗装
2,700

塩ﾋﾞﾀｲﾙ張　t=2.0

±0
h=100

木製　OP塗装

一部　ﾓﾙﾀﾙ下地　EP塗装
2,700

±0
h=100

木製　OP塗装

保 健 室
一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

±0±0
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ h=100

木製　OP塗装
2,700

塩ﾋﾞﾀｲﾙ張　t=2.0

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装
静 養 室

職員便所

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ下地 h=100

ﾀｲﾙ貼ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 上部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗
2,715-15

h=100

木製　OP塗装
-15 2,250湯 沸 室

±0±0
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ h=100

木製　OP塗装
2,700

塩ﾋﾞﾀｲﾙ張　t=2.0

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装
音 楽 室

作業支援室

１～５

3,200
一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

±0
h=100

木製　OP塗装

±0
h=100

木製　OP塗装

美術準備室
一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ
一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

3,200

3,200

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0
±0

h=100

木製　OP塗装
3,200

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

±0
h=100

木製　OP塗装

±0
h=100

木製　OP塗装

±0
h=100

木製　OP塗装
2,650

前 室
一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装
2,615

2,615
一部　PBt=12.5　OP塗装

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装
倉庫６

木製　OP塗装

h=100
±0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

倉庫５ 3,200

3,200
一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

一部　PBt=12.5　OP塗装

±0
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ h=100

木製　OP塗装
2,700

塩ﾋﾞﾀｲﾙ張　t=2.0

一部　ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ　EP塗装

倉 庫

１・４・５

倉 庫

２・３

一部　PBt=12.5　OP塗装

一部　合板張t=6　OP塗装

一部　100□ﾀｲﾙ貼

一部　ﾓﾙﾀﾙ下地　EP塗装

一部　合板張t=6　OP塗装

腰　100□ﾀｲﾙ貼

作業支援室６

食堂（休憩室）

多目的ホ－ル

廊 下

男子便所

女子便所

手 洗 室

渡り廊下

玄 関

職 員 室

保 健 室

静 養 室

職員便所

湯 沸 室

音 楽 室

作業支援室

１～５

美術準備室

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

前 室

倉庫６

倉庫５

倉 庫

１・４・５

倉 庫

２・３

作業支援室６

多目的ホ－ル

食堂（休憩室）

食堂（休憩室）

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

PB　t=9.0張　EP塗装

PB　t=9.0張　EP塗装

化粧PB　t=9.5張

ｹｲｶﾙ板　t=6.0張　OP塗装

ｹｲｶﾙ板　t=6.0張　OP塗装

ｹｲｶﾙ板　t=6.0張　OP塗装

石綿板　t=4.0　EP塗装

木製　OP塗装 化粧PB　t=9.5張

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

化粧PB　t=9.5張

木製　OP塗装 化粧PB　t=9.5張

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装 化粧PB　t=9.5張

耐水合板張　OP塗装

吸音ﾃｯｸｽ張

化粧PB　t=9.5張

木製　OP塗装

木製　OP塗装

化粧PB　t=9.5張

化粧PB　t=9.5張

木製　OP塗装 化粧PB　t=9.5張

木製　OP塗装

木製　OP塗装

木製　OP塗装

化粧PB　t=9.5張

化粧PB　t=9.5張

化粧PB　t=9.5張

化粧PB　t=9.5張木製　OP塗装

木製　OP塗装 化粧PB　t=9.5張

吸音ﾃｯｸｽ張

9既存部分　仕上表 A-15

ｱﾙﾐｻｯｼ（延焼の恐れある部分：防火設備）

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事

一部　ALC版　t=50（渡り廊下　延焼の恐れある部分） （PC30NE-9080）　吹付ﾀｲﾙ（ｽﾀｯｺ）  

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾘｼﾝ吹付 一部：鉄骨下地 木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｲﾝｸﾞ22kg敷き込み　大波ｽﾚｰﾄ張

一部　ALC版　t=35（渡り廊下　延焼の恐れある部分以外） （不燃：建設省告示第1400号 ）　吹付ﾀｲﾙ（ｽﾀｯｺ）  



5.600ｍ

R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=NS 9

渡り廊下

±0

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

±0

±0

±0

外 部 仕 上 表

部 位部 位 備 考 備 考

屋　　　　根

内 部 仕 上 表

室　名廻 り 縁(基準ＦＬよりの

床仕上レベル

　レベルを示す)

備 考天井高
天 井

壁巾　木床室　名階 区分

仕上

下地

根　 廻 　り

建 具

塗装型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

外　　　　壁

軒 天

樋

そ の 他

凡　　例特　記　事　項

LGS地組

仕上

下地

塩ﾋﾞ製

【建築材料】 【区分】 【備考】

接着剤共

接着剤共

接着剤共

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

・合板類

・接着剤 Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

・接着剤 Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

・ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

・ﾎﾟﾘ･ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・塗装材

■　シックハウス対策について　　※下記の建築材料を使用すること■　仕上材仕様 塗　装 － ＳＯＰ ・・・合成樹脂調合ペイント３回塗り

　　　　　　ＥＰ ・・・合成樹脂エマルジョンペイント３回塗り

　　　　　　ＶＥ ・・・塩化ビニル樹脂エナメル３回塗り

　　　　　ＦＵＥ ・・・フッ素樹脂エナメル３回塗り

　　　　　ＷＰＳ ・・・浸透性クリヤー２回塗り（拭取り共）オスモカラー同等品

          　ＵＣ ・・・ウレタン樹脂ワニス３回塗り

          　ＣＬ ・・・クリヤラッカー３回塗り（３分艶）

          　ＯＳ ・・・オイルステイン２回塗り

          ＯＳＯ ・・・キシラデコール３回塗り

           　Ｗ  ・・・ワックス拭き

■　断熱材仕様

■　構造仕様

■　内部壁下地仕様

・化粧ＰＢ　t=9.5(不燃)･･･NM-0441,NM-0530、化粧ＰＢt=9.5（準不燃）･･･QM-9824,QM-0172

・ロックウール吸音板 t=9.0･･･NM-8599、ケイカル板ｔ＝6.0･･･NM-8578

・ｱｸﾘﾙ吹付ﾀｲﾙ（準不燃材料）･･･ QM-9813

・塗装ＥＰ･･･（基材同等）第0001号、Ｖクロス･･･（基材同等）準不燃認定品以上　（一部：不燃認定品）

・高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg　t=155（ｱｸﾘｱﾏｯﾄ同等）

・床：ｼｰﾄ類　は全て防炎品としﾗﾍﾞﾙを貼ること。

・間仕切壁は木造　Ｗ＝105とする。

■　内装制限材ﾘｽﾄ

・ＰＢ t=12.5（不燃）･･･NM-8619、ＰＢ t=9.5（準不燃）･･･QM-9828

・耐水ＰＢ（準不燃）ｔ=9.5･12.5･･･QM-9826

■　下地処理

・塗装工事共下地処理を入念に行うこと。塗装工事はｻﾝﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ工程を入れること。ﾒｰｶｰ仕様のあるものは仕様による。

ガラスクロス貼りt=50･･･NM-8606

１　階

廊 下

多目的

トイレ１

多目的

トイレ２

脱衣室

浴 室

仕上

下地

GL鋼板表し

ｱﾙﾐｻｯｼ住宅用(半外付)、網戸　一部防火設備

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ（一部補修）

ﾊﾞｽﾕﾆｯﾄ

±0

±0

±0

ｿﾌﾄ巾木

h=75

床材巻上げ

床材巻上げ

ｿﾌﾄ巾木

h=75

ｿﾌﾄ巾木

h=75

-

PB　t=12.5　EP塗装

LGS90　一部　Mﾊﾞｰ下地組

LGS90　一部　Mﾊﾞｰ下地組

PB　t=12.5（一部屋根裏迄）+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

LGS90　一部　Mﾊﾞｰ下地組

PB　t=12.5（一部屋根裏迄）+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

耐水PB　t=12.5　EP塗装

塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製

LGS地組

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　（ｼﾞｮｲﾅｰ）t=6.0　EP

LGS地組

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　（ｼﾞｮｲﾅｰ）t=6.0　EP

LGS地組

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　（ｼﾞｮｲﾅｰ）t=6.0　EP

既存のまま

2,100

-- -

廊 下

多目的

トイレ１

多目的

トイレ２

脱衣室

浴 室

渡り廊下

-

天井点検口　450□

ｱﾙﾐEXP･Jｶﾊﾞｰ　50（壁-壁、天井-天井）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：壁共材　笠木：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ　t=20　W=150

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：壁共材　笠木：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ　t=20　W=150

天井点検口　450□

棚　ﾗｲﾆﾝｸﾞ：壁共材　笠木：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ　t=20　W=150

ｱﾙﾐEXP･Jｶﾊﾞｰ　50（外壁　壁-壁ｺｰﾅｰ、屋根　水切り）

・天井：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg　t=155 充填　壁：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg t=90

・床下：ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30敷き込み

・準耐火構造（ロ準耐-2）

2,400

2,400

2,400

2,400

h=150

h=150

縦樋：VU75（ｶﾗｰ）

水切り・雨押え　GL鋼板t=0.4（片側EXP・J）

　

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

LGS90　一部　Mﾊﾞｰ下地組

PB　t=12.5（一部屋根裏迄）

軒樋：GL鋼板

化粧破風　h=300 ｷｬﾉﾊﾟﾈGH300同等
KBﾊｾﾞ300折板　H90　ﾊｾﾞ

AZ超芯V200同等

ﾓｴﾝｴｸｾﾗｰﾄﾞ16
ｸﾞﾗﾝｽﾊﾟｯｸ60同等
（QM-0639）
（PC030BE-9202）

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16  　透湿・防風・防水シート 通気留付金物

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

（接続部分）

PB　t=12.5+9.5　両面張（建告第1358号）　EP塗装

LGS65　下地組
一部：強化PB　t=21.0+21.0　片面張（FP-060NP-0497）　EP塗装 2,700

化粧PB　t=9.5

ｺｰﾅｰ役物共　雪止金具（羽型　1段）
　GL鋼板　t=0.8同等　ﾌﾈﾝｴｰｽ貼りt=4 ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ・換気面戸・軒先見切り

付属水切り・付属通気見切縁・ｺｰﾅｰ・ｼﾞｮｲﾝﾄ役物

一部　折板　ﾙｰﾌ66ﾊｾﾞ　GL鋼板　t=0.6同等　ﾌﾈﾝｴｰｽ貼りt=4 ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ・換気面戸・ｴﾌﾟﾛﾝ面戸・止水面戸・軒先見切り 水上包み

建物廻り：山砂敷き込み　建物廻りL=1.0m　t=100　転圧共

既存（渡り廊下）一部外壁　ALC板t=50屋根裏迄（PC30NE-9080）　吹付ﾀｲﾙ（ｽﾀｯｺ）

小屋裏換気口：SUS製丸型ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ100φ　ｶﾞﾗﾘ付　2ヶ所　（延焼の恐れある部分：防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ付　2ヶ所）

A-16西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事

4.300ｍ

5
.
6
0
0
ｍ

既存建物１

A

面          積高      さ底      辺番号

A 4.300 5.600 24.080

計 24.080

床・建築面積　計算表（既存建物）

既存建物１　床・建築面積 24.08㎡

既存建物２

A

7
.
20
0
ｍ

2.300ｍ

面          積高      さ底      辺番号

A

計

床・建築面積　計算表（既存建物）

7.2002.300 16.560

16.560

16.56㎡既存建物２　床・建築面積

面          積高      さ底      辺番号

A

計

床・建築面積　計算表（既存建物）

既存建物３

5
.
6
0
0
ｍ

5.600 5.600 31.360

31.360

31.36㎡既存建物３　床・建築面積

面          積高      さ底      辺番号

A

計

床・建築面積　計算表（既存建物）

2
.
8
8
0
ｍ

3.550ｍ

既存建物４

既存建物４　床・建築面積

3.550 2.880 10.224

10.224

10.22㎡

2
.
8
40
ｍ

2.170ｍ

既存建物５

面          積高      さ底      辺番号

A

計

床・建築面積　計算表（既存建物）

A

A

A

面          積高      さ底      辺番号

A

計

床・建築面積　計算表（既存建物）

既存建物５　床・建築面積

2.170 2.840 6.163

6.163

6.16㎡

2
.
9
5
0
ｍ

2.350ｍ

A

既存建物６

既存建物６　床・建築面積

N

2.350 2.950 6.933

6.933

6.93㎡

増築部分仕上表・既存建物面積算定図

一部　Mﾊﾞｰ下地組 一部　LGS90　

PB t=12.5+9.5両面張（建告第1358号）EP塗装

一部　PB t=12.5+9.5両面張　下地

一部　PB t=12.5+9.5両面張　下地

一部　PB t=12.5+9.5両面張　下地

・高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg t=105 （ｱｸﾘｱﾈｸｽﾄ同等）
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16,200 5,400 10,800

54,000

5,400 13,500 2,700

廊 下

作業支援室２

前 室

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

職 員 室

保健室

音楽室

作業支援室１

作業支援室３

作業支援室４作業支援室５

便所棟

多目的ホ－ル

支援室６

美術準備室

玄 関

静養室 倉庫１

倉庫２

倉庫３

10,800 10,800

倉庫４

倉庫５

倉庫６

倉庫７

食堂（休憩室）

5
,4

00

9,
07

5

物置

物置

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ・消火栓ポンプ室

8,100 2,700

渡り廊下

5
,7
00

1
50

15
0

渡り廊下

ボイラー室

食堂（休憩室）

21,600
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5
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5
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5
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1
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0

1
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0

物置

15
0

15
0

150150

15
0

15
0

1
3
,
8
0
0

54,300

1
3,

80
0

150

150 150

43,500

43,200

N

既存建物１

既存建物２

既存建物２

既存建物３

既存建物４

既存建物６

既存建物５

X1 X2

Y1

Y2

Y1A
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脱衣室

多目的

EXP･J

廊 下 トイレ２

浴 室
多目的
トイレ１
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3,
0
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4
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2,400 2,400 2,300
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2
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2
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2
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1
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0
0

2,700
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増築部分既存部分

消火器
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件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/200申請建物　平面図 A-17西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



東 側 立 面 図

南 側 立 面 図

北 側 立 面 図

S=1:200

S=1:200

S=1:200

作業支援室１ 作業支援室５廊下
多目的ホ－ル

断 面 図 S=1:200

廊下 脱衣室

増築部分既存部分

増築部分 既存部分

Y1 Y2

Y1 Y2

X1 X2

X1 X2

3
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6
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0
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5
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3
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4
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4
,
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5

7
,
8
2
0
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4
4
5

▽FL

▽ﾄﾗｽ上面▽ﾄﾗｽ上面

▽FL

▽最高高さ

4
2
0

2
,
6
4
5

8
0
0

1
,
8
0
0

3
,
2
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0

6
0
0

2
,
7
0
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1
0
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2
,
7
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0
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件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/200 9申請建物　立面図・断面図 A-18西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



男子便所
手 洗 室

手 洗 室

女子便所

5,
4
00

倉庫１ 倉庫４
倉庫５

物

入

職員便所

作業支援室５

物

入
作業支援室５

支援室６

前 室

多目的ホ－ル 食堂（休憩室）

渡り廊下

渡り廊下

8,100 2,700

3,000
3
,
0
0
0

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

多目的トイレ２

多目的トイレ１

廊下

脱衣室
浴 室

N

7,100

便所棟

EXP･J

2,400 2,3002,400

2
,5

00
1
,8

00

4,800 2,300

7,100

2,
08

0
2,

22
0

4,
3
00

3
,0

00

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

防火設備（常閉）

準耐火構造：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）

令126条2第2項の区画
EXP･J

1,500

令114条の区画

X1 X2

Y1

Y2

Y1A

3,000

汚 洗
棚

PH

汚

PH

外壁中心線

外壁中心線

外
壁
中
心
線

既存部分 増築部分
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件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/100増築部分　平面図 A-19西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



南 側 立 面 図 S=1:100 S=1:100西 側 立 面 図

S=1:100北 側 立 面 図S=1:100東 側 立 面 図

400

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ付

防火構造

防火設備

X1X2Y1 Y2

Y1Y2X1 X2

廊 下

Y1A

2,
10

0

増築部分既存部分

増築部分 既存部分
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※S=1/100 9 A-20増築部分　立面図西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事
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件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※

廊 下廊 下 脱衣室

1003

1003

▽軒高（水上）

▽1FL

▽GL

▽軒高（水上）

矩 形 図 １ S=1:30 S=1:30矩 形 図 ２

S=1/30

通気面戸

軒先見切り

屋根：折板　H90　ﾊｾﾞ　GL鋼板　t=0.8

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ
化粧破風　h=300　ｺｰﾅｰ役物共

換気面戸

軒先見切り

ｿﾌﾄ巾木h=75

縦樋：VU75（ｶﾗｰ）

軒先見切り

軒樋：GL鋼板

水切り・雨押え　GL鋼板t=0.4（EXP・J)

水上包み

止水面戸

ｴﾌﾟﾛﾝ面戸
ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

PB　t=12.5　EP塗装

Mﾊﾞｰ下地組

窓枠：木製　EP塗装

3,
36

0

1,800 2,500

42
0

2
,5

2
0

1
40

14
0

2
,4

00
70

42
0

2,
93

0

▽GL

▽1FL

▽GL

3
,5

0
0

2
,0

00
40

0

2,
40

0

1,
5
00

5
00

40
0

ｿﾌﾄ巾木h=75 付属水切り

2,060

4,300

Y1 Y2 Y1

塩ﾋﾞ製見切り
塩ﾋﾞ製見切り

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30敷き込み

通気留付金物

透湿・防風・防水シート

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16 壁：PB　t=12.5　EP塗装

Mﾊﾞｰ下地組

屋根：折板　ﾙｰﾌ66ﾊｾﾞ　GL鋼板　t=0.6同等

天井：化粧PB　t=9.5

LGS地組
天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0

LGS地組

壁：PB　t=12.5　EP塗装

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16

通気留付金物

透湿・防風・防水シート

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

壁：PB　t=12.5　EP塗装

Mﾊﾞｰ下地組

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

14
0

3
0

3
0

1,
30

0
1
00

12
0

30
0

8
00

2,
40

0

LGS地組

天井：化粧PB　t=9.5

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

2,
10
0

9

雪止め

ﾌﾈﾝｴｰｽ貼りt=4

一部：防火設備

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法 床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

ﾌﾈﾝｴｰｽ貼りt=4

水上面戸

3
,7

9
0

増築部分　矩計図１・２ A-21西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg　t=155 敷き込み充填

塩ﾋﾞ製見切り

Mﾊﾞｰ下地組

LGS90　EP塗装

両面PB　t=12.5+9.5　小屋裏まで

両面PB　t=12.5+9.5　小屋裏まで

防湿シート t=0.15敷き込み

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30敷き込み

防湿シート t=0.15敷き込み

2
50

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30 
ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30 

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg t=105

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg　t=155 敷き込み充填

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg t=105

一部　PB　t=12.5

（PC030BE-9202）
Mﾊﾞｰ下地組
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件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/30

廊 下

多目的トイレ２

S=1:30

2,400 2,400 2,300

2,
10
0

2
,0

00

2,
40

0

40
0

2
,0

00

2,
40

0

153

Y1 Y1

7,100

屋根：折板　H90　ﾊｾﾞ　GL鋼板　t=0.8化粧破風　h=300　ｺｰﾅｰ役物共

Mﾊﾞｰ下地組

PB　t=12.5

（一部　建告第1358号） 　

塩ﾋﾞ製見切り

塩ﾋﾞ製見切り

水切り・雨押え　GL鋼板t=0.4（EXP・J)

折板　ﾙｰﾌ66ﾊｾﾞ　GL鋼板　t=0.6同等

▽1FL

▽GL

42
0

壁：強化PB　t=21+21片面目地処理

140

防火設備（常時閉鎖）

75（北・南側壁共）

屋根：鉄骨下地　大波ｽﾚｰﾄ葺き
　　　の上　折板葺き　（ｶﾊﾞｰ工法GL鋼板　t=0.6）

外壁：ALC版　t=50
（PC302NE-9080）

天井：化粧PB　t=9.5

　　　LGS地組

天井：化粧PB　t=9.5

　　　LGS地組

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t=6.0

LGS地組

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16

通気留付金物

透湿・防風・防水シート

140 1,360

400
既存床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.0

ｼｰﾘﾝｸﾞ

LGS90

巾木：床材巻上げ　h=150

壁：PB　t=12.5+化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

9

ﾌﾈﾝｴｰｽ貼りt=4

ﾌﾈﾝｴｰｽ貼りt=4

矩 形 図 ３

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法 床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2.5　耐湿工法

増築部分　矩計図３ A-22

既存部分 増築部分

1,500

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事

両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで

両面PB　t=12.5+9.5　小屋裏まで

LGS90　EP塗装

両面PB　t=12.5+9.5　小屋裏まで

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30敷き込み

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30敷き込み

防湿シート t=0.15敷き込み

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ　t=30 

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg　t=155 敷き込み充填 高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg　t=155 敷き込み充填

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 14kg t=105



屋内被覆：PB　t=12.5 小屋裏まで
　-　防火構造：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16（PC030BE-9202）

CH=2，400

CH=2，400 CH=2，400

CH=2，400CH=2，100
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便所棟

渡り廊下

廊 下

多目的トイレ１

多目的トイレ２

脱衣室
浴 室

N

防火設備（常閉）

6.00ｍ2

6.00ｍ2

3.20ｍ2

5.10ｍ2

11.42ｍ2

令126条2第2項の区画

令114条の区画 令114条の区画

Y2

Y1

Y1A

X1 X2

3,000

3,
0
00

汚 洗
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上部AC
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0
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0
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2
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外壁中心線
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0

2,700140

90
0

900 900
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9
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延
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の
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あ
る
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分

4,
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0

2,
22

0
2
,0

80

1
,8

00
2
,5

0
0

400

3,
0
00

2,3004,800

7,100

防火設備 防火設備

2,400 2,400 2,300

7,100

140 1,360

1,500

増築部分既存部分

EXP･J

EXP･J

EXP･J

EXP･J

　-　準耐火構造以上：強化PB　t=21+21片面目地処理（FP060NP-0497）小屋裏まで

　-　準耐火構造以上：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで
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※S=1/50 9増築部分　平面詳細図 A-23西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



屋内被覆：PB　t=12.5  小屋裏まで
　-　防火構造：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16（PC030BE-9202）

2
,0

00

1,
10
0

9
00

1
9540

0

2,
40

0 2,
40
0

小屋裏：PB　t=12.5
Mﾊﾞｰ下地組

Ａ － １ 面

Mﾊﾞｰ下地組
小屋裏：PB　t=12.5

Ｂ － １ 面

2,
10
0

2
,0

002,
40
0

40
0

2,
40
0

2
,0

00

小屋裏：PB　t=12.5
Mﾊﾞｰ下地組

Ａ － ２ 面
1,

80
0

6
00

Ｂ － ２ 面

Mﾊﾞｰ下地組
小屋裏：PB　t=12.5

Ｂ － ３ 面 Ｂ － １ 面

2
,
1
9
5

両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで 両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで
両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで

両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで

脱衣室 浴 室

多目的トイレ１

廊 下

多目的トイレ２

廊 下脱衣室 多目的トイレ１ 渡り廊下

多目的トイレ１

2,400 2,400 2,300

2,500

1,500 2,400 2,400 2,300

2,500 1,800 2,500

防火設備（常閉）

X1 X2

Y2

X1 X2

Y2 Y1 Y2

（PC030BE-9202）
（PC030BE-9202）

（PC030BE-9202）

（建告第1358号）　

600 2,550

既存部分増築部分

AC

　-　準耐火構造以上：強化PB　t=21+21片面目地処理（FP060NP-0497）小屋裏まで

　-　準耐火構造以上：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで
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※S=1/50 9増築部分　展開図１ A-24西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



屋内被覆：PB　t=12.5 小屋裏まで
　-　防火構造：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16（PC030BE-9202）

2
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00
40

0

2,
40
0

2,
40
0

2,
10
0

2
,0

00

2
,0

00
40

0

2,
40
0

小屋裏：PB　t=12.5
Mﾊﾞｰ下地組

Ｃ － １ 面 Ｃ － ２ 面

Mﾊﾞｰ下地組
小屋裏：PB　t=12.5

Ｃ － １ 面 Ｃ － ２ 面 Ｃ － ３ 面

両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで

両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで

両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで

多目的トイレ２

廊 下 脱衣室

多目的トイレ１

浴室

廊 下 廊 下 脱衣室

多目的トイレ２

2,300 4,800 1,500 2,400 2,400

2,060 1,800 2,500 2,220

X1X2 X1

Y1 Y1 Y2 Y1

2,
10

0

（PC030BE-9202）

（PC030BE-9202）

増築部分 既存部分

　-　準耐火構造以上：強化PB　t=21+21片面目地処理（FP060NP-0497）小屋裏まで

　-　準耐火構造以上：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）小屋裏まで

R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/50 9 A-25増築部分　展開図２西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



男子便所
手 洗 室

手 洗 室

女子便所

5,
4
00

倉庫１ 倉庫４
倉庫５

物

入

職員便所

作業支援室５

物

入
作業支援室５

支援室６

前 室

多目的ホ－ル 食堂（休憩室）

渡り廊下

渡り廊下

8,100 2,700

3,000
3
,
0
0
0

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

1

LSD

AW
1

AW

AW

AWAW

2

3

2

2

2

シ シ

シ シ

2
シ

シ

サ サ

サ

4

5

K
1

サ

LSD LSD

LSD

LSD

多目的トイレ２

多目的トイレ１

廊下

脱衣室
浴 室

AW
6

N

7,100

便所棟

EXP･J

2,400 2,3002,400

2
,5

00
1
,8

00

4,800 2,300

7,100

2,
08

0
2,

22
0

4,
3
00

3
,0

00

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

防火設備（常閉）

準耐火構造：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）

令126条2第2項の区画
EXP･J

1,500

X1 X2

Y1

Y2

Y1A

3,000

汚 洗
棚

PH

汚

PH

外壁中心線

外壁中心線

外
壁
中
心
線

増築部分既存部分
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0
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1,195 740
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0
3
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AW
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1,
30

0
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0

AW
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0

1,
30

0

1,195

3 4 5

LSD LSD
1
K

ガ ラ ス

付 属 金 物 等

特 記 事 項

仕 上 材 料

形　　　　　状

取付場所・数量

見　　　　　込

建 具 記 号 ・ 名 称 引違い窓

70

ｱﾙﾐ　　ｶﾗ-

引違い窓

住宅用半外付（防火設備）

70

ｱﾙﾐ　　ｶﾗ-

住宅用半外付（防火設備）

多目的トイレ１ １ 脱衣室 １

ガ ラ ス

付 属 金 物 等

特 記 事 項

仕 上 材 料

形　　　　　状

取付場所・数量

見　　　　　込

建 具 記 号 ・ 名 称

１

壁収納２連引込防火設備

廊下

常時閉鎖式

自閉式上吊片引きﾌﾗｯｼｭ戸

廊下・脱衣室

錠は共通（ﾏｽﾀｰ合わせ）

自動閉止引戸金物（傾斜式）

錠は共通（ﾏｽﾀｰ合わせ）

ﾊﾝﾄﾞﾙ L=600、戸当

化粧鋼板 t0.6(扉) 鋼板t t1.6(枠)

36（扉） 150（枠）

ﾊﾝﾄﾞﾙ L=600、戸当

ｽﾁｰﾙｶﾞﾗﾘ、付属金物一式

化粧鋼板 t0.6(扉) 鋼板t t1.6(枠)

定ﾄﾙｸ式（ﾃﾞｨﾚｰﾄ）

30～（扉） 170（枠）

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

PW6.8

４

縦ｽﾍﾞり出し窓

70

ｱﾙﾐ　　ｶﾗ-

引違い窓

住宅用半外付

１浴室

70

ｱﾙﾐ　　ｶﾗ-

１廊下

住宅用半外付

引違い窓

70

ｱﾙﾐ　　ｶﾗ-

１多目的トイレ２

住宅用半外付

窯業系ｻｨﾃﾞｨﾝｸﾞ（S下地）窯業系ｻｨﾃﾞｨﾝｸﾞ（S下地）窯業系ｻｨﾃﾞｨﾝｸﾞ（S下地）窯業系ｻｨﾃﾞｨﾝｸﾞ（S下地）窯業系ｻｨﾃﾞｨﾝｸﾞ（S下地）

ｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄh=200（両面）
ｽﾁｰﾙｶﾞﾗﾘ、 ｷｯｸﾌﾟﾚｰﾄh=200（両面）

T5+A12+T5

棚板：(ｱ)25 ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ　

（可動：ﾀﾞﾎﾞ付）

造り付家具

１脱衣室

　他標準金物 　他標準金物 　他標準金物 連窓方立　他標準金物　他標準金物

網戸（SUS)　ｸﾚｾﾝﾄ（FL+1500以下） 網戸（SUS)　ｸﾚｾﾝﾄ 網戸（SUS)　 ｸﾚｾﾝﾄ（FL+1500以下）

網戸（SUS)ﾌﾘｰ枠

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ（FL+1500以下） 網戸（SUS)　ｸﾚｾﾝﾄ（FL+1500以下）

FW6.8+A12+T5 T5（型）+A12+T5 T5（型）+A12+T5FW6.8+A12+T5（強化共通）

1
,8

00

1,000 450
ｶﾞﾗﾘ

天板：(ｱ)25 ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ

背板：(ｱ)25 ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ

3,340

非常解錠装置付ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠　
大型ｻﾑﾀｰﾝ鎌錠

AW

60
0

1,
70

0

1,600

6
引違い窓

渡り廊下

ALC板35（S下地）

ｱﾙﾐ　　ｶﾗ-

70

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板　t=6

網戸　ｸﾚｾﾝﾄ

　他標準金物

住宅用半外付

１
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既存改修部分　解体平面図・改修平面図

2,
70
0

14
0

1
40

渡り廊下

渡り廊下

2,
98
0

2
,7

0
0

1
40

14
0

2
,9

8
0

600

150 6,000 5,700 6,000 150

600 2,550 2,550 600 5,400 600 2,550 2,550 600

150 6,000 5,700 6,000 150

600 2,550 2,550 600 5,400 600 2,550 2,550 600

600

250 490 6001,810

S=1:50

S=1:50既存解体平面図

増築・改修　平面図

増築部分

改築部分 改築部分

改築部分

改築部分

増築部分

改築部分

改築部分

既存壁：ﾌｧｨﾛﾝ（大波）撤去処分

既存ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ取外し処分

既存壁：ALC版　t=50　撤去処分既存壁：ﾌｧｨﾛﾝ（大波）撤去処分

既存ﾌﾞﾚｰｽ16φ取外し

既存屋根：一部　大波ｽﾚｰﾄ　撤去処分（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形版扱い　ﾚﾍﾞﾙ3）

ﾌﾞﾚｰｽ16φ取付（ﾀﾞﾌﾞﾙ）

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

既存換気扇取外し

既存扇風機取外し

既存換気扇取付け

既存扇風機取付け

既存手摺補修

既存手摺切断

既存手摺切断

既存手摺補修

既存壁：ﾌｧｨﾛﾝ（大波）撤去処分

2,550

2,550 2,550 600

Y1 Y1A

新設外壁：ALC板　t=35

既存柱：□-100×100×3.2　撤去処分

既存横胴縁：C-100×60×20×2.3切り取り

新設ｻｯｼ取付 新設ｻｯｼ取付新設ｻｯｼ取付新設ｻｯｼ取付

新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付（共通） 新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付（共通）

新設柱設置：□-100×100×3.2

新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付（共通）

OP塗装（共通）

吹付ﾀｲﾙ

OP塗装（共通）

吹付ﾀｲﾙ
新設外壁：ALC板　t=35新設外壁：ALC板　t=35

新設外壁：ALC板　t=50

新設ｻｯｼ取付

窓枠：木製　EP塗装（共通）
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既存改修部分　撤去展開図

S=1:50既存　東側　展開図

S=1:50既存　西側　展開図

増築部分

改築部分 改築部分

既存ﾌﾞﾚｰｽ16φ

既存壁：大波ｽﾚｰﾄ貼り

（既存のまま）

既存ﾌﾞﾚｰｽ16φ

既存手摺：ｽﾁｰﾙ50φ　既存のまま

既存壁：ﾌｧｨﾛﾝ（大波）撤去処分
既存ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ取外し処分

既存壁：ﾌｧｨﾛﾝ（大波）撤去処分

既存壁：ALC版　t=50　撤去処分

既存ﾌﾞﾚｰｽ16φ取外し

既存壁：ﾌｧｨﾛﾝ（大波）撤去処分

既存換気扇取外し

既存扇風機取外し

既存手摺切断

600 2,550 2,550 600 5,400 600 2,550 2,550 600 1,200

600 2,550 2,550 600 5,400 600 2,550 2,550 600 1,200

Y1

1,900

既存横胴縁：C-100×60×20×2.3切り取り

既存柱：□-100×100×3.2　撤去処分
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既存改修部分　改修展開図

S=1:50

S=1:50改修　西側　展開図

増築　東側　展開図 増築部分

改築部分 改築部分

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

既存扇風機取付け

既存手摺補修

ﾌﾞﾚｰｽ16φ取付（ﾀﾞﾌﾞﾙ）

既存換気扇取付け

600 2,550600 5,700 5,400 2,550 600 1,200

600 2,550 2,550 600 5,400 600 2,550 2,550 600 1,200

600 490 2501,810

2,
10

0

1,
67

5
67

0

Y1Y1A

新設柱設置：□-100×100×3.2

新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付（共通）

新設外壁：ALC板　t=50

新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付（共通） 新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付（共通）

新設外壁：ALC板　t=50

新設外壁：ALC板　t=50 新設外壁：ALC板　t=50

両面PB　t=12.5+9.5

OP塗装（共通） OP塗装（共通）

新設ｻｯｼ取付 新設ｻｯｼ取付 新設ｻｯｼ取付 新設ｻｯｼ取付

新設ｻｯｼ取付

窓枠：木製　EP塗装（共通） 窓枠：木製　EP塗装（共通）
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既存改修部分　改修立面図

2,
0
00

80
05,660

4
65

2,
0
00

4
65

5,900

2
,0

00
4
65

600

廊 下

西側　立面図 S=1:50

S=1:50東側　立面図

改築部分改築部分

増築部分

2
,1

00

既存大波ｽﾚｰﾄ

既存取合いｼｰﾘﾝｸﾞ

水切り：GL鋼板　t=0.3

既存取合いｼｰﾘﾝｸﾞ

ﾓﾙﾀﾙ充填

既存大波ｽﾚｰﾄ

屋根：鉄骨下地　大波ｽﾚｰﾄ葺き
　　　の上　折板葺き　（ｶﾊﾞｰ工法GL鋼板　t=0.6）

屋根：鉄骨下地　大波ｽﾚｰﾄ葺き
　　　の上　折板葺き　（ｶﾊﾞｰ工法GL鋼板　t=0.6）

既存大波ｽﾚｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ充填

既存取合いｼｰﾘﾝｸﾞ

　　　吹付ﾀｲﾙ（ｽﾀｯｺ） 　　　吹付ﾀｲﾙ（ｽﾀｯｺ）

　　　の上　折板葺き　（ｶﾊﾞｰ工法GL鋼板　t=0.6）
屋根：鉄骨下地　大波ｽﾚｰﾄ葺き

ﾓﾙﾀﾙ充填

外壁：ALC板　t=50
　　　吹付ﾀｲﾙ（ｽﾀｯｺ）

水切り・雨押え　GL鋼板t=0.4（EXP・J)

外壁：ALC板　t=35 外壁：ALC板　t=35

外壁：ALC板　t=50

外壁：ALC板　t=35
　　　吹付ﾀｲﾙ（ｽﾀｯｺ）

600 2,550 2,550 600 5,400 600 2,550 2,550 600

2,550 2,060 1,090

Y1 Y1A
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既存改修部分　既存・改修　断面図・平面詳細図
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0
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S=1:50 S=1:50既存　断面図１ 改修　断面図１

S=1:50 S=1:50

S=1:50 S=1:50既存　断面図２ 改修　断面図２

既存　平面詳細図 改修　平面詳細図

屋根：鉄骨下地　大波ｽﾚｰﾄ葺き

　　　の上　折板葺き　（ｶﾊﾞｰ工法GL鋼板　t=0.6）

　　　の上　折板葺き　（ｶﾊﾞｰ工法GL鋼板　t=0.6）

屋根：鉄骨下地　大波ｽﾚｰﾄ葺き

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

既存ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ取外し処分

既存ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ取外し処分

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

既存壁：ﾌｧｨﾛﾝ（大波）撤去処分

既存天井：化粧PB　t=9.5　撤去（仕上げ）

既存長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ撤去

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼り　t=2.5

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼り　t=2.5

（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材：ﾚﾍﾞﾙ3）

既存長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ撤去
（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材：ﾚﾍﾞﾙ3）

既存手摺補修

既存手摺切断

既存手摺補修

既存手摺切断

天井：化粧PB　t=9.5
天井点検口取付

150 4501,200 150 4501,200

2,
70

0

1
,8

00

1
,8

00

6001,200 6001,200

2
,1

00
1
5
25

4
60

2
,6

00
4
50

2
,1

002
,6

00
4
50

50
0

準耐火構造：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）

LGS100下地

LGS65下地　PB　ｔ＝12.5　EP塗装

開口補強：C-100×50×20×2.3

準耐火構造：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）

開口補強：C-100×50×20×2.3

新設外壁：ALC板　t=50

新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付

（共通）

新設横胴縁：C-100×60×20×2.3取付

窓枠：木製　EP塗装（共通）
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既存改修部分　建具キープラン

AW
5

AW
1

AW AW AW
1

AW
1

AD
22 3

AW
4

AW
4

AW

AW

AW

5

5

5

AD
1

SD
1

AW
1

脱衣室

多目的

5,
40

0
2,

70
0

5
,4

00

1
3,

50
0

16
,
20

0

5
,4

00
5
,4

00
5,

40
0

6
,3

00
5
,4

00
6
,
30

0

1
8,

00
0

5
,4

00
2,

70
0

5,
40

0

1
3,

50
0

4
7,

70
0

棚 棚

手 洗 室

手 洗 室

男子便所

女子便所

職員便所

湯沸室

棚

棚

棚

物

入

物

入

物

入

5
,4

00
5
,4

00
5,

40
0

16
,
20

0

9,
07

5
1,

7
25

16,200 5,400 10,800

54,000

5,400 13,500 2,700

43,200

廊 下

作業支援室２

前 室

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

職 員 室

保健室

音楽室

作業支援室１

作業支援室３

作業支援室４作業支援室５

便所棟

多目的ホ－ル

支援室６

美術準備室

玄 関

静養室 倉庫１

倉庫２

倉庫３

10,800 10,800

倉庫４

倉庫５

倉庫６

倉庫７

食堂（休憩室）

5
,4

00

9,
07

5

物置

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ・消火栓ポンプ室

EXP･J

廊 下 トイレ２

浴 室
多目的
トイレ１

4,800 2,300

3,
0
00

4
,3

00

2,400 2,400 2,300

3,
0
00

外壁中心線
延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

7,100

7,100

140

2
,2

20
2
,0

80

2
,5

00
1
,8

0
0

8,100 2,700

渡り廊下

140 2,700

3,000

EXP･J

渡り廊下

増築部分既存部分

ボイラー室

3,
0
00

延焼の恐れある部分

3
,0

00

外壁中心線

外
壁

間
：

5
,8
0
0

3,
00

0

外壁中心線

外
壁
中
心
線

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

食堂（休憩室）

外
壁

間
：

6
,0
1
0

3,000

外壁中心線

外
壁
中
心
線

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

延焼の恐れある部分

防

防 防 防

防

防

防

防

防 防 防

防

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

外
壁
中
心
線

外
壁
中
心
線

21,600

1
6,

55
0

1
3,

85
0

防

防

1,360

X1 X2

Y1

Y2

Y1A

N

防火設備

特定防火設備

既存建物１

既存建物２

既存建物２

既存建物３

既存建物４
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1,200

7
00

AWAW AW
1 2

80
0

1,
30

0
3
00

1,800

80
0

1,
30

0
3
00

650

1
SD

1,800

1,830

2,
10

0

1,
1
00

9
00

1,800

30
0

1,
1
00

9
00

30
0

700

AW

3
00

1,800

3

9
00

1,
10

0

AD
1

AD
2

4
AW

1,600

60
0

1,
70

0

5

既存改修部分　建具リスト

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板6→PW6.8

-

-

男・女子便所

引違い窓

ガ ラ ス

付 属 金 物 等

特 記 事 項

仕 上 材 料

形　　　　　状

取付場所・数量

見　　　　　込

建 具 記 号 ・ 名 称

１

ガ ラ ス

付 属 金 物 等

特 記 事 項

仕 上 材 料

形　　　　　状

取付場所・数量

見　　　　　込

建 具 記 号 ・ 名 称

-

-

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板6→PW6.8

-

-

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板6→PW6.8

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ・支援室６

特定防火設備

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板　t=6

　他標準金物

ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ、戸当りｺﾞﾑ
ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、 ﾗｯﾁ式ﾏｸﾞﾎｰﾙﾄﾞ

枠：135　　戸：40

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.6、防錆塗装　SOP

煙感知器連動式　　戸袋付90°
片開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

渡り廊下 １

90° 90°

-

-

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板6→PW6.8

１ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

-

-

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板6→PW6.8

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ・支援室６

-

-

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板6→PW6.8

1 ２

１支援室３

欄間付き両開き戸 欄間付き片開き戸

欄間付き引違い窓 欄間付横ｽﾍﾞﾘ出し窓 欄間付引違い戸

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ・支援室３・６ ４

　他標準金物

引違い窓

70

ｱﾙﾐ　　ｶﾗ-

網戸　ｸﾚｾﾝﾄ

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板　t=6

渡り廊下

住宅用半外付

ALC板35（S下地）

既存硝子入替（硝子押え共） 既存硝子入替（硝子押え共） 既存硝子入替（硝子押え共） 既存硝子入替（硝子押え共）

既存硝子入替（硝子押え共） 既存硝子入替（硝子押え共）

４

R6
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物置
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湯沸室

棚

棚
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物

入

物

入

5
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00
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00
5,

40
0

16
,
20

0

9,
07

5
1,

7
25

16,200 5,400 10,800

54,000

5,400 13,500 2,700

廊 下

作業支援室２

前 室

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

職 員 室

保健室

音楽室

作業支援室１

作業支援室３

作業支援室４作業支援室５

便所棟

多目的ホ－ル

支援室６

美術準備室

玄 関

静養室 倉庫１

倉庫２

倉庫３

10,800 10,800

倉庫４

倉庫５

倉庫６

倉庫７

食堂（休憩室）

5
,4

00

9,
07

5

物置

8,100 2,700

渡り廊下

渡り廊下

ボイラー室

食堂（休憩室）

21,600

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ・消火栓ポンプ室

43,200

既存建物５

既存建物１

既存建物２

既存建物２

既存建物４

N

特定防火設備ｦ示ｽ

防火設備ｦ示ｽ

出入口ｦ示ｽ

既存建物３

X1 X2

Y1

Y2

Y1A

3,000

2
,
6
0
0

2,400

2
,
6
0
0

1
,
7
0
0

2,250

　　　　　準耐火構造（ロ準耐-2）

   への遡及が緩和されていることから遡及適用されない。

　 (既存部分：既存不適格）

3）内装制限（法35条の2：建令128条3の2～128条の5）

申請建物既存部分：Ｓ４２年８月　建設　基準時床面積：1,569.86m2

脱衣室

多目的

EXP･J

廊 下 トイレ２

浴 室
多目的
トイレ１

4,800 2,300

3,
0
00

4
,3

00

2,400 2,400 2,300

3,
0
00

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

防火設備（常閉）

外壁中心線
延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

7,100

7,100

2
,2

20
2
,0

80

2
,5

00
1
,8

0
0

2,700

令126条2第2項の区画

EXP･J

3,
0
00

延焼の恐れある部分

3
,0

00

外壁中心線

外
壁

間
：

5
,8
0
0

3,
00

0

外壁中心線

外
壁
中
心
線

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

外
壁

間
：

6
,0
1
0

3,000

外壁中心線

外
壁
中
心
線

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

延焼の恐れある部分

防

防 防 防

防

防

防 防 防 防 防 防

防

防

防 防 防

防

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

外
壁
中
心
線

外
壁
中
心
線

防

防

準耐火構造：両面PBt=12.5+9.5（建告1358号）

防

防

3,
00

0

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

1,500

増築部分既存部分

防

令114条の区画

防火区画
防火区画①

防火区画② 防火区画②

防火区画①

1）防火区画（建令112条）

2）防火上主要な間仕切り（建令114条）

   法第86条の7第３項の規定により、法第36条（防火壁等の一部規定は除く）

   火気使用室のみ（準耐火建築物）

4）屋外への出口までの距離・廊下等（法35条：建令117条1、118条～126条）

   準耐火建築物→50ｍ

5）排煙設備の設置（法35条：建令126条の2第126条の3）

   建令126条の2の2にて既存部分には遡及適用されない。

   （既存部分：既存不適格）

6）非常用照明設備の設置（法35条：建令126条の4～第126条の5）

   建告1411号（居室から30ｍで出口）により居室は不要、避難廊下に設置

7）構造(建令237条の2）

   建令4号により基準時面積の1/20以下又は50㎡以下　計画建物はそれ以下

　 ≦1,500㎡ (準耐火構造）→建物面積求積表

　　　　　構造：RC造+S造（一部S造）

9R6
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男子便所
手 洗 室

手 洗 室

女子便所

倉庫１ 倉庫４
倉庫５

物

入

職員便所

作業支援室５

物

入
作業支援室５

支援室６

前 室

渡り廊下

渡り廊下

CH=2，400

CH=2，400

CH=2，400
CH=2，195

CH=2，400

8,100 2,700

必要面積 窓 有効面積
備 考床面積

(㎡)

階
必要面積

換 気 面 積　(1/20) 採 光 面 積　(1/20)

必要面積窓 窓有効面積 有効面積
室　名

(採光補正係数）

AW-4

OK OK

OK

OK

OK

■　建築基準法：開口部の検討　■

浴 室

脱衣室

多目的トイレ１

多目的トイレ２

廊 下

3.20

6.00

6.00

5.10

11.42

OK =0.32
0.16 0.365×0.90 0.01

0.12

0.10

0.12

0.22

AW-4

AW-2

AW-1

AW-3

AW-5

0.365×0.605
=0.22OK

排 煙 面 積　(1/50)：排煙設備

1.195×0.40×0.5
=0.23

1.195×0.40×0.5
=0.23

3.340×0.50×0.5
=0.83

建告第1436号四ハ（四）
（壁・天井：

不燃下地不燃仕上）

１
階

AW-4

OK

OK
0.16

AW-20.30 0.30 A=（3.0）

A=（3.0）

0.74×0.50×3.0
=1.110

0.365×0.90×3.0
=0.9855

機械換気設備
5回/h×6.0×2.4=72m3/h

　VD-13ZAVC7

2,300

6.00ｍ2

11.42ｍ2

6.00ｍ2 3.20ｍ2

5.10ｍ2

X2

Y2
3,000

3
,
0
0
0

(ｱ)

廊下 2.40

有効換気量(m3/h)

給気機 排気機
部屋名 床面積(㎡) 天井高(m) 気積(m3)

床・壁・天井 対象外 対象外

第３種換気設備 シックハウス対策

使用材料は

天井裏等を含め全てＦ☆☆☆☆とする

内装仕上部分 建具部分

床・壁・天井

床・壁・天井 対象外

対象外

対象外

対象外

2.40

換気回数０.３回/ｈ以上０.５回/ｈ未満

脱衣室

浴室

6.00

3.20

11.42

2.195

14.400

7.024

27.08

　VD-13ZAVC7

　75.00

増築部分の居室

その他の居室

(三菱)

引込戸

引込戸

引込戸

対象外

対象面積計

必要換気回数　(回/ｈ)

必要換気量　　(m3/ｈ)

有効換気回数　(回/ｈ)

[　判定　]

対象床面積合計

換気対象気積合計

有効換気量合計

【合計】

103.66

48.50420.62

増築部分面積 33.33

12.71

20.62

48.50

75.00

75.00

0.30

48.50　x  0.30=14.55

48.50/75.00=  0.64

0.30≦0.64　∴OＫ

吸気口

扉部アンダーカット

凡　例

２４時間換気対象外

排気ファン

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

72m3/h≦75m3/h

多目的トイレ１ 脱衣室

廊下

浴 室

多目的トイレ２

N

7,100

便所棟

EXP･J

2,4002,400

2
,5

00
1
,8

00

4,800 2,300

7,100

2,
08

0
2,

22
0

4,
3
00

3
,0

00

特定防火設備（随時閉鎖：煙感連動）

防火設備（常閉）

準耐火構造：両面PB　t=12.5+9.5（建告1358号）

令126条2第2項の区画
EXP･J

1,500

令114条の区画

X1

Y1

Y1A

3,000
　　 PB t=9.5+12.5両面2重張り（小屋裏まで）
　-　防火上主要間仕切を示す(114条区画）

外壁中心線

外壁中心線

外
壁
中
心
線

増築部分既存部分

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/100増築部分　法ﾁｪｯｸ図 A-36西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事
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Ｄ19

主要用途

適用は　　印を記入する。

※修正箇所は下線を引くこと

工事種別 改築増改築増築新築

構造種別

階　数

屋上付属物

高架水槽 煙　突

特別な荷重

エレベータ

倉庫積載床用

付帯工事

門塀

有増築計画 (

構造計算ルート

kN kN

N/ｍ
2

ホイストリフト

受水槽

kN

kN

人乗

擁壁

無

駐輪場 機械式駐車場

コンクリート

備　考
Fq=N/ｍｍ

品質管理強度
22

Fc=N/ｍｍ

設計基準強度 スランプ

ｃｍ

比重

比重

比重

種　類

28日

AE混和材

水道水

砂利

砂

普通

普通

普通

普通

普通

普通

軽量

軽量

軽量

押えコンクリート

柱・梁・床・壁

基礎・基礎梁

呼び強度を保障する材齢

混和材の種類

水の区分

租骨材の種類

細骨材の種類

地下水

砕石

山砂

56日

高性能AE混和材

工業用水

人口

人口

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚

高強度せん断補強筋

異形鉄筋

丸　　鋼

種　類

種　類

SS400

BCR295

SM400 SN400 A ･ B ･ C

STKR490

SM490A SN490 B

BCP235

SN490 C

SSC400

使用箇所

継手工法

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

( )

使用箇所径

16以下

19以上

無

無

無

無

備　考

有

有

有

有

現場溶接

高力ボルト

普通：

中ボルト

(認定品

高力ボルトすべり係数試験 要 否

要 否

アンカーボルト

頭付スタッドボルト

特殊デッキプレート

折　版

デッキプレート

キーストンプレート

型式

型式

Ｈ＝

建築場所

)

適 用 箇 所

高力ボルト導入張力確認試験

厚

厚

厚

mm

mm

mm

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

有 （ 敷地

ｽｴｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験掘(支持層の確認)

資料有り 調査計画調 査 項 目

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

資料有り 調査計画

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

資料有り 調査計画調査項目 調査項目

地盤調査資料と調査計画

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画があるものに○を記入する。

40

土　質
深

度 10 20 30 50 60

標準貫入試験
値

調査地番

位置図

備考

孔内水位

支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

近隣データの調査地番と

設計地番とは約　　ｍの

距離がある

ボーリング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）

直接基礎

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

Ｎ

ＲＣ

ＰＨＣ

鋼管

)

)

コンクリート

ＳＣ杭

Ｈ鋼

摩擦杭

ＰＲＣ (

( Ｃ種Ｂ種Ａ種

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種

ＰＨＣ

鋼材 SS400

打ち込み

埋込み（セメントミルク工法）

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

拡底杭

ミニアース

ＢＨ

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

有 無 打ち込み 載荷

本　数杭　径 設計支持力 杭の先端の深さ

( ) (

手掘

機械掘

深礎

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　考

号

日月年

号

日

第

年 月

認定

N/mm
2

セメント量 ㎏/m
3

スランプ

鉄　筋 主筋

HOOP

SD

SD

場所打ち

コンクリート杭

・ ・ ・ 孔壁測定 ) 本

(mm) (kN) (m) 特記事項

本標準仕様及びコンクリート構造配筋標準図は、コンクリートの設計基準強度

（ Fc ）が36N/㎜　以下に適用する。2

コンクリート

耐久設計基準強度　Fd 一般 標準 長期

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

セメントは、JIS R5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、

養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究

センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を

一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同

一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

は、現場水中養生、

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関しては、標準図に記載されている事項を

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体 (JASS 5T-603)

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

150m
3

150m
3

また、打ち込み量が　　　をこえる場合は　　　ごとまたは、その端数ごとに一回を標準

とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を

採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのう

ち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリート

の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コン

クリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続

25C中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が　　未満の場合は150分以内、 25C 以上の場

合は　　分以内とする。120

鉄　筋

施行は、標準図に記載されている事項

高強度せん断補強筋は、JIS G3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

を除き、JASS 5による。

型　枠

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

箇所を超えるときは、　　箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

　　試験機関名

　　代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

定着長さ

は「鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　　」または「壁式鉄筋コンクリート構造

配筋標準図　　　」による。

(1) (2)

(1) (2)

Ｄ19　　未満は、すべて重ね継手とする。継手（　　以上）をガス圧接とする場合は、

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと (200

200

外観検査　　有　　無、

(HOOP)

超音波探傷試験　　有　　無引張試験　　有　　無、

柱の帯筋　　　　の加工方法は、　Ｈ型（タガ型）　Ｗ型（溶接型）　Ｓ型（スパ

イラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京

都取扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

（都知事登録　　　　　　号）

材料　　合板厚　　　を標準とする。12m/m

型枠存置期間

施行 ＪＡＳＳ５による。

せ　き　板 支　　柱

早強ポルト 早強ポルト 早強ポルト 早強ポルト普通ポルト 普通ポルト 普通ポルト

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下部位

種類

セメント

の種類
高炉セメント高炉セメント高炉セメント 普通ポルト

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種Ａ種Ａ種

注）１

注）２

注）３

注）４

注）５

注）６

片持ばり、庇、スパン　　　以上のはり下は、工事監理者の指示による。

大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

行わない。

支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

コンクリート

の圧縮強度

-

ク
リ

ト

コ
ン

(日)

令

の
材

以上

未満５Ｃ

温

気
均

平

存

置

の

間

期

Ａ種

2 3 4 6 8 17 28

28

28

25

28

65

85

3

10

10

16

12

15

85 100％ ％
5.0N/mm

2

鉄骨工事は指示のない限り下記による

製作工場

材料規格証明書または試験成績書

社内検査表

　　高力ボルト 　　特殊ボルト

　　製作要領書 　　工作図 　　施工計画書

現寸検査

建方検査

　　組立・開先検査 　　製品検査

（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

　　鋼材

工事監理者の承認を必要とするもの

工事監理者が行う検査項目

接合部の溶接は下記によること

接合部の検査

日本建築学会　　　　　「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

「ＳＡＳＳ６」

都登録 Ｔ１ Ｔ２ Ｔ３ランク）

頭付スタッド

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作規準、同解説

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施行編」

注1)現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100%行うこと。

注2)知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

内質検査 示温塗料塗布硬さ試験

高力ボルトは「　　　　　　の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが　　以上である場

合は、赤さびは発生しないままでよい。

50S

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序

は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは一次。二次締めとする。

どを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

防錆塗装

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

部分とする。錆止めのペイントは、

を使用して、4つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

設備関係7.

耐火被覆の材料

8. その他

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

　　以上とする。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

5cm

1.建築物の構造内容

2.使用構造材料一覧表

3. 地　盤

4. 地業工事

5.鉄筋コンクリート工事 6.鉄骨工事

無有

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(７)

(８)

(９)

(10)

(１)

(２)

(３)

(５)

(４)

(６)

(１)

(２)

(１) (１)

(２)

(３)

(７)

(６)

(５)

(４)

(３)

(２)

(１)

近隣 ） 無　（調査計画　　　有　　　無）

ＧＬ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

0

ＰＲＣ

Fc

（施行方法等計画書）

検　査　箇　所

完全溶込み溶接部

(突合せ溶接)

備　考

第三者検査機関名

超音波探傷試験

検　査　方　法
検査率又は検査数

マクロ試験・その他

第三者社　内

個

個

個

個％

外観検査（※）

外観検査（※） 個

個

個

個

個％

個

個

個

個

個％

個

内質検査（注）

（都知事登録　　　　　　号）

※平成12年建設省告示
第1464号第ニ号による

（目視及び計測）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行

させるために自ら契約した検査会社をいう。

溶接金網

ナット（

ナット（ シングル、

シングル、 ダブル）

ダブル）

使用箇所（ 柱 小梁）大梁

使用箇所（ 柱 小梁）大梁

（施行方法等計画書）
構造設計特記仕様

QL-99-50

鉄筋は　　　　　　　の規格品を標準とする。

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

(注)必要となる建築物の場合に実施する。

スミ肉溶接部

JIS B1186

認定または登録工場（大臣認定

100％

100％

100％

100％ 100％

30％

30％

30％

ＧＬ－　ｍ

100 120 150 190

STKN400B

小梁・大梁・ＰＬ

 )  )

深さ m、 支持層－

杭基礎(２)

　ベタ基礎　　　布基礎　　　独立基礎

載荷試験

試験掘　　有　　無

有 無

１５Ｃ

５Ｃ～１５Ｃ

工事監理者

STKR400

30％

ｔ

H・M・R・J グレード

Ｉ、　ＩＩ、　ＩＩＩ、　ＩＶ、　Ｖ、　ＶＩ、　ＶＩＩ、　ＶＩＩＩ、　ＩＸ

除き公共建築工事標準仕様書 平成25年度版(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

1818

18

18

18

18

ABR400

SD490 30

玉石混じり砂礫 長期許容支持力度 kN/m
2

ＪＩＳ Ｇ３１１２

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘ-ﾄ

GL-

捨てコンクリート

土間コンクリート

21・24 24・27

大梁・ダイヤフラム

16

SM490A 認定第 TACP-0635

JIS K5674

１両方向ルート 両方向ルート

ＡＬＣ版　t=100 竪壁ロッキング工法

支持層－

21・24

21・24

24・27

24・27

R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NO SCALE構 造 設 計 特 記 仕 様 書 S-01

長野県駒ケ根市

地下 階 階 塔屋 階地上
地下 階 地上 階 塔屋 階

棟
棟

０ ０増　築 １

多目的トイレ

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）

キュービクル 広告塔

２

SD295A

SD295B

SD345

SR235

(JIS G 3551)

鉄　筋

コンクリートブロック（ＣＢ）

鉄　骨

ボルト

F10T

Ｍ12

S10T

Ｍ16

M16 M20 M22 M24　)

Ｍ

Ｍ

L=      　mm

L=      　mm

L=      　mm

L=      　mm

φ=

φ=

400

90 0.8

屋根:

屋根、床、壁

％設計基準強度の
設計基準強度の

５０

９.０ｍ

胴縁・母屋・柱・間柱

1,000 150

9西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



設計かぶり厚さ

圧接継手

の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

8
d

以
上

キャップタイ

※片持スラブ上端筋の先端

d d

d

90ﾟ

余
長

余長

)

図の　印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

異形鉄筋 丸　鋼

あきd

間隔

d あき

間隔

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

補強筋

杭　径

φ

φ

LC

重
ね
継
手

4
5
d

b a b

d D

D

斜め筋3-D13以上

LC

かぶり厚さ

余長
フック無し

7
0

4
0

L

a

≧
1
5
d

o
r

L

1

※※※

L

W

※
※
※

H

L L

※

L

L

※

L

L

L

L

※

L

※

L

L

L

P

地
中

梁

埋
込

み
長
さ
ｈ

主筋

鉄骨柱D

主筋

鉄骨柱D

（継手範囲） L

1

※上端主筋の定着は、やむを得ない
場合、上向きとすることができる

注１

ＨＯＯＰ
２－Ｄ１３以上

L下端

（注１　計算によらない場合である） ベース下の施工を慎重にする

L
1

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

梁
幅

ハ
ン

チ※
｛

※｛

ハンチ ハンチ

1

6～8

D

8
d

の拡大図

D:1500

h
o

継手の好ましい位置

圧接継手 重ね継手

h
o
/
4

ho
/
2

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o
/
2

標
準
1
0
0
0

1
0
0
以
上

8
0
0
～
1
0
00

余
盛
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1

1.

2.

の鉄筋はD13以上3.

埋戻し土のある場合は40を70とする4.

地中梁下端筋

割裂防止用Ｕ字筋

Ｄ以上 １２５以上

@
1
5
0

H
OO
P

2

1

へりあき200以上

杭
主
筋
4
0d

100以上とする
主筋のかぶりは

HOOP筋の継手は片側

（各4ケ所）

スペーサー

LCLC

上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲

地中梁上端筋

埋込み長さｈ
 鉄骨柱２Ｄ以上

　　

梁幅

L

　
　　

　　

フック付き

柱

杭間隔は2×φかつφ+1000以上

余
長

d

d

d

捨フープ

はつり部分

LP 下端

　（定着、継手）

φ

φ

基礎下端

コンクリ－ト止め板

L

HOOP@150

補強筋

以
上

但し　≦φ

　＞φ

の場合

の場合は工事監理者の指示による

φ

１
．
５
φ

基礎下端

L

HOOP@150
補強筋

４５°

150

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

４．基　礎

５．地中梁

６．柱

(2)杭基礎

加工要領図

RR R

R

R

θ d d d

以上 約

d

重ね継手（下図のいずれかとする）

（単位：㎜）

継　手

3(L

(L ）1)(L2

θ>80ﾟ 1.1d以上

1.4d以上
d/5以下

d/4以下

L

a≧400 1.5L

L

0.5L

かぶり厚さ

（㎜）（㎜）

最少かぶり厚さ

※修正箇所は下線を引くこと

(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

400φ

8-D13

450φ 500φ 600φ300φ,350φ

6-D13 10-D168-D1610-D13

H O O P D10-@150

4d

2
0
d
以

上

2
0
d
以
上

20d（両側） 40d（片側）

45ﾟ～60ﾟ

2-D16以上

300

梁
幅

※印筋はD10-@200とする

o/4

15d

o

o/2

15d

o/4

o/4 o/2

o

o/4

20d 20d

15d 15d

（基礎梁のない側）

による、おさまりに注意する

地中梁の主筋と頭付スタッド

フック付

ハンチを付けた場合（ａ≧3）

耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

（定着、継手）

外 端 部 内 端 部

外 端 部 内 端 部

埋込形

根巻形

HOOP
2-D13以上

HOOP 2-D13以上

40ｄ以上

30～50

B.

150以上

125以上

B.
30～50

Ｈ
：
主
筋
の
２
５
ｄ
か
つ

２
．
５
Ｄ
以

上
又

は
計
算
上
必
要

な
長

さ

2-D

2-D

ｲ

8
d

ｲ

を越える場合＊一般のあばら筋と同様

のものを２本束ねる

　　　交互とする

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

注３．フックおよび継手の位置は、

　　　主筋の位置をさける

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

L

L

柱

柱 柱

L

L

梁
D

1
.
5
D

Ｓ型（スパイラル型）

1
.5
DL

ｅ＞D/6ｅ≦D/6

D

L

D

ｅ

6d

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ ａ

1
0
0

6d

ｅ

2

L

4
0
0

1
0
0

帯筋より１サイズ太く
又は同サイズ２本

6d

柱、梁の定着L2以上が確保されない

場合はかご鉄筋で補強、または特記
により増強する。

L

L

h
o

L

4
0
0
以

上
4
00
以
上

L

h
o  
 
+1
5
d

h
o
/
2

h
o
/
2
+
15
d

150以上

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄
筋並びにはりのせいが小さく、

さが不足する箇所に付ける
設計応力に対して必要な定着長

L

以
下

L

補強かご鉄筋

主筋と同径

柱頭補強かご鉄筋

ﾊ

第１帯筋

〃

〃
〃
〃
P 1

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

〃
1P

〃
〃

第１帯筋

〃

D

以下

以下

下
以
チ

設

ピ

計

ッ

パ
ネ
ル
部

分
は

０
．
２
％

以
上

と
す
る

以上

Ｗ型（溶接型）

型

6d

Ｈ型（タガ型）

135ﾟ

ｲ ﾛ

5d

以上10d 12d

12d

型

4d

6d

Lは中間部50dかつ300以上

とする
末端部の添巻は1.5巻以上

15d

8d

6d 型

L

Lは50d以上かつ
30㎝以上とする

12d
は片面溶接10d

両面溶接5d以上

5d

2d 2d

柱幅と斜材幅が異る 柱脚で斜材となる柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

1

1
1

1

D

L

L

L

D D

P
P

P
P

注1.　1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする

注2.  1の鉄筋は2-D13かつ、２本の一段太い鉄筋とする

15d

6φ-@1000

ａ=1.5×（呼び名の数値）

4d

6φ-@1000

4d

1
5
0

主筋間隔の1.5倍かつ

300以下

bの範囲

主筋間隔は200以下
a=D +2dの範囲

ベース筋

H
O
OP
@
1
0
0

補強かご鉄筋

1 1

11

(1)

(2)

(3)

(4)

(4)

0 0 d d

2

2

45ﾟ

L
2

3

2

2

L1

2

2

1

2

2 2

2

2

2

2

2

2
2

2

１

1

2

2

2

2

2

2

2

1

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

記号

（１）

（２）

鉄筋末端部の折曲げの形状（１）

（２）

鉄筋の定着および重ね継手の長さ（３）

（N/㎜　）

かぶり厚さ（４）

（５）

鉄筋のフック（６）

鉄筋のあき

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図 （１）

ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）

10
0

3-D16

（２）現場打ちコンクリート杭

杭頭処理

（１） 直接基礎

1

（３）

（４）基礎接合部の補強

べた基礎

2

1

W 1

3
-
D
1
3

H＜300は※印筋は不用とする

1

300＜ H ≦1000

（１）独立基礎、杭基礎の場合

2

1

2

（３）

（２） 布基礎、べた基礎の場合

小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（基礎梁のある側）

水平ハンチの場合のあばら筋加工要領（４） せいの高い梁のあばら筋（５）

（１） 柱主筋の継手 柱主筋の定着（２）

150

150

帯　　筋（３）

斜め柱・斜め梁（４）

絞 り（５） 二段筋の保持（６）

フラットバー@3,000

溶接10d又は重ね継手40d

鉄筋中間部の折曲げ形状　鉄筋の折曲げ角度90ﾟ以下

2

折曲げ角度９０゜はスラブ筋・壁筋の

末端部またはスラブと同時に打ち込む

Ｔ形およびＬ形梁のキャップタイにの

み用いる。

(1)

但し上筋と下筋を読みかえる

の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

(3/4)D以上(3/4)D以上

R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NO SCALE鉄筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋 標 準 図 １ S-02

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　 　 …部材間の内法距離　　ｈ …部材間の内法高さ0Ｌ
ST…あばら筋　　HOOP…帯筋　　S.HOOP…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼

0

折曲げ角度 180ﾟ 135ﾟ

図

鉄筋の余長 4d 以上 6d以上(※4d以上) 8d以上(※4d以上)

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、

ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上

図
鉄筋の使用箇所
による呼称 鉄筋の種類

鉄筋の径による
区分

鉄筋の折り曲げ
内のり寸法(R)

帯　　筋

あばら筋

スパイラル筋

SR235
SD295A
SD295B
SD345

上記以外の鉄筋

SR235
SD295A
SD295B
SD345

16φ
D16

以下

19φ
D19

16φ
D16

19φ～25φ
D19～D25

28φ～32φ
D29～D38

以下

以上

以上3d

4d以上

6d以上

8d以上

鉄筋の種類

SR235

SD295A

SD295B

SD345

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

定着の長さ

一般
下ば筋

小　梁 スラブ

特別の定着及び
重ね継手の長さ

２１～３６

１８以下

２１～３６

１８以下

35dフックつき

45dフックつき

40dまたは
30dフックつき 25dまたは

15dフックつき

25dフックつき 150㎜
フックつき

10dかつ
150㎜以上

35dフックつき

45dフックつき

30dフックつき
40dまたは

45dまたは
35dフックつき

45dまたは
35dフックつき

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない
２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする
３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする
４．Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない
５．鉄筋径の差が７㎜を超える場合は、圧接としてはならない

ガス圧接形状 3㎜以下 圧接面 圧接面 圧接面

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、
厚さが部分的に減少する箇所についても
最少かぶり厚さを確保する。

土に接しない
部分

土に接する部分

部　　　　位

屋根スラブ
床スラブ
非耐力壁

柱
は　  り
耐 力 壁

擁　　　　　壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基　礎　　・　　擁　壁

屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外

30

40

40

50

50

50

70 60

40

40

40  (30)

30

30 (20)

20

(2)

注）(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて
３０㎜とすることができる。
耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて
４０㎜とすることができる。
コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認(3)

(4)
を受けて４０㎜とすることができる。
軽量コンクリートの場合は、１０㎜増しの値とする。

(5)
(6) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

（　）内は仕上げがある場合。

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

柱

梁

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

9西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



両側床版付（Ｔ型）梁で  又は  とすることができる。

φ
CL

15d

小梁の定着

片持梁の定着ｃ

ｂ

o
/ /

下向きでもよい
斜めでもよい

斜めでもよい

平　面

正

L

先端 端部

平 面

L

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い印は幅止め筋

つり上げ筋

しい位置

D D

ａ ｃｂ ｄ

1
8
0
°
曲
げ

ｅ

8d 8
d

D

幅止め筋

片持床スラブａ

60

標準継手位置

長　辺　方　向

短辺・長辺方向下端筋 Ａ Ｃ

Ｂ

短　辺　方　向

上端筋
Ｂ

継手位置は原則として下表による。

L
肩筋D13以上

CA

CC A

B A

一般床スラブｂ

※

ａ 梁に 柱に

かつ柱中心線を超える

スラブに上端筋がない場合

D13D13

D13

2-D132-D13D13D13

は壁配筋と同じ

横筋の配置は上下端とも

L
a

か
つ
中

心
線

L

を
超

え
る

L

ｂ

縦筋は、柱面に

（平面図）

1
5
0
程
度

L

L

L

L
床にｃ （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

1000

受筋D10

受筋D10

L

L

L

スラブに上端筋がある場合

250

t

250

Ｄ１０＠４００程度

W
t

手摺

H

パラペット

L

1
00
以
下

H

L

L

L

（但し、H＞800以上の場合、

h
h
o

t

一般の場合

h
o

L

L

L

L L L L

L L L L

L L

L

注）　　ho≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）　　継手部は必ずモルタルをてん充すること

注）　　hはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

ａ

ａ

※

※

ａ

Ｂ

3
0
0

300

巾止メ筋

a

補強筋

あばら補強筋

補強筋

a

補助筋

補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16

以上）とする。

腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

D≧400の場合は補強筋を３本とする。

aは100～200程度。

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

D

D

望ましい範囲

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

梁端部（スパン /10以内かつ2D以内）は避ける

φφ

※

2
5
0
以

上

2φ

※

2
5
0
以
上

L

φ

2φ

あばら筋を入れる

シングル配筋 ダブル配筋

梁、又は床面に一段目を

配置する。 一本目を配置する。

補強あばら筋は小梁主筋側

y

※の個所（入隅）は各階補強する

ａ

ｂ

で　=1,500とし、上端筋の下に配筋する

及び工事監理者と打合せのこと

増打するときは事前に設計者、

D

は継手の好ま

C

1000

あばら補強筋

柱

第1あばら筋は柱面より配筋する

x
/
4

面

壁と壁（平面図）ｄ

φ

φ

4
d

腹筋

片
持
梁
筋
折
り
下
げ

バ－サポ－ト

D13

シーリング材使用
θ=45ﾟ

A

45ﾟ

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）

7.大梁、小梁、片持梁 8.床 版

9.壁

11.梁貫通孔補強

12.増築予定

10.柱、梁増打コンクリ－ト補強

L=鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)の2-(3)による。

※修正箇所は下線を引くこと

L 2

25d

20d

o/6

D

+
5
d

CL

柱幅

CL

フック付

大梁ａ

L

L

o

L
※

15
0
以
上

つりあげ筋
（梁主筋を折り曲げるとき）

柱幅が大きい場合

　　Ｌ　を示す
注、点線は下端筋の曲上げ定着

※柱幅が大きくて、直線部だけでＬ

がとれる場合でも柱中心線をこえ

　て中間折曲げテ－ル長150以上

　又は180°フック付とする

15d

L +5d

L

L

L

20d

o/4

L

最 上 階

一 般 階

ことを原則とする
折曲げ起点は3/4Dを越える

2

+
5
d 2

2

2

2

2

1/4D 3/4D

Ｄ

2

2

+5d
2L

2

2

1/4D3/4D

Ｄ

1
4 4

B

3

15do/4
15d

20d

o/4

小梁外端 連続端

B B

正　面

o/32 1

o

25d

2

o/4

o

o/4

o/4 o/4

6d

6d 6d 6d

4
d

6d

900 ≦ D ＜ 1200    4-D10(9φ) 2段

600 ≦ D ＜ 900     2-D10(9φ) 1段
腹　筋

D＜600不要

1200 ≦ D           D10(9φ)@300以内

幅止め筋 D10(9φ)@1000以内で割り付ける

4d

4d

25d

2L 75～100

x

x/4 x/4

x
/
4

D13
15d

15d

10dかつ150以上10
d
以
上

(つ
な

ぎ
部
の
中

間
に
上
端

筋
は

Ｄ
１

３
、

下
端
筋

は
Ｄ
１

０
を

設

け
る

）
出

隅
部
分

の
補
強

筋

（出隅受け部配筋）

※出隅受け部補強筋は、

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

それぞれの方向に出隅

出隅部

注 とする。≧

出隅受け部
出隅部分の補強筋
注 とする。≧

Ｌ
 
/
2

Ｌ

Ｌ
一般床版配力筋

出
隅
部

分
の

補
強

筋

補強筋の定着
（出隅部分補強配筋）

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

１
1

Ｌ
３

2

３

１ /21

1

1 2

1 
/
2

1

2

1 /2

1 2

L

周囲補強筋

斜め補強筋

L

L

L

L

注）設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

L

L

（開口の径500程度の場合）

1

1

1

1

1

1

1

2
L1

D13

D13

孔と孔のへりあき100以上

 D≦150

150＜D≦200

200＜D≦300

床版厚さD 周　囲 斜　め

各1-D13各2-D13

各2-D13 各2-D13

各2-D16各2-D19

D13

以
下

D

L

L

D

D13

2D

全断 1

1

D H

D≦
H
≦
2
D

L1

D16
L1

全断

D10-@150

2D

2
0
0

L

L

D10-@200

折曲 D10-@200

D
D

無筋部分D10-@200　　長さ800以上

(8)打継ぎ補強

軽作業の土間ａ

(7)釜場

ｂ 間仕切壁との交叉部

600

1200×600以下

1

1

2-D16

250

2-D16

D13-200@ダブル

D10-150@

D13

50300

（ダメ穴打継面について）

設計配筋間隔の1/2ピッチ　　長さ2L 以上

2
2

2

2

2

2

22

22

2

1

2

2

2

1

2 2 2 2

1

1

1
1

2 22 2

L 2

ｲ

ｲ

ｲ

L
2L

2

L 2

L 2

L 2 L 2

（設計図に記入があるとき）

完全スッリト

250

t ｔは階高の１／１００程度

250

スリット部分の鉄筋の被り厚

さは２－（４）被り厚さの表、

最小被り厚さ以上とする。

かつ７㎝

Ｗ≦Ｄ／６,Ｗｔ／２

Ｄ
（
柱
幅

）

Ｗ

Ｄ１０＠４００程度

W
t

柱 シーリング材使用

部分スッリト

ｔは階高の１／１００程度

120以上

D13

150以上

1
0
0
以
下

設計図による）

D10@200ダブル

D10@400

D13

D10@600

t

D13

D13

D13
D13 D10@400

D10

下部防水立上りのある場合

ハッチ部分の面積Ａ㎝
2

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

A＜500   ＜1000

補強タテ筋

500≦A 1000≦A  ＜1500

※柱と同径、同ピッチとする。

印は補強筋

D10

300

3
0
0 あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

とする。

梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

増打コンクリ－ト補強と同様とする。

D
/
3

o/4

o

o/4
1 2

80≦φ≦100

折　筋　2-(2-D13)

縦　筋　ST 2-D13

100＜φ≦150

折　筋　2-(2-D13)

横　筋　2-(2-D13)

150＜φ≦250

斜　筋　　4-(2-D13)

横　筋　　2-(2-D13)

上
下

但しφ≦D/3とする

2φ：スターラップ補強範囲

1 2（φ  ＋φ 　）×3/2以上

L

L

2

2

2

D

※部分について計算で

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い。

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。
施行前に計算書を提出し、承認を得ること。

リング型 パイプ型 金網型 プレ－ト型

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する
将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

≧
L

≧
L

L

5
0

1 1

≧L150

501≧L

1

1≧L

D13

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図 （２）

（１） 定着

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（２）大梁主筋の継手

（４） あばら筋の型

（５） 幅止め筋の本数、加工

（１）定着および継手

2

（２） 屋根スラブの補強

片持スラブ出隅部補強（３）

床版開口部の補強（４）

（５）

（６）

床版段差

土間コンクリ－ト

（１） 定着

150程度

（２） スリット部

（３） 手摺、パラペット

D13

（４） コンクリ－トブロック帳壁

D10@600

D10@400

ａ及びａ´≦200 300

3-D16 4-D16 6-D16

（１）柱

（２） 梁

（１） 設置可能範囲

縦　筋　ST 2-D13-@50 縦　筋　　ST 2-D13-@50

鉄筋標準配筋（２）

縦筋　　ST 2-D13-@50
上
下

縦筋　　ST 2-D13-@50

（３） 既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

50

5
0

（１） （２） （３）柱、梁 地中梁 床版、壁

D13

D13

D13

D10@150ダブル

D10@150

c b

に必ず入れること。

(ｲ)原則として  のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　　、

(ﾛ)フックの位置は  にあっては交互、 にあってはスラブ側とする。

ａ b

ａ b

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一径

1

を開口をさけて補強する。

R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NO SCALE鉄筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋 標 準 図 ２ S-039西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



鉄骨構造標準図

1. 一般事項

（１） 材料及び検査

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが　　　以下のものとする

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

構造設計仕様による(a)

(b)

(c)

（２）

(a)

(b)

(c)

工作一般

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼のひずみ矯正は、冷間矯正とする

（３） 高力ボルト接合

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a)

(d) 溶接姿勢

（４）

(a) 溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適応する 手溶接 又は JIS Z3841 (半自動溶接)( )

溶接接合

の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

(b) 溶接機器

溶接方法

炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計

溶接棒乾燥器

（ニ）

（ホ）

（ヘ）

交流アーク溶接機

アークエアーガウジング機直流

300A 500A

( )

～

サプマージアーク溶接機一式

（イ）

（ロ）

（ハ）

アーク手溶接

セルフ

(ＭＣ)

(ノンガス)シールドアーク半自動溶接

ガスシールドアーク半自動溶接

アークエアーガウジング

(c)

下向 上向横向立向Ｆ Ｖ 　Ｈ Ｏ

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

(e) 仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ） 仮付位置

仮付不良 良 仮付不良 良

（ロ） 突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

開先面

仮付溶接

裏はつり側にする。

(f) 溶接施工

エンドタブ（イ）

Ⅰ）

Ⅲ）

Ⅱ）

エンドタブを取り付ける

エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブの長さは、

ＮＧＣ､ＧＣ:

以上

溶接終了後、母材より10mm

グラインダー仕上げとする

Ⅳ）

又は工事監理者の承認を得る

（ロ）裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で

（ハ）

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

程度残し切断して、

突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

スカラップ半径は30～35㎜と10㎜のダブルアールとする

但し梁成がＤ=150㎜未満の場合のスカラップはｒ=20㎜とする

t

以上
かつ 以上2t

ｒ =30～ 35㎜
ｒスカラップ

ｒ=10

ｒ =35

Ｇ

θ

G：ルート間隔

θ:開先角度裏当て金

（ニ）ノンスカラップ工法

（ニ）

（ホ）

裏はつり

規準図の溶接において

励行し、部材に確認マークをつける

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

をいためない様に、養生を行う

塗装（５）

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

３５ｍｍ

４０ｍｍ

JIS Z3801

35mmＭＣ:

40mm 以上とし特記のない場合は、

６ｍｍ、半自動溶接で ９ｍｍ 以上とする

ＡＡＧ と記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

３５°

7 7

7

（１）

1 とする。5～3ｔ>16㎜場合の溶接は、※

印は設計者が記入すること。※※

ｔ>16㎜場合の溶接は、※1

とする。5～32 ｔ>16㎜場合の溶接は、※

1 ※

4

※

1

4

4

4
4

平面詳細

断面図

※

4

4

※

1

HB. 方式

※

溶　接　材　料

250 以下

350 以下

350 以下

30 以下

40 以下

40 以下

350 以下40 以下

パス間温度(℃）入熱(KJ/㎝）

JIS Z 3212、 3214

JIS Z 3211、 3212、 3214

WGA-50W、 50P

YGW-18、19

YGW-11、15
490N級鋼

400N級鋼

WGA-50W、 50P

YGW-18、19

YGW-11、15

鋼材の種類

鋼材種別による溶接条件

※※※※

※1

※
※ 1

※ 1

※

※ 1

4

回し溶接する

スカーラップ部分は

※

※1

4

4

※1

※1

※

4

7

※ 1

※1

7

※

※

※ 1

4

1

1

4

4

1

1

1
1

※ ※

1

4

4

1

AA

AA

4

＊溶接記号番号を〇中に記入のこと

～

※2

2※

は溶接と添板の内
側板に注意のこと

大梁が斜めの場合

θ = １０５°７５°

t＞柱フランジのプレート厚

t
θ

内ダイヤフラム

4

接しないこと

フランジが柱のＲに

型

根巻の場合

※4

フラム内ダイヤ

以
下

以
下

1
5
0

80

型BOX （通しダイヤフラムの場合）

25

2
5

※

※

1
0
0
以

上

t

20φ＝

ガス抜き

の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は柱

1

4

断面AA

以
上

以上

7

溶接する事。
フラムの厚み(ｔ)の内部で
はりフランジは、通しダイヤ※

※

平面詳細断面図AA

4

25

スカーラップ部分は

回し溶接する

※1

※ 1

※

4

内ダイヤフラム

あたらぬこと
エンドタブが互に

以上かつ

（単位　）mm

※修正箇所は下線を引くこと

t19 ＜

平継手で板厚が異なるとき

mm4a ＞

R  2≦

mm0.5f≧

（ただし、 mm15t≧ mm4 とする）のとき

t19 ＜

R  2≦

～

≦ ２Ｒ

2～ mm19mm16mm9

8

7

6

5

4.5

47

8

9

10

11

1225

22

19

16

13

9

φ SB

mm

F.V

9

9

6 6

9

9 8

5

5

9

6

6 6

9

9 8

5

5

LtGθ

GCMC NGC

LtGθ

12 t 19

12t＜6

mmt

1t

t

4/tf
θ

f

～20G=

mm19t6

F.V

t

2t

a
1

5

～ 20G=

R  2

f

19t

F.V

tF.HGCAAG

f

f

1/3t

2/3t
t

t

t

12 19

124

4

3

2

14t

mm mmt

4/tf

MC NGC GC

F.V

89

9 8

566

6

98

8

56

9

9

9

9

6

G

t16

12 t 16

12t6

t

1t

t

θ
G

R  2

25

R  2≦

2（裏はつり後裏溶接）0 ～

t

f

f F.V

19t6t

4/t=f

G=

1t

SS

D

t

D

G=0
F.V

16tt

1tt

10S4/t

2t

S

StS

～～～

12

16141311

1076S

t 7 108

t 16

フレアー溶接（４）

突合せ溶接（３）

部分溶け込み溶接（２）

スミ肉溶接（１）

(　)

4

θ＝４５°（５５°）

8

7

溶接棒角度

パス以上とする以上はパス以上、1は

フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

両側に補強すみ肉溶接を付加する

プレート

θφ

S

t

B

)(寸法

≦≦

＜≦

＜

≦ ＜

mm

３５°

４５°

３５°

11

1t Lθ

溶接姿勢

溶接姿勢

=

=

1tt

GL L

25 以上mm

6

両側に補強すみ肉溶接を付加する

θ＝４５°

≦

（裏はつり後溶接）
（裏はつり後溶接）

1

削り面

20G=

＜＜

mm

＜ ≦

溶接姿勢

≧

Ｔ形突合せ継手余盛

＜ ≦

≦

のど厚 余盛の高さ

tf = 4/

６０°θ＝

5

mm

溶接姿勢

＞

≦

４５°

の場合で内は

両側に補強すみ肉溶接を付加する

mm 以上

L

補強すみ肉溶接を付加する

≦

f

1t LGθ

３５°

４５°

４５°

６０°θ＝

mm

＜ ＜

溶接姿勢

3

≦

mm

溶接姿勢

2

≦

≦11

６０°

（平継手　Ｔ形継手）

（使用箇所に注意）

1

mm

以下

≦

θ＝

θ＝

f: 余盛（注）
R: フェース

G:
S:

ルート間隔
脚長

溶接規準図2.

４５°

３５°

３５°

４５°

４５°

はθ ～３０° ４０°とする

5～3・又は2

ttt

(1+0.1S)mm

1

厚とすることが望ましい

軸力が加わる場合の

以下とする余盛は

の小なる方とする2、は

但し片面溶接の場合は とするＳ＝ｔ

Ｓ は母材と同

両側に補強すみ肉溶接を付加する

ＡＡＧ

5 とする。～3・又は2ｔ>16㎜場合の溶接は、※1

及梁成が異なる場合

柱が途中で折れる場合

通しダイヤフラムは、SN490B・C 同等以上の鋼材を使用する。

＜柱材料:BCR295、BCP325を使用する場合＞

通しダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

(ＮＧＣ)

(ＧＣ)

(ＡＡＧ)

4
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1

(ａ) Ｈ形鋼（ピン接合）

FB-

1

ＪＩＳ　Ｂ

符　号

羽子板ボルト

1

N

形鋼ブレース

長さ

1

1

2

t

1

長さ

1

t

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

Ｂ１＝

B1 B1

B2 B2 B2 B2

L

N1 N1

内

(90)7014070(90)4015040

PL- (3)

L

e

N2 P
L
-

(
3
)

(
1
)

P
L
-

(2)PL-

エ
レ
ク

シ
ョ
ン

ヒ
ー
ス

L

epp

N2

P
L
-

(
3
)

(
1
)

P
L
-

(
2
)

P
L
-

1

4

以上

以上

Ａタイプ

44

Ｂタイプ Ｃタイプ

e

4

1

(1)PL-

B1

B2 B2

L

N1

P
L
-

(
1
)

(2)PL-

Ｂ１≦

(1)PL-

PL- (3)

Ｂ≦ 150

e

Ｂ≦ 300

フランジ ウエブ

PL- PL- N2-

最大

最小

本数

種類

ねじの呼び

ねじの呼び (d)

調整ねじの長さ

d 1軸径

切板製

平鋼製

へりあき
（最小）

へりあき
（最小）

板厚

板厚

取付ボルト穴径

3

2

2

1（最小）はしあき

（最小）溶接長さ

ボルト端から取付ボル

取付ボルト

２種高力ボルト( ) 又は

ＪＩＳ　Ｂ 中

PL-

符　号

鉄骨構造標準図
※修正箇所は下線を引くこと

3. 継手規準図、その他

( )mm

ピッチ最　小　縁　端　距　離 (P)(e)

60

55

50

40

60

55

50

40 40

40

40

45

28

34

38

44

28

26

22

60

60

60

70

の標準 標準最小(1) (3)(2)(2) (3)

タイプ符　号 PL- PL- 径

呼　び

M

M

M

M

M

M

16

20

22

24

M

27

30

34 以上

ア
ン
カー

ボ
ル
ト

ボルト

穴　径

ボルト穴径・最小縁端距離

49

54

9ｄ/5

36

40

4ｄ/3

〔注〕

ピン接合梁継手リスト

1

1

＜TYPE-1＞

1

＜TYPE-2＞

e
p
e

e e10

（２）

（１）ボルトピッチ (P)

（２）

1

e10 e

e
p

p
e

p

e
e

H-100×50及びH-150× 75の場合

＜TYPE-3＞

部　材 (1) (2) Ｎ-

3

3

2

2

2

2

2

2

1

1

H-125・60・6・8 6 2-M16

6 2-M16

6 2-M16

6 2-M16

6

H-150・75・5・7

H-175・90・5・8

H-200・100・5.5・8

H-250・125・6・9 3-M16

H-300・150・6.5・9 9 3-M20

H-350・175・7・11 9 4-M20

H-350・175・7・11 9

9

9

6 4-M20

5-M20

4-M209

H-400・200・8・13

H-400・200・8・13

e e e e
10

(両面)
(2)PL-

（片側）Ｎ
Ｎ

PL-(1)(1)PL-

PL-(1)

（片側）

（片側）

N1

e ep

e
p

p
e

e

p e e

ee e

N2

PL-(2)

PL-(3)
PL-(1)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

フランジ ウエブ
部材

径 径

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

符　号
PL- (1) PL- (2) PL- (3) N2-N1-

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

リブプレート

Ft 2

Ft 2

2

Ft 1

Ft 1

（４） ハンチ部の継手

ｒ＞8t以上 ハンチ起点は避けた方がよい

mm1 2-
≧ 1

FtFt
1 2- WtWt

フィラプレート併用のこと
ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

ｒ：半径 ｔ：板厚

Wt 1 Wt

（５） 柱継手リスト

P
L
-

(
2
)

内
外

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
2
)

外

内
P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
2
)

外

4
5

〃
4
5

〃
4
5

4
5

1
0

Ｂ１＝ B1 B2

150

175

200

250

300

350

400

60

70

80

100

170

140

250 300 350(400)

Ａタイプ使用は

柱Ｄ＝ 250 mm 以下とする

L 1
0

e
p

p
e

e
p

p
e

e
e

e
1
0

e

e
p

p
e

e
p

p
e

e
e

p
e

1
0

e
e

p
e

1
0

35

35

部　材

現場溶接は原則として超音波探傷試験を注）

e
p

e
p

N1-(1) (2) 径 (3) 径

（６） 鉄筋ブレース （ＪＩＳ 規格品とする JIS A 5540 ・55421982／ 5542 2003 )

(a) 羽子板ボルト

M M18 24

100 115 125 140 150 165 175

35 40 45 50 50 5055

22 28 28 34 34 38 38

4.5 6 6 9 9 9 9

4.5 6 6 9 9 9 9

47 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

1 1 1 1 1 1 2

12M

M 16

M 16 M 16

M 20

M 20 M 20 M 20

M 22

M 22

M 12 M 14

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

21.5 21.5 21.523.5

32.5 32.5 37.5 37.5

ト穴心のあき（最小）

S

R

e

e

t

e

t

e

(1)

(1)

(2)

(2)

注 (1) e e が確保されていれば形状は自由でよい

(2)

2、1

1186

1180 8g 10.9

F10T

+ ㎜許容差 0. -0.5

(b) 形鋼ブレース

部　材 (1)PL- N- 径

d

e

R e
2

S

d

e 3

(1)PL-

d

R R
e

3e P
６５×９ 中ボルト

8

8

３０°

アークスポット溶接
200@≒16φ

水平ブレース

（７） デッキプレート

あて板( )非金属

折曲加工

あて板 鉄板( )

既製品面戸

1
50-400

e e

e e

梁との溶接およびコネクター

受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上通しの場合

梁上切断の場合

e

e e

スラブ端部の補足材

1
50-400

PL- 1.6

1
50-200

1
50-200

Ｌ形鋼

e

1

PL- 1.6

以下300

50-400

1
50-400

補足受材

6

PL- 50× 6

PL- 50×6

50

50 30

1

1

L-５０×５０×６

PL- 3.2

以下600

600＠≦

50-400

e

（８）

16

H-125・60・6・8

H-150・75・5・7

H-175・90・5・8

H-200・100・5.5・8

H-250・125・6・9

アンカーボルト ベースプレート

径 Ｌ 本数 厚 Ａ Ｂ ｇ
部　材符号

H-148・100・6・9

H-194・150・6・9

H-100・100・6・8

H-125・125・6.5・9

H-150・150・7・10

16

16

16

16

16

16

20

20

20

620

620

620

620

620

620

620

730

730

730

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

12

12

12

12

12

12

12

16

16

16

185

210

235

260

310

210

255

160

185

210

180

180

180

180

180

180

180

180

200

200

100

100

100

100

100

100

100

100

120

120

備　考

1

1

Ｌ

Ｂｇ

Ａ

(ｂ) 固定・半固定（許容応力度計算を行わない場合）

注）表は３。（1）の（ｅ）欄に示す

アンカーボルト孔径≦ｄ+５㎜

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×０．２

座金

アンカーボルト径(ｄ)

二重ナット等の戻り止め

ベースプレート厚≧1.3ｄ

縁端距離(ボルト孔の径に
応じ表に示す数値以上)

（ )JIS 1198

スタッド材

スタッド材の標準形状・寸法

Ｌｄ

呼び名
軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ

mm mm mm mm

φ 13 mm
12.7

22.0 10.0

25.4  7.9

13.0
50, 80, 100, 130

φ 16 mm
16.0 29.0 10.0

15.8 31.7  7.9
80, 100, 130

φ 19 mm
19.0 32.0 10.0

19.0 31.7  9.5
80, 100, 130, 150

φ 22 mm
22.0 35.0 10.0

22.2 34.9  9.5
100, 130, 150

形状

Ｄ

φ≦ 0.4Ｄ

10/

計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い

梁端部（スパンの　　以内かつ２Ｄ以内）は避ける

φ´は補強筋の孔径を示す

φ1 φ2

貫通孔の間隔

（φ1+φ2）×3/2以上

1

２φ

1

1

1

φ φ

φ
´Ｄ

プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

φ
´

２
φ
´

φ
´

1

10 10

リブプレート補強

1

1

（９） 頭付きスタッド

（10） 梁貫通補強

1

φ

1

Ｄ

パイプ補強（小径の場合）

1010

プレート補強の板厚

32

35

呼び＋5

18

22

24

26 32

Ｎ

（３） 剛接合継手リスト （SCSS-H97による）

PL-(1)10

10

（SCSS-H97による）

110

13.0 17.0 17.0

19.0 25.0 25.0

M16

PL-6

1
5

60
0

@
≒

S

d

e

e

ｅ≧35㎜

露出柱脚

Ｔ

補　強　板

補強板不要

Web板厚以上（片面）

Web板厚×1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

スリーブ径

φ≦ 0.15D

φ≦

φ≦

φ≦

D/4

D/3

0.4D

アンカーボルト径(ｄ)

注）設計図による

アンカーボルト
(定着長さ≧20ｄかぎ状に折り曲げる等の措置)

羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、

一面せん断（支圧）接合とする

％を行う100

鉄板( )

引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

圧延縁・手動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

(1)

(2)

(3)
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※NO SCALE露 出 柱 脚 仕 様 書 S-06

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約
３

０
ｍ

ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

2019年1月作成

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

ベースパック柱脚工法　標準図

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト

a1

a2

45

42

42

35 45 18 37

３．５ 注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710
■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接2

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

柱型寸法を標準から変更する場合は、

●形状

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

30
90

以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

iii) 特Cタイプ

50 50W

50
50

W

76

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

50

50x

W
J

30
以

上
90

h寸
法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

ｱﾝｶｰ

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

標準ﾌﾚｰﾑ 特C 標準ﾌﾚｰﾑ 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

２ 設計

施工

２

2 2

2 2

２

9西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



△柱芯

▽柱芯

△
柱
芯

▽
柱
芯

▽
柱
芯

△
柱
芯

△柱芯

▽柱芯

Y2

Y1Y1

Y1A

Y2

X2X1

X1 X2

X1 X2

Y1

Y1A

Y2 Y2

Y1

X1 X2

J J

J J

J
J

J
J

W15

FCG450

FCG450

FG
2

FG1

FG1

F
G
2

F
G
2

FB
1

W1
5

W15

W1
5

W15

W
1
5

B175 B175

G194

G194

G1
9
4

CG148

B
2
0
0

B
1
48

B
14
8

CG148

G
1
94

GL+200（ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ確認）

FC1 FC1

FC1 FC1

FP1

C1 C1

C1 C1

F1 F1

F1 F1

P1

土間コンクリートt=150
D13@200ﾀﾃﾖｺ,ｼﾝｸﾞﾙ

立上り壁及柱型上部増打を示す。

C-100*50*20*2.3

C-100*50*20*2.3 水平ブレース:M18(共通)C-100*50*20*2.3

C-100*50*20*2.3

基 礎 伏 図

1階柱 ･R階梁伏図

1
5
5

1
5
5

3
,9
9
0

4
,3
0
0

1
3
0

2
,
0
6
0

2
,
2
40

1,350 7,100

155 1556,790

1,350 7,100

25

1,350 7,100

155 1556,790

2
,
06
0

2
,
24
0

1
30

1
5
5

1
55

3,
9
9
0

4,
3
0
0

2,
1
5
0

2
,1
5
0

3,5503,5501,350

150

2,300

1
,
0
9
0

1
,
15
0

1
,
2
0
0 6

0
0

1,600

1
,
6
0
0

2575

4,800

3
30

9
0

1,
0
0
0
4
2
0

1
,
0
00

4
20

1
,
0
0
0
4
20

1
,0
0
0
4
2
0

2
6
0

1
6
0

2
8
0

1
4
0

3
60

6
0

スクリュ－ウエイト貫入試験

スクリュ－ウエイト貫入試験

スクリュ－ウエイト貫入試験

スクリュ－ウエイト貫入試験

3
60

6
0

3
30

9
0

2
6
0

1
6
0

2
8
0

1
4
0

1,
0
0
0
4
2
0

1
,
0
00

4
20

1
,
0
0
0
4
20

1
,0
0
0
4
2
0

▽設計GL

▽基礎底盤

▽設計GL

▽基礎底盤

▽設計GL

▽基礎底盤

▽設計GL

▽基礎底盤

▽設計GL

▽基礎底盤

▽設計GL

▽基礎底盤

▽設計GL

▽基礎底盤

▽設計GL

▽基礎底盤

▽1FL=BM

▽1FL=BM

▽1FL=BM

▽1FL=BM

▽1FL=BM

▽1FL=BM

▽1FL=BM

▽1FL=BM

12

3 4

スクリュ-ウエイト貫入試験位置を示す

番号

R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※基 礎 伏 図 ・ 1階 柱 R階 梁 伏 図 S=1/100 S-07

基礎と地盤との関係図

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事 9



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※

基礎リスト　S=1/50

▽1FL

形　状

符　号

▽設計GL

△基礎天端
42

0
1
,0

0
0

2
00

25
0

75
0 45
0

3
00

50
15

0 90
1,200

350 500 350

1,
2
00

35
0

50
0

35
0

ベ－ス筋:6-D13

ベ
－
ス
筋
:
6-
D
1
3

増打

土間コン

Ｆ１

Y X

柱型リスト　S=1/30

符　号 ＦＣ１ ＦＰ１

立上り筋

ＨＯＯＰ

備　　考

XY

12-D16(SD295)

D13@100(SD295)

TOP.HOOP 3-D13
上部補強かご鉄筋:4-D13

HOOP-D13@100

8-D19(SD345)

D13@100(SD295)

TOP.HOOP 3-D13
上部補強かご鉄筋:4-D13

HOOP-D13@100

形　状

500

50
0

50 50

5
0

5
0

1
00

10
020

0

100 100
200

450

45
0

50 50
65 115

220

地中梁リスト　S=1/30

形　状

350 × 600

3-D22

3-D22

2-D10@200

2-D10 2-D10

2-D10@200

2-D22

2-D22

350 × 600 250 × 450

2-D16

2-D16

2-D10@200

－ －

－

1-D16

1-D16

250 × 450

全断面

ＦＢ１

全断面

ＦＧ２

巾止筋:D10-@1,000

全断面

ＦＣＧ４５０

全断面

ＦＧ１

25
0

42
0

15
0 5
0

D

25
0

42
0

15
0 5
0

D

25
0

42
0

15
0 5
0

D

30

D10@200

1-D13
150

30

1-D13
150

土間 土間

D10@200

30

1-D13
150

B

D10@200

土間

25
0

42
0

15
0 5
0

D

B

1-D13
150

土間

D10@200

D10@200

BB

△基礎天端

▽設計GL

▽1FL

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

備　考

Ｂ×Ｄ

位　置

符　号

符　　号

ベ－スパック仕様

ベースプレート

アンカーボルト

備　　考

鉄　　骨

柱部材リスト　　S=1/30

Ｃ１ Ｐ１

H-150×150×7×10×8(SN400B)□-150×150×6×12(STKR400)

－

300×300×22(SN490)

4-M16(ABR400)L=400 DN
丸型定着板48φ t=10mm

PL-9(SN400B)

4-M27(BPM-SD490)

300×300×28

ベースパック 15-12V

厚さ 位　置 短辺方向(主筋) 長辺方向(配力筋) 端部補強筋符 号

スラブリスト　　　

土間
ｺﾝｸﾘ-ﾄ シングル 1-D13

備 考

使用材料等

材 料 名 種 類

鉄 筋
D10～D16 : SD295A

D19～D25 : SD345

躯体ｺﾝｸﾘ-ﾄ Fc = 21 N/mm2

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ Fc = 21 N/mm2

捨てｺﾝｸﾘ-ﾄ Fc = 18 N/mm2

地耐力

30
形　　状

▽設計GL

△基礎天端

25
0

φ
45

20
0

50
50

30
0

20050 50

2
00

50
50

300

3
00

300

20050 50

28 2
2

5
0

13
5

5
50

以
上

5
0

50 50150

90
以

上
3
0

90
以

上
30

30 30
170

150 D13 @200 D13 @200

S=1/50

S=1/30

基礎リスト・柱型リスト・地中梁リスト

柱部材リスト・スラブリスト

15
0

24
0

15
0

15
0

15
0

W15 W15 W15 W15

30
15
0

S-08

DF.PL-19(SN490C)
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/20鉄 骨 部 材 リ ス ト S-09

・□-100*100*2.3(根廻り,出隅,開口廻り)

・C-100*50*20*2.3@606(胴縁,頭ツナギ)、外壁JOINT部：ダブル

3
0

10
0

4
0
30

50 40

9030

100 □-100×100×2.3

A.BOLT M12@3,000

LP.PL-4.5,1-M12@606

<根廻り>

C-100×50×20×2.3@606
G.PL-4.5@1,820、2-M12

C-100×50×20×2.3

LP.PL-4.5,1-M12@606

30

10
0

40
3
0

50 40

9030

100

1
009
0

4
5
4
5

LP.PL-4.5,2-M12

□-100×100×2.3
303010 40

<開口廻り>

G.PL-4.5@1,820、2-M12
□-100×100×2.3

C-100×50×20×2.3

2LP.PL-4.5,1-M12@606

※施工図により検討し承認を受ける。

■ 参考文献 : 鉄骨構造標準接合部委員会SCSS-H97

■継手添板:SN400B　　■ボルト:HTB-S10T

継　手

鉄　骨

符　号

鉄骨部材リスト　S=1/20

ＣＧ１４８

H-148×100×6×9×8

Ｇ１９４

H-194×150×6×9×8

50

10 80

4040

4
5

4
030

6
0

G194

S.PL-6

1
75 B175

H-200×100×5.5×8×8

Ｂ２００

H-175×90×5×8×8

Ｂ１７５

H-148×100×6×9×8

Ｂ１４８

仕口共通事項 特記無き限り下記による。

柱

梁

通しダイヤＰＬ

内ダイヤＰＬ

（改良型）
スカラップ　Ｒ＝３５

Ｄ

３以下
１０

柱

梁

ＷＰＬと同厚以上

Ｄ／４

通しダイヤＰＬ

（ＳＮ４９０Ｂ）

１ 　通しダイヤＰＬ（ＳＮ４９０Ｃ）

・取り合う梁フランジの板厚＋６㎜以上とする。

・勾配の梁フランジがこぼれない板厚とする。

２ 　内ダイヤＰＬ

・取り合う梁フランジの板厚以上とする。

・柱コラムのＲ部分には梁を取り付けないものとする。

縦 胴 縁

ブレース部材リスト　S=1/20

部　材

符　号

Ｍ１８

ＲＢ-１８

■ボルト：特記なきはHTB-S10T

■ブレース鋼種：SNR400B　PL類：SN400B　　

(le:有効溶接長さ)

ガセットプレートの種類 

2S以上

2S以上
L

L≧le
S

lb

①タイプ

S

S

丸鋼････JIS規格品準拠

129

109

93

76

217

177

145

112

149

129

113

96

127

103

100

10010

10

10

10

11015

14

11

95

2-M20

2-M20

2-M22

2-M22

10 8512

12 90

12

12FB-12 x 90 x 295

FB- 9 x 75 x 265

FB- 9 x 90 x 275

FB-12 x100 x 315

M24

M27

M33

M30

溶    接

10

G.PL

HTB    t x B x L

羽  子  板

BAR

部 材
GPL

)( leｻｲｽﾞSｻｲｽﾞS lb

70

65

56

100

97

80

80 56

4361

③②

81

72

72

55

9080

80

80

60

808

8

6

8

①

L

FB

75

60

50

1-M20

1-M16

1-M20

1-M16

1-M22

89

6

7 559

6

89

9 859FB- 9 x 75 x 215

FB- 6 x 50 x 160

FB- 6 x 50 x 150

FB- 9 x 65 x 195

FB- 9 x 65 x 180

M20

M16

M18

M14

M22

継　手

備　考

羽子板PL-9HTB 1-M20GPL- 9

8
5以

上

32
.
565

70
180

6050

50 50

32
.5

断　面

2-M22 G.PL-9継手

備　考

16-M20

4-M20

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ 2PL-6x140x230

4PL-9x60x290

2PL-9x150x290

梁鋼種:SN400B梁鋼種:SN400B 梁鋼種:SS400

継手 2-M22 G.PL-6

梁鋼種:SS400

継手 G.PL-62-M16

梁鋼種:SS400

継手 2-M16 G.PL-6

50

80

4040

45
40
3
0

60

B200

17
5

B175

G.PL-62-M22継手

60
4
0

4
0

40 40

230

70 70
10

3
0

30 90 15
0

30
3
0

40404040

290

1060 60

60

1
40

27
2
7

1
94

S.PL-9

150

6040 40

140

40
10

4
0

9
0

G194

S.PL-6

CG14814
8

30
4
0

4
030

6
0

C-100×50×20×2.3

S.PL-6

G194

10 80

4040

20
0

B200

1
48CG148

G194

150

34
34

80

10

40

P1

S.PL-9

S.PL-6

L1

L2 L= L1

L≧
2

+ 4S
Le

S

③タイプ

L

L≧
le
2

+ 2S

S

②タイプ

L2+

P1

140

40 60
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※

F1

FC1

F1

FG1FCG450 FC1

14
0

3,
6
10

7
50

3
,3

6
0

2
50

2,
94

0
4
20

▽1FL

▽設計GL

△基礎天端

▽RSL1

△RSL2

C1

G194

60
0

3
0

▽設計GL

7
50

3,
07

0

2
50

2,
8
20

4
20

2,
40

0

▽RSL3
△RSL4

▽1FL

7054
0 14
0

△基礎天端

F1

FC1

C1

FC1

F1

14
0

3,
6
10

7
50

3
,3

6
0

2
50

2,
94

0
4
20

▽1FL

▽設計GL

△基礎天端

▽RSL1

△RSL2

C1

60
0

3
0

FG2

800

J

800

J

800

J

800

JG194

▽設計GL

7
50

3,
07

0

2
50

2,
8
20

4
20

2,
40

0

▽RSL3
△RSL4

▽1FL

7054
0 14
0

△基礎天端

155 155

X1 X2

1,350 7,100

155 155

4,300

Y1 Y2

Y 1通 り 軸 組 図 X2通 り 軸 組 図

14
0

3,
6
10

75
0

3
,3
6
0

2
50

2,
94
0

4
20

▽1FL

▽設計GL

△基礎天端

▽RSL1

△RSL2

30

▽設計GL

75
0

3,
07
0

2
50

2
,8
2
0

4
20

2,
40

0

▽RSL3
△RSL4

▽1FL

7054
0 14
0

△基礎天端 FG2 60
0

F1

FC1

C1

FC1

F1

14
0

3,
6
10

75
0

3
,3
6
0

2
50

2,
94
0

4
20

▽1FL

▽設計GL

△基礎天端

▽RSL1

△RSL2

C1

60
0

30

800 800

FG2

G194

P1

J J

B148

FG2FP1

FCG450

45
0

▽設計GL

75
0

3,
07
0

2
50

2
,8
2
0

4
20

2,
40

0

▽RSL3
△RSL4

▽1FL

7054
0 14
0

△基礎天端

G194

CG148

P1

FP1

G194B200

B148

155 155

X1 X2

1,350 7,100

155 155

Y1 Y2Y1A

2,2402,060

130
Y 1 A通 り 軸 組 図 X1通 り 軸 組 図

F1

FC1

F1

FG1FC1

14
0

3,
6
10

75
0

3
,3

6
0

25
0

2,
9
40

4
20

▽1FL

▽設計GL

△基礎天端

▽RSL1

△RSL2

C1 C1

60
0

30

G194J

800 800

J

155 155

X1 X2

1,350 7,100
Y 2通 り 軸 組 図

S=1/100軸 組 図

CG148

凡　例 (胴縁)

□-100*100*2.3 (根廻り,出隅,開口廻り)

C-100*50*20*2.3@606 (胴縁,頭ツナギ)
※外壁ジョイント部は、ダブルとする。

C1
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鉄 骨 詳 細 図 S=1/30 ※

図面番号日付縮尺図面名称件名

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

承認

R6

1
50

3
0
0

5
0

▽RSL1

△RSL2

155 155 155

B148

FG2 FG2

F1F1

G194

450
3
0

JOINT JOINT
800 800

B175

2,150 2,150

90

Y1 Y2Y1A

2,060 2,240

42
0

2,
4
00

25
0

2
,8

2
0

70

7
50

3,
0
70

5
40

14
0

△基礎天端

▽設計GL

▽1FL

△RSL4

▽RSL3

FC1 FC1

▽1FL

▽設計GL

△基礎天端

45
0

2,
94
0

42
0

3,
3
60

25
0

14
0

3
,6

1
0

7
50

2
00

2
00

500 500

X1通り鉄骨詳細図

15080 1508015080 C1C1 P1

1,200 1,200

HOOP-D13@100

ベースパック15-12V

4-M27(BPM-SD490)

HOOP:D13@100(SD295)主筋:12-D16(SD295)

TOP.HOOP 3-D13

□
-
1
50
×
1
5
0
×
6×

1
2
(
S
T
K
R4
0
0
)

H
-
1
5
0
×
1
50
×
7
×
1
0
×
8
(
S
N
4
0
0
B)

□
-
1
50
×
1
5
0
×
6×

1
2
(
S
T
K
R4
0
0
)

主筋:8-D19(SD345)

HOOP-D13@100

300×300×22(SN490)

FP1
4-M16(ABR400)L=400 DN
丸型定着板48φ t=10mm

S.PL-9(SN400B)

25

475 2547525
上部補強かご鉄筋:4-D13

2-D22

2-D22

60
0

1
5
0 50

2-D10@200

2-D10

H-194×150×6×9×8

G194

H-148×100×6×9×8

H-175×90×5×8×8

16-M20
2PL-9x150x290
4PL-9x60x290

2PL-6x140x230
4-M20

G.PL-6
2-M16

W15

X1

155

F1

FG1

FC1

Y1通り鉄骨詳細図

W15 W15

JOINT
800

H-148×100×6×9×8

CG148

△RSL2

▽RSL1

G194

1,350

15080 C1

□
-
1
50
×
1
5
0
×
6×

1
2
(
S
T
K
R4
0
0
)

H-194×150×6×9×8

G194

C-100×50×20×2.3

C-100×50×20×2.3

3-D22

3-D22

2-D10@200

FCG450
2-D26

2-D26

1,200

S.PL-6(SN400B)

△基礎天端

▽設計GL

▽1FL

△RSL4

▽RSL3

42
0

2,
4
00

25
0

2
,8

2
0

70

7
50

3,
0
70

5
40

14
0

2
00

▽RSL1

△RSL2

45
0

1
5
0 50

5
0

3
0
0

1
50

S-11

DF.PL-19(SN490C)

DF.PL-19(SN490C)
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/200 9電灯幹線設備図

脱衣室

多目的

5,
40

0
2,

70
0

5
,4

00

1
3,

50
0

16
,
20

0

5
,4

00
5
,4

00
5,

40
0

6
,3

00
5
,4

00
6
,
30

0

1
8,

00
0

5
,4

00
2,

70
0

5,
40

0

1
3,

50
0

4
7,

70
0

棚 棚

手 洗 室

手 洗 室

男子便所

女子便所

職員便所

湯沸室

棚

棚

棚

物

入

物

入

物

入

5
,4

00
5
,4

00
5,

40
0

16
,
20

0

9,
07

5
1,

7
25

16,200 5,400 10,800

54,000

5,400 13,500 2,700

43,200

廊 下

作業支援室２

前 室

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

職 員 室

保健室

音楽室

作業支援室１

作業支援室３

作業支援室４作業支援室５

多目的ホ－ル

支援室６

美術準備室

玄 関

静養室 倉庫１

倉庫２

倉庫３

10,800 10,800

倉庫４

倉庫５

倉庫６

倉庫７

食堂（休憩室）

5
,4

00

9,
07

5

EXP･J

廊 下 トイレ２

浴 室
多目的
トイレ１

4,800 2,300

3,
0
00

4
,3

00

2,400 2,400 2,300

3,
0
00

7,100

7,100

2
,2

20
2
,0

80

2
,5

00
1
,8

0
0

8,100 2,700

渡り廊下

140 2,700

X1 X2

Y1

Y2

Y1A

EXP･J

渡り廊下

食堂（休憩室）

21,600

既設分電盤

MCB50AF/40AT組込

耐火処理

耐火処理

CV8×3C（VE28）
露出配管

E-01

1,500

増築部分既存部分

耐火処理
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/50

25
0

1,
55

0

便所棟

渡り廊下

洗

2
60

外壁中心線

49
0

2,700140

防火設備（常閉）

3,000

3,
0
00

4,
30

0

Y2

Y1

2,
22

0
2
,0

80

1
,8

00
2
,5

0
0

400

3,
0
00

75

2,3004,800

7,100

Y1A

2,400 2,300

X1 X2

令126条2第2項の区画

多目的トイレ２

7,100

2,400

3
,0

00

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

浴 室

脱衣室

多目的トイレ１

廊 下

9

S

S

WPE

EET2EET

※別図面参照

1

3

2

2EET

エアコン用コンセント

4

S

2EET

S

SR×2

A

A

A

B

CV8× 3C

耐火処理

耐火処理

耐火処理

A Bﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　直付ＸＬＸ４２０ＡＥＮＰＬＡ９　相当品 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ　直付ＸＬＷ４２２ＡＥＮＺＬＥ９　相当品

防湿型

一般タイプ、２５００ｌｍタイプ 一般タイプ、２５００ｌｍタイプ
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％） 光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ 消費電力１６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵 ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

E-02E-02増築部分　電灯・コンセント設備図

1,500

増築部分既存部分

耐火処理
耐火処理

耐火処理
令114条の区画

令114条の区画

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/100

7,100

男子便所
手 洗 室

手 洗 室

女子便所

便所棟

EXP･J

外壁中心線

2,400 2,3002,400

2,
5
00

1,
80

0

4,800 2,300

X1 X2

7,100

2
,0

80
2
,2

20

Y1

Y2

4,
30

0
3,

00
0

5,
40

0

倉庫１ 倉庫４
倉庫５

物

入

職員便所

作業支援室５

物

入
作業支援室５

支援室６

前 室

多目的ホ－ル 食堂（休憩室）

3,000

3
,
0
0
0

外壁中心線

外
壁
中
心
線

渡り廊下

3,000

令126条2第2項の区画

Y1A
EXP･J

渡り廊下

廊下

脱衣室多目的トイレ１

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

浴 室

多目的トイレ２

9

露出配管

既設配線へ接続

AE0.9㎜×4C（VE16）

AE0.9㎜×4C

耐火処理

増築部分　火災報知設備図 E-3

1,500

増築部分既存部分

8,100 2,700

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/200 9

脱衣室

多目的

5,
40

0
2,

70
0

5
,4

00

1
3,

50
0

16
,
20

0

5
,4

00
5
,4

00
5,

40
0

6
,3

00
5
,4

00
6
,
30

0

1
8,

00
0

5
,4

00
2,

70
0

5,
40

0

1
3,

50
0

4
7,

70
0

棚 棚

手 洗 室

手 洗 室

男子便所

女子便所

職員便所

湯沸室

棚

棚

棚

物

入

物

入

物

入

5
,4

00
5
,4

00
5,

40
0

16
,
20

0

9,
07

5
1,

7
25

16,200 5,400 10,800

54,000

5,400 13,500 2,700

43,200

廊 下

作業支援室２

前 室

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

職 員 室

保健室

音楽室

作業支援室１

作業支援室３

作業支援室４作業支援室５

多目的ホ－ル

支援室６

美術準備室

玄 関

静養室 倉庫１

倉庫２

倉庫３

10,800 10,800

倉庫４

倉庫５

倉庫６

倉庫７

食堂（休憩室）

5
,4

00

9,
07

5

EXP･J

廊 下 トイレ２

浴 室
多目的
トイレ１

4,800 2,300

3,
0
00

4
,3

00

2,400 2,400 2,300

3,
0
00

7,100

7,100

2
,2

20
2
,0

80

2
,5

00
1
,8

0
0

8,100 2,700

渡り廊下

140 2,700

X1 X2

Y1

Y2

Y1A

EXP･J

渡り廊下

食堂（休憩室）

21,600

ER ER

Ω

HP1.2㎜×3P

防排煙連動制御器
1回線露出形

既設火報受信機

電源は受信機より

VE200×200×150

VE200×200×150

HP1.2㎜×3P（VE22）
露出配管

HP1.2㎜×3P（VE22）
露出配管

耐火処理

既存改修部分　自動閉鎖設備図 E-04

1,500

増築部分既存部分

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/200

取付高さ(m)

単体配置 Ａ１

Ａ２

Ａ４

4.0 4.4

8.6 9.5

6.9 7.6

直線配置

四角配置

4.1

9.0

7.1

4.2

9.2

7.4

2.1m 2.6m2.4m 3.0m

パナソニック　ＮＮＦＢ９０６０５Ｋ

パナソニック　ＮＮＦＢ９１６０５Ｃ

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４

非常灯専用型リモコン自己点検機能付

非常灯専用型リモコン自己点検機能付

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４

非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＮＮＦＢ９１００５Ｃ

取付高さ(m)

単体配置 Ａ１

Ａ２

Ａ４

4.0 4.4

8.6 9.5

6.9 7.6

直線配置

四角配置

4.1

9.0

7.1

4.2

9.2

7.4

2.1m 2.6m2.4m

取付高さ(m)

単体配置 Ａ１

Ａ２

Ａ４ 6.9

直線配置

四角配置

2.1m 2.6m2.4m 3.0m

8.5 9.4

7.6

4.0 2.8

9.9 10.1

8.1 8.9

4.2 4.6

3.0m

3.3

12.9

11.7

4.0m

4.0m

3.3

12.9

11.7

直付低天井用

φ１００低天井用

φ１００低天井用

a

b

c

9

43,200

13,5005,400 21,6002,700

棚 棚

美術準備室

5,
40

0

5,
40

0
5,

40
0

食堂（休憩室）

9
,0

75
9
,0

75

食堂（休憩室）倉庫７

多目的ホ－ル

倉庫６

5,
40

0

5,
40

0

1
6,

20
0

1
6,

20
0

1
,7

25

支援室６

前 室

ﾘﾗｯｸｽﾙｰﾑ

5
,4

00

5
,4

00

渡り廊下

6,
30

0

8,100 2,700

男子便所
手 洗 室

47
,7

00

5,
40
0

18
,0
00

手 洗 室

女子便所

渡り廊下

6,
30

0

物

入
棚

物

入

静養室 保健室 倉庫１ 倉庫４

倉庫５ 作業支援室５ 作業支援室４棚

5,
40

0

5,
40

0

職員便所

物

入

湯沸室 棚

作業支援室３廊 下

2
,7

00

2
,7

00

13
,5

00

13
,5

00

倉庫３

音楽室

職 員 室
作業支援室１ 作業支援室２

玄 関5
,4

00

5
,4

00

倉庫２

10,800 10,800 10,80016,200 5,400

54,000

X1 X2

Y2

Y1A

Y1

7,100

2,400 2,400 2,300

3
,0

00

多目的
浴 室 2,

08
0

トイレ１ 脱衣室 2,
50

0

EXP･J

4
,3

0
0

多目的
トイレ２廊 下 2,

22
0

1,
80

0

EXP･J

4,800 2,300

140 2,700 7,100 3
,0

00

aaa

a

a

a

b

bb

c

c

既設電灯盤予備ﾌﾞﾚｰｶｰへ接続

VVF1.6㎜×3C（VE22）
露出配管

VVF1.6㎜×3C（VE22）
露出配管

耐火処理

耐火処理

既存改修部分　非常照明設備図 E-05

1,500

既存部分 増築部分

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※

凡 例

給水管 屋内一般

名称　（適用） 仕　　様記 号

JWWA K 116 SGP-VB

排水管 硬質塩化ビニール管 JIS K 6741 VP

排水管 硬質塩化ビニール管 JIS K 6741 VU

屋内一般

屋外埋設

屋内一般ガス管

ガス管

G

G 屋外埋設
JIS K 3452

硬質塩化ビニル被覆鋼管（外面被覆継手）

配管用炭素鋼鋼管 JIS K 3452

給水管

給水管 屋内埋設
JWWA K 116 SGP-VD

洋風大便器 ２

２

電気容量

電気容量

衛 生 器 具 表

規格・参考品番 備　　考数 量名　　称

AC100Vx52w

AC100Vx52w

可動式手すり,

Ｌ型手すり

名　称記 号

機 器 表

台数 備 考規格・参考品番

１GHW

VF-1

VF-2

ダクト用換気扇
低騒音形　サニタリー用

VD-10ZC14

ACR ルームエアコン

OF-1 自然給気口

電気パネルヒーター

ガ ス 給 湯 機

C480AN

C480AN　自動FV：TEFV70UCA，FV配管ｾｯﾄ，ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ

電波受信ﾕﾆｯﾄ，暖房便座：TCF116　他付属品一式共

T112CL11

固定金具　共

T112HK7R

固定金具　共

２

紙巻き器
YH171R

スペア付紙巻器（棚付）
２

２

壁掛手洗器 ２

汚物流し
SKL330HNFP

付属品一式　共

掃除口付床置き床排水

LSH90ABSN

立水栓，床排水金具 付属品一式　共

手動式FV，補高台付,塩ビ製床ﾌﾗﾝｼﾞ

１

ユニットバス

洗濯機用混合水栓

洗濯機パン
PWP800N2W

横引き排水ﾄﾗｯﾌﾟ　共

TW40SZ
１

XAV1620UYX6DK 床：ｶﾗﾘ床,収納棚なし,ドア：3枚引戸，,天井：平天井

洗い場水栓：ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付ｼｬﾜｰ水栓，バス水栓：無し，鏡，照明

換気：三乾王１室換気,，手すり：浴槽縦・横，洗い場立ち座り手すり，

浴槽出入り手すり，洗い場移動用，浴室出入り用

換気扇　AC200V
１

壁付ｻｰﾓｽﾀｯﾄ水栓

壁掛け形 冷房：2.2ｋｗ，暖房：2.2ｋｗ

室外機用壁掛架台　共

２

２

１

RUJ-A2400W(A)

屋外埋設 JIS K 6741 HI-VP

給湯管 屋内一般
SGP-HVA

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（ｺｱ付継手）

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（ｺｱ付継手）

耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（ｺｱ付継手）

屋外壁掛け型　24号　LPG焚き　高温水供給式

風呂ｱﾀﾞﾌﾟﾀ，台所ﾘﾓｺﾝ，ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ　共

給湯ｶﾞｽ消費量　50.5Kw　1φｘ100Vｘ84ｗ

EPH
暖房能力　0.75kw　電源1φ100/200Vx0.75kw

いたずら防止ｶﾊﾞｰ　共

100φ　ﾈｯﾄﾌｨﾙﾀｰ付，風量調整機能付き

SUS深型ﾌｰﾄﾞ共
P-13GLF6

ダクト用換気扇 １

ダクト用換気扇
低騒音形　サニタリー用

60m3/hｘ20pa　1φｘ100Vx9.3w　SUS深型ﾌｰﾄﾞ共
VD-10ZC14

１

１

60m3/hｘ20pa　1φｘ100Vx9.3w　SUS深型ﾌｰﾄﾞFD付共

100m3/hｘ30pa　1φｘ100Vx15.5w　SUS深型ﾌｰﾄﾞFD付共
VF-3

MSZ-BXV2224-W
消費電力：１φ100Vｘ655W

9

VD-13ZAVC7
低騒音形　サニタリー用　人感センサー搭載

M-01NS西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/50 9既存配管撤去図

40HI-VP

(100V)

(25A)

(100 V
)

4
0H

I
-V

P
25

A

10
0

40HI-VP

100

100

２５

25
0

1,
55

0

便所棟

渡り廊下

廊 下

浴 室

洗

2
60

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ

49
0

2,700140

防火設備（常閉）

4,
30

0

Y2

Y1

2,
22

0
2
,0

80

1
,8

00
2
,5

0
0

400

3,
0
00

75

2,3004,800

7,100

Y1A

2,400 2,300

X1 X2

3.20ｍ2

令126条2第2項の区画

多目的トイレ１ 脱衣室

7,100

2,400

3
,0

00

Ｇ

水

Ｇ

Ｇ

多目的トイレ２

M-02

1,500

増築部分既存部分

西駒郷　駒ヶ根日中支援1号棟多目的トイレ増設工事



R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/50

COA80

COA100

COA100

50V

75V

20A

20A

25A

25A
75V

25A

100V
32A

40V 40V

100V,40V,25A

(40HI-VP)

40V

75V

既存配管へ接続

100V 100V

32A50V

20A

25A

25A

75V

100V

50V

15A

G

G

既存配管へ接続

25A

15A

25A

100V,25A

100V

不凍栓32Ax600L

既存配管へ接続

20A

既存配管へ接続

90Y100-150H＝730

45Y100-150H=740

45L100-150H=720ST100-150H=650

90Y100-150H=705

45L100-150H=630
90Y100-150H=650

不凍栓32Ax600L

100V

既存雨水桝H=300へ放流

★
★

FJ15x300L,20FJx300L 15GFJx300L

浴室へ
20A

15A

15GV

20GV, 15GC

15A吸気弁

20A ★

20A★，15A

20A★，20A★

90L100-150H=690

注記：

★印部は凍結防止ヒーター巻きを示す。

20A, 20A

50V

9給水・給湯・排水設備図

２５ Ｇ

100V

25
0

1,
55

0

便所棟

渡り廊下

廊 下

浴 室

洗

2
60

外壁中心線

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ

49
0

2,700140

防火設備（常閉）

3,000

3,
0
00

延
焼
の
恐
れ
あ
る
部
分

4,
30

0

Y2

Y1

2,
22

0
2
,0

80

1
,8

00
2
,5

0
0

400

3,
0
00

75

2,3004,800

7,100

Y1A

2,400 2,300

X1 X2

3.20ｍ2

令126条2第2項の区画

多目的トイレ１ 脱衣室
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R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/50

介護用ユニットバス1620

換気：バス乾燥・暖房機能付

浴槽：1200サイズ，埋め込み式
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ACR
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２号消火栓

9R6

承認

管 理 建 築 士   清 水 久 雄  １ 級 建 築 士 登 録  195172 号

長 野 県 駒 ヶ 根 市 南 田 ６番３０号

TEL(0265)-82-5456･FAX(0265)-83-2383　E-mail：com-k@hb.tp1.jp 

件名 図面名称 縮尺 日付 図面番号

※S=1/200

15,000
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,
00

0

15
,0
00

15
,0
00

15,000

15
,0
00

15
,0
00

２号消火栓

２号消火栓

２号消火栓

２号消火栓２号消火栓

２号消火栓

既存　屋内消火栓設備配置図
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